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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章　落日の中で







　灰はい色いろの積雲が、兵士たちの心を不安に駆かり立てる。戦せん況きようが不利である状じよう況きようは、末まつ端たんの兵士にも明らかだった。命令が行き届とどかず、部隊は崩くずれる一方だ。敵てきの砲ほう撃げきを受けて、共に戦地へと旅してきた仲間が倒たおれていく──抗あらがってもがこうとも、決して赤い深海から逃のがれることは出来ない。

「ネロス隊長、殿しんがりを命ずる」

　ルシド将しよう軍ぐんの、静かな物言い。

「承しよう知ち致いたしました」

　呼よび出されたカルロ・カルネロスは、息を荒あらげながら、けれど、言葉は静かに滑なめらかに発した。目を伏ふせ、敬けい礼れいし、頷うなずく──。

「──ですが、今退たい却きやくしてはなりませぬ」

　続く言葉は、力強く、はっきりとしたものだった。ルシドを鋭するどい視し線せんが射い抜ぬく。

「ご無礼を承知で申し上げる。今ひと時の辛しん抱ぼうで、レトロンより必ずや、フォルス将軍の軍がやって参ります。その時こそ、我われらイリアーラ帝てい国こくの勝利の時。どうか、ご辛抱を」

「そのひと時を凌しのげぬ。フォルス将軍がやって来るとも限かぎらぬ」

　苛いら立だったように、怒ど鳴なるルシド。

「いいえ。フォルス将軍は必ずやこちらに。敵の陽動作戦に、気づかぬはずがない」

「陽動だと？」

　カルロは、ルシドの前に広げられたままの地図を指差した。

「現げん在ざい、戦いくさが行なわれている場所は、フェルノ川を挟はさみ、ここ、ここ、ここの三か所。我らの軍が、ここから川を渡わたり、敵を挟はさみ撃うちにするという戦せん略りやくを、既すでに敵方に読まれていた。それゆえ、我らは待ち伏せを食くらってしまった。ですが、敵の狙ねらいは、待ち伏せによる我らの壊かい滅めつではない。敵の狙いは初めから、フォルス将軍率ひきいる軍を壊滅させることなのです。おそらく、フォルス軍に対して敵は、後こう退たいする。それは、フォルス将軍をこちらに向かわせるための陽動です」

「ならば、フォルスまでもが敵の計略の餌え食じきということではないか」

「いいえ。フォルス将軍ともあろう方が、そのような軽けい率そつな行軍をなさるとは思えません。敵は、フォルス将軍が、我らルシド軍と共に、敵軍を挟み撃ちにしようという目的で行軍するのを待っています。つまり、自ら挟み撃ちにされることを期待しているのです。ゆえに、我らの戦況は不利とはいえ、現に、我らを撤てつ退たいさせるほどの攻こう撃げきを仕し掛かけてこない。撤退の姿し勢せいを見せれば、意図的に手を緩ゆるめるは必ひつ至し」

「では、撤退するのが得とく策さくではないのか。被ひ害がいを最小に」

「なりません。フォルス将軍は、我らが後方より現あらわれる。その時こそ、我らの勝機。敵の不意をつき、一気に攻せめる。それまでに態勢を整えておく必要があります」

「しかし、そのような確かく証しようがどこに……」

　若わかき指し揮き官かんを見て、ルシドは唸うなった。

「よろしいのか、このままで。フォルス将軍は、先の戦でも見事な勝利をおさめている。この地へ援えん軍ぐんに駆けつけたフォルス殿どのが、撤退した我らを尻しり目めに突とつ撃げきし、奴やつらを川に沈しずめでもしたら、我らがルシド軍はどのように言われましょうや。フォルス軍が勝利をおさめ、その足で、ヴォルマー軍を助けに駆けつける。さすが、帝国一の将軍と、フォルス殿には、さらなる名めい誉よが与あたえられましょう」

　ルシドの表ひよう情じようがかたまった。

「確実にフォルス軍はここへ来る。ならば我らが前線となり、敵を撃ち滅ほろぼすまで。その足で、共にヴォルマー殿のところへ参りましょう。殿を務つとめよというご命令。同じ命を懸かけるなら、最前線で戦って死にたい。どうか今しばらくは最前線の指揮をご命令下さい」

「分かった。行け、ネロス」

　カルロの頭の中では既に戦略が立てられている。まずは陣じん形けいを敷しき直さないといけない。自らの手て柄がらを得るために。いつまでもこんなところで甘あまんじているのはごめんだった──。




　　　　◇◇◇




「戦に勝利しただと？」

　シュラトス王国女王クリムエラは、手にしていた王おう笏しやくで、ゼアンを殴なぐりつけた。

「私を子こ供どもと思って舐なめているのか。偽いつわりの報ほう告こくをし、それで私を騙だませるつもりか。おまえは馘くびだ。明日から城しろへ来ずともよい。モウロクジジイはさっさと隠いん居きよしたらよいのだ」

　ゼアンに向けられた大臣たちの厳きびしい視線。出て行けと促うながしている。ゼアンは、唇くちびるを嚙かみ締しめ退室した──このように報告せよ、と事細かに命じてきたガルフィ大臣本人までもが素そ知しらぬ顔で睨にらんでくるのだから堪たまったものではない。

　シュラトス王国では、男だん性せいの成人が十三歳さいなのに対して、女性の成人は十八歳さいと決められている。前王が亡なくなった時、クリムエラには、成人していた弟がいた。その弟が第一王位継けい承しよう者しやだったが、即そく位い式しきを目前に、何者かによって毒殺された。犯はん人にんはクリムエラだというのがもっぱらの噂うわさである。

　現在女王は十七歳。王位を継承したものの、成人していないこともあって、周囲はみな子供扱あつかいをしている。いや、成人していようといまいと、王に仕える家臣は年とし寄よりばかりだ。彼らにしてみれば、若き女王など、幼おさな子ごにしか思えない。最も若い家臣でも、女王の倍は生きている男であった。

「クリム様。そのようにお手を上げられては……」

　ゼアンが出て行ってからリーファンは、静かに諭さとそうとした。彼女は、クリムの教育責せき任にん者しやでもあり、女王付き女官を束ねる地位にある女官長だ。

「黙だまれ、リーファン！」

　クリムは、苛々した気持ちを、王笏を振ふるうことで晴らそうとした。クリムの手の王笏が、リーファンを力一杯打ちのめす。リーファンの額ひたいから血が流れ、目へと入っていく。

「リーファン様！」

　咄とつ嗟さに叫さけんだ女官たちを、クリムは順に睨みつけた。

「私に逆さからうか」

「とんでもございません！」

　睨まれた女官たちが焦あせって叫び、平ひれ伏ふすと、他の女官たちも土ど下げ座ざする。

　このままでは国が滅びる──クリムにはそんな予感があった。

　この大国が、滅びる？　私のせいではない、たとえ、滅びるようなことがあっても──。

　滅びるとしたら、それはこの大国を脅おびやかすほどの攻撃を仕掛けてくる帝てい国こくのせいではなく、シュラトスに巣食う魔ま物ものたちのせいだ──こうして王を騙し、意のままに操あやつろうとする家臣どものせいだ……。それでいて、敵てき国こくにやり込こまれる頭の悪い者しかいないのだから始末が悪い。誰だれか頼たよれる者はいないのか……。敵の将しようよりも賢かしこく、強く、私を決して裏うら切ぎらない従じゆう順じゆんな男──私を無む条じよう件けんに守ってくれる神のごとき戦士──攻めて来る敵をなぎ倒たおし、国に巣食う者どもをのし倒す気高き戦士はどこかにいないのか──見返りを求めるわけでもなく、ただ私のために尽つくし、私に従したがい傍そばにいる者──。

　そのような都合のいい戦士などいるわけがない……現げん実じつなどそんなもの──。




　　　　◇◇◇




　──ルシド将軍の二段だん階かいの昇しよう進しんは確実。

　そんな噂が囁ささやかれるようになってまもなく、それは近しい現実となった。ルシドは軍から退しりぞき、皇こう帝てい直ちよく属ぞくの親しん衛えい隊たいに入隊を志し願がん。皇帝はそれを受け入れた。親衛隊は、皇帝と共に行動する護ご衛えいたちだ。精せい鋭えい揃ぞろいの彼らの中でも、皇帝の盾たてとなり、常つねに行動を共にしているのが、五聖せい士しと呼よばれる五人の護衛役──ルシドは、強きよう靭じんな体と武ぶ術じゆつが買われ、病を患わずらっているジェイオンを降こう格かくさせて、まんまとその席に入り込んだ。

　ジェイオン殿どのも、お気の毒なことだ──一親衛隊員に降格されたジェイオンを、宮きゆう殿でん内ないの者たちは、一様にして気の毒がった。五聖士の中で、最も若く美しく、かつ剣けんの腕うでも立つ彼は、皇帝のお気に入りで、格かく別べつな存そん在ざいだった。病を隠かくして任にん務むを全まつとうしようとしてきた彼だが、傍はた目めにも明らかなほど衰すい弱じやくし始めたのが、半年前──皇帝はひどく心配していた。そこにルシドが親衛隊に志願してきた。剣の腕前だけなら、ジェイオンにも劣おとるまい──皇帝は決意した。愛いとしいジェイオンには、休養してもらおう、と。

　そうなると、もっぱらの話題は──。

「ルシド将軍の後こう継けいは一体誰に」

　誰もが思った──カルロ・カルネロス以外にはいない。今回のルシドの昇進も、彼の活かつ躍やくがあってこそだ。最も危き険けんな最前線に飛び出し、指し揮きをとって苦く境きようを乗り切り、大逆転に導みちびいたのは、カルロ・カルネロスである。フォルス軍と共にヴォルマー軍のところへ援えん軍ぐんに行き、奇き襲しゆう作戦の指揮をとって勝利に導いたのも、やはり彼だ。

　カルロは、待っていた──自分の名が呼ばれるのを。

　こうしてルシドの前に集められた部下たち。五聖士昇格に伴ともなって、ルシドには、後継者を指名する最大の任務が待っている。

　誰もが思った──カルロ・カルネロスの名が呼ばれるのだ、と。

　しかし。誰もが予想だにしなかった結果──。

　愕がく然ぜんとして、顔面蒼そう白はくになったカルロは、まさに目の前が真っ暗になっていた。差し込んでいたはずの夕日は、暗いだけの空間を映うつし出している。

　冷静沈ちん着ちやくな彼が、あからさまに震ふるえ出す。言葉を発せず震える彼の体は、一体何を語っているのか──怒いかり？　絶ぜつ望ぼう？

　後継に選ばれたのは、ルシドよりも年上の、ただ軍人歴が長いだけの男だった。誰もが思った──ただ最年長というだけで、他に取り得もないような男が、上官になるのか？

　カルロほどではなくても、みなが動どう揺ようする。名を言われた本人でさえも。

　年少のカルロが将軍職しよくに就つくことも、喜ばしいことではなかったが、この男よりはいいと、みなが思う。カルロの頭ず脳のうと指揮力があれば、連戦連勝も不ふ可か能のうなことではない。

　解散になって、カルロは、ルシドを追った。みなが息を吞のんで見つめる。

「ルシド殿。今までお世話になりました。今後のご活躍も陰かげながら応おう援えんしております」

　頭を下げ、カルロは部屋へと急いだ。怒りを静めなければならなかった。

　ルシドが、亡なき父の心しん友ゆうでなければ、どんなにかいいだろう──カルロは思った。亡き父が言い残した言葉。ルシドを父と思い、信しん頼らいし、慕したいなさい。それほどの言葉を残した父に対して、ルシドは恥はずかしくないのだろうか──いや、友の息子むすこだからと言って昇進させては問題もある。だが、これまで幾いく度どとなく武ぶ勲くんを上げてきた者に対して、誰もが後継者だと思うほどに働いてきた者に対して、この仕打ちはひどすぎた。

　陸軍を退しりぞき、五聖士に名乗りを上げたい──相談してきたのはルシドだった。降格させるべき狙ねらいを誰に定めればよいかという相談に、ジェイオンの名を挙げた──ジェイオンの従じゆう僕ぼくを買ばい収しゆうし、食事に薬を混まぜ続けたのも、みな仇あだで返された気分だ。

　ルシドに復ふく讐しゆうを……そんな言葉では片かた付づけられない。ルシド……ルシド……私に刃やいばを向けたことを後こう悔かいさせてやる……。




　　　　◇◇◇




　病弱で大人しかったはずのクリムエラが、突とつ然ぜんわがまま放題の女王と化した。戦争に政せい治じにと口出しをし、大臣たちは困こまり果てている──。

　どんどん困らせてやる……私が大人しくしていたら、彼らの思いのままだ。そんなことはさせない……。けれどクリムは、口出ししてきたことが、よい方向に動いているとは思っていなかった。戦争も政治も経けい済ざいも法も、歴史も、何もまともに知らない自分が、女王というだけの権けん限げんで言い渡わたしてきた数々の失しつ策さく──それを自覚している。でも、決して後悔はしていない。大臣たちに従したがっているよりはましであると信じている。

　クリムは、弟の部屋へと忍しのんだ。唯ゆい一いつの肉親だった弟も死んだ。毒殺された。みなクリムエラが王位を奪うばうために殺したと噂うわさしている──そんな噂をいちいち気にはしないが……彼がいなくなった寂さびしさは、どうしようもない。辺りを見回せば、彼との時間が蘇よみがえる。そこに弟が座すわっていた、あそこで転んで恥ずかしそうに笑っていたこともあった……今も感じる彼のぬくもり──。

「これは何？」

　調度品は別として、弟のものはみな部屋から持ち出され、墓はかに入れられた。何も部屋には残っていないはずだった。寝しん台だいの隙すき間まに何かがある。一冊さつの本だった。隠されていたそれを、ゆっくりと、慎しん重ちように、開いた──。




　　　　◇◇◇




「カルロ様。エルシア・トロッドと名乗る方が、お会いになりたいといらしています」

　トロッドは、今回の戦いで亡くなった部下である。エルシアと名乗った女は、おそらく妻つまだろう──顔は、記き憶おくの片かた隅すみにあるが、名前はいちいち覚えていなかった。

　案内されて入ってきたのは、青白い顔の、黒くろ装しよう束ぞくの女だった。顔つきは、だいぶ変わっているが、ミオ・トロッドの妻に間ま違ちがいはない。

　カルロは黙だまって女を見ていた。恨うらみがましい顔をして睨にらんでいる彼女には、何を言っても無む駄だだろう。ミオの死を悼いたむ言葉を連ねたところで、彼女が救われるわけでもない。

「カルネロス様。夫、ミオの死について、お話し下さい。どうか、お聞かせ下さい」

「名誉ある戦死を遂とげた。彼の活かつ躍やくがなければ、我われらの作戦は失敗に終わっていただろう。ミオは我わが国の英えい雄ゆうだ」

「そうではありません。名めい誉よだとか英雄だとか、そのようなことはどうでもよいのです！」

　女らしい考え方だとカルロは思った。女には、死よりも大事な名誉や大たい義ぎがあることを理り解かいできないに違いない。

「夫は、どのように亡くなったのですか」

　彼女の意図を汲くんで、カルロはこう答える──安らかに。ただ一言、簡かん潔けつに。

「安らかに、ですか？」

　青白い顔で微かすかに震えていた彼女が、鼻で笑う。途と端たんに目が据すわって、その充じゆう血けつした目で、カルロを睨み始めた。

「安らかであるはずがありましょうや。苦しんで苦しんで、痛いたみに耐たえて耐えて、そうやって死んでいったのです」

「そうだな。みな苦しみながら死んでいく。家族を思い、恋こい人びとを思い、そして国を思って死んでいく。苦しみながら、未練を残しながら──。だが、それはみな同じことだ。ミオの死が辛つらいのは分かるが、ミオだけが痛ましい死を遂げたわけではあるまい。戦争とはそういうものだ。みな尊とうとい信念の下もとに死んでいく。残った者が恨みを並ならべ立て、彼らの尊い死を汚けがしてはならない。そうは思わないか」

　淡たん々たんと語る。再ふたたびカルロの中で、上官ルシドへの恨みが募つのった。

　ミオは死んだ。ミオは帰ってこなかった。後に行方ゆくえを調べさせると、首を刎はねられたことが分かった。彼の役目は、偽いつわりの書簡を持って、敵てきに通じることだった。敵をフェルノ川に沈しずめるための罠わなを持って、陣じんを出た。うまくそれが敵側へ渡った。彼は敵に捕とらえられ、敵側の将軍の下へ連れて行かれて、そこで死んだ──。

　真実を記き載さいした書簡かどうか疑うたがった将軍は、ミオに迫せまったらしい──誠まことか噓うそか、と。そして、噓だと言い続けた彼は、そのまま斬ざん殺さつされたという。噓だと言おうと、誠だと言おうと、すべては彼の態たい度どにかかっていることだ。噓だと言い続けた彼が、祖そ国こくイリアーラのために死ぬ覚かく悟ごで、「噓」を言い続けていると判はん断だんされたからこそ、その書簡の内ない容ようは「本物」とされ、カルロの意図した通りとなった。ミオは、名誉ある死を遂げたのだ──。

　だからこそカルロは、彼の一家に対して、多た額がくの報ほう奨しよう金きんと見み舞まい金を給付した。彼には子こ供どもがいないが、新にい妻づまがいるし、両親もいる。父は公こう務む職しよくに就ついているが、病気がちで現げん在ざい休職中。給料は出ていない。そのような事じ情じようを考こう慮りよして、当面の暮くらしには不自由のないようにと、異い例れいの額の給金を施ほどこした。

　カルロを苛いら立だたせているのは、それほどの給金を与あたえられながら、恨みがましくやってきた新妻の浅はかさでも身勝手さでもなく、戦せん闘とうに赴おもむく度たびに私し財ざいが減へっていく現実だった。

　年ねん俸ぽう制せいによって、決まった額を国から支し給きゆうされているが、それだけで部下や使用人を養えるわけではない。戦いがあれば、そのための費用──部下への報ほう酬しゆうを含ふくめて──を捻ねん出しゆつしなければならない。それは、上官のルシドも同じことで、ルシドは戦いくさの度に、恩おん賞しようという形で国から報酬を与えられる、その一部を、カルロは、ルシドから支給されるのだが、その金額は、他の部下と比くらべても、妥だ当とうなものとは思えなかった。派は遣けんしている傭よう兵へいの数や、部下の数を加味すれば、安すぎるくらいだ。だから、いつも私財をなげうって戦闘へ赴くことになってしまう。今回の戦にしても、ルシドは出世を果たしただけでなく、特別法外な恩賞を得ているが、カルロに与えられたのは、いつもと変わらぬ程てい度どのものだった。

　このままではいけない。利用され放題にされて……私は決して、そのような運命の下に生まれたわけではない。見よ、この才さい能のうを！　見よ、この功こう績せきを！　家いえ柄がらもルシドより格かく上うえなのだ。何もかもを備そなえもって生まれてきた私を、蔑ないがしろにするルシドには、いずれしかるべき天てん罰ばつが下されるだろう。ルシド──覚悟しておけ！
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「呪のろいだ、呪いをかけるのだ」

　クリムはリーファンにそう言い、大臣たちを呼よび寄よせた。彼らを前に言い放つ。

「サルバークの呪じゆ術じゆつ師しを集めよ。呪いをかけるのだ。次の戦では必ずや我われらが勝利しよう」

「しかし、女王陛へい下か、呪術とは昔から禁きん断だんの魔ま術じゆつとされております。呪いをかけた側に、倍となって不幸が訪おとずれる、それは、古代より言い伝えられていること。まして呪術を依い頼らいするとなれば、国費も無駄に嵩かさんでしまいます。国を滅ほろぼしかねない。それでも呪術を用いると仰おおせですか！」

　汗を流しながら訴うつたえる。

「怖おじ気けづいたか」

「決してそのような！」

「我ら栄光のシュラトス王国に不幸が訪れるというなら、その不幸をおまえが背せ負おえばよい。国費が惜しいなら代わりにおまえが出費せよ。それでその身が破は滅めつしようと、名誉なことであろう」

　大臣たちが顔を見合わせる。どこからともなく広まる深い吐と息いきが、空気をより重くする。

「もっと現げん実じつ的な戦せん略りやくを練るべきではありませんか」

「その現実的な戦略を練って挑いどんだ戦いで、大敗を喫きつするとはどういうことなのだ？　負け戦での出費と呪術の出費。どちらが安上がりであろうな。敵方に勝まさる『ここ』がないなら、サルバークの儀ぎ式しきに頼たよっても仕方あるまい」

　クリムは、自分の頭を叩たたかず、傍そばにいた大臣の頭を、持っていた筆の棒ぼうで小こ突づいて冷笑する。小突かれた大臣は、悔くやしそうに唇くちびるを嚙かみ締しめ、そんな彼を、クリムは嘲あざけった。

　ではそう致いたしましょう、と大臣。結局、クリムの提てい案あん通りに事は進んで行くことになる。

　その日もクリムは一人になると、弟の部屋にあった本を開いた──魔術書と呼ばれる類たぐいの本だ。サルバークの呪術師を集めて呪いをかける？　そんなことで倒たおせるはずなどない。なのに、呪い返しが怖こわいと言って震ふるえている大臣たちを見ると笑い出したくなる。しかし何も、彼らの滑こつ稽けいな様を堪たん能のうしたいがために言い出したことではない──呪術にでも何にでもすがらなければならないのが現げん状じようだからだ。そして私自身が覚悟するため──。

「私も……この魔術を……」

　不毛だと思いながらも、サルバークへ使者を立てた──そこまでさせたからには、私だって……。弟の死は、この中の魔術を実じつ践せんし、それに失敗した結果だったのではないか──毒殺されてしまったのは、契けい約やく失敗の報むくいだったのではないか──そんな疑ぎ問もんに駆かられると、どうしても実践がためらわれてしまっていた。あんなにも優やさしい弟が、呪いの術を行なったわけがない。呪い返しにあったのではない──だとしたら、儀式に失敗したとしか考えられないのだ。実じつ際さいは、毒殺と魔術とは関係ないのかもしれないけれど、弟が魔術に興きよう味みを持っていた事実は、真しん摯しに受け止めなければならない。

　弟は、魔術に頼りたいほど、何かに切せつ羽ぱ詰つまっていたのだろうか──今の私のように。いつも弟の傍にいて彼を元気付け、慰なぐさめていたつもりだけれど、そうではなかったのだろうか。弟の孤こ独どくに、私は気づけずにいたのだろうか。私さえも頼れずに弟は、魔術に手を出したのだろうか。それはすごく寂さびしいことだ……。

　もしかして、弟が実践した魔術にまだ効こう力りよくがあり、それで本がここにあるのではないか。弟が導みちびいてくれているのではないか。弟の思いなのではないか。

　クリムは覚かく悟ごを決めた──弟の残してくれたこの魔術書を、活用しない手はない、と。弟がこの中にあるどの魔術儀式に興味を示しめしたのか分からないけれど……私の未来もきっと、毒で殺されるか、敵に敗やぶれて殺されるか、まともな死に方は出来ないのだろう。

「汝なんじの血をすべて捧ささげよ、とはいい度ど胸きようをした魔術書だ」

　クリムがしようとしている術に関する記き述じゆつには、そのように書いてあった。願いが叶かなった時は、契約者の血をすべて神に捧げなければならない──命を捧げるのと同じ。戦いくさの神サブマルドとの契約には、「血」が必ひつ須すのようだ。血を望む神など本当に神であるものなのか、あるいは戦の神らしく血を好んでいると解かい釈しやくすべきか、クリムは訝いぶかしみながらも、書かれている通り、まず手鏡を用意した。指を切って血で描えがくらしい──最初に捧げる契約者の血は、ここで使う分だけだ。鏡の面に、本に書かれているままの図ず柄がらを書き写す。読めない古代文字らしきものも図の中に組み込こまれている。あまり複ふく雑ざつではないそれを描き終えてクリムは、切った指を舐なめた。これからが大変だ。この鏡を前にして、長い文もん言ごんを唱えていかなければならない。その文言の中に、契約者の願い事を入れていく。

　大仕事だな──呟つぶやき、儀式の文言を読み始めた──まもなくして鏡に変化が生まれた──鏡から淡あわい光が……そして。

　──こんなにはっきりと、一体何が映うつっているというのだ？　意味が分からぬ……。
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　ここが例の神しん殿でんか──カルロは、警けい備び兵へいに気づかれないよう、そこへ侵しん入にゆうした。

　城しろの中に封ふう印いんされているその場所に、魔物が出るという。世にも恐おそろしい幽ゆう霊れいだとか、巨きよ大だいな怪かい物ぶつだとか、噂うわさは絶たえない。皇こう帝ていが毎まい晩ばん魘うなされ、怯おびえているらしい。

　──そんなものがいてたまるか。カルロはその正体を突き止めようとしていた。父親と慕って尽つくしてきた男に裏うら切ぎられたからには、皇帝に直ちよく接せつ取り入るしかない。そしてルシドを越こえなければならない。ルシドは、この才能に嫉しつ妬としているのだ。彼の下にいては、潰つぶされかねない。ルシドごときの悪わる知ぢ恵えに潰されてやる気はないが、いちいち邪じや魔まされるのは何かと面めん倒どうだ。ならば、彼を越こえて、彼を先に潰しておく。

　カルロは勝負に出ようとした。皇帝に直接近づく時が来たのだ。これまでの勲くん功こうがあれば、それも叶かなうはずだ。たとえ勲功をルシドによって搔かき消されてきたのだとしても、最強の武ぶ器きがある──医学を学んでいるという武器が。魘されて憔しよう悴すいしきっている皇帝に近づくには、格かつ好こうの口実となる。

　十歳さいで大学を出て、医い師しの資し格かくを取った当時、何かと話題となった。その分、子こ供どものくせにと虐しいたげられることも多かったが、戦の最前線に出て、どの医師よりも素す早ばやい治ち療りようをこなし、命を救ってきた。そしてその命をまた、戦地へと送った。その繰くり返しの中で、いつしか認みとめられるようになり、軍ぐん医い務む部ぶ総そう長ちようで、階級は中ちゆう将じように当たる男に見み出いだされた。彼の傍で仕事をするようになった。軍人として、軍に入隊できるのは、十五からと決まっている。十五になるまでの五年間は、軍医務部に正式に所しよ属ぞくすることは出来ず、奉ほう仕しという形で出入りしていただけだ。だが、十五になって正式に軍医となってからは、軍部内でさらに顔を広め、強い人脈を作っていった。軍医になりたかったわけではない──父親のように、陸軍大将となって英えい雄ゆうとなるのが目的だった。戦地に赴おもむく度たびに、わざと意見するようになる。疎うとまれたのも事実。それでも、大将、中将級の人物と友好を深めてきた実じつ績せきがものをいった。戦せん略りやく家かとして認められるようになると、今度は陸軍隊員として抜ばつ擢てきされる──階級は少佐からの始まりだった──それが十八の時。それから六年で異い例れいの出世をとげ陸軍中将の地位まで勝ち取った。だが、もう四年も中将のままだ。本来なら、二十八で中将の地位にあることは羨うらやましがられることではあるが、それだけの働きはしている。今度こそ念願の陸軍大将となり、将軍職しよくに昇しよう進しんするはずだった──。今回も昇進は出来なかったけれど、これまでの実績は、皇帝の目にも止まっているはず──。

　そしてカルネロス家は、代々皇帝に仕えている侯こう爵しやく家けだ。早くに戦で父を亡なくしてから、カルネロス家の名は忘わすれられようとしていた。が、父の死から二十年、今こそ、カルネロスの名を、再ふたたび帝国に知らしめる時が来たのだ。

　神しん殿でんの魔物とやらの、呪のろいの正体を見み破やぶり、医師として皇帝に近づき、これまで、自分を疎み、その勲功を歴史から消し去ろうとしてきた輩やからに、復ふく讐しゆうする時が来たのだ。長い道のりだった。才さい能のうがあれば疎まれ、才能があればこそ出世できる──この矛む盾じゆんを搔かい潜くぐってここまで昇ってきた。強運ゆえに成せたことだ。

　神は私に味方している──カルロは自信を持ってそう思っていた。

「魔物よ、出て来い。私はここにいる。私を呪えるものなら呪ってみろ」

　そう叫さけんだ──途と端たん……。なんだ？　急に体が熱くなった。とろけそうな熱さに声を漏もらして体を確かく認にんすると、本当にとろけていた──視し界かいの歪ゆがみが著いちじるしかった。熱い……私は呪い殺されるというのか？　カルロは冷静に自じ己この体を診しん断だんする。死ぬものか！

　ふと、手のひらが光り出していることに気づく──その光が広がって、体全体が発光する。発光して余よ計けいに熱くなりそうなものなのに、体の熱さは、次し第だいに、退ひいていった──。






　第一章　仕官
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　女たちの笑い声。陽ひ射ざしを浴び、水を浴びて戯たわむれる女たち。

「新しい遊びを思いついた」

　クリムエラ女王の言葉に、女官たちは、何でしょう、と目を輝かがやかせた。

　今日のクリムは、機き嫌げんがいい。たくさん笑っている時の女王は、実に気さくで愛らしい。まるで昔のクリムのように──。女官たちは、友人か娘むすめを相手にするかのように接せつした。クリムもまた、そんな態たい度どを快こころよく受け入れ、女官たちに甘あまえては、かわいがられている。

　一いつ緒しよになって楽しむ中、リーファンだけが、彼女に執しつ務む室しつへ行くよう何度も進言していた。今日は、各地の領りよう主しゆたち、あるいは領主代理が集まっている日なのだ。本来なら、女王は今、領主たち一人一人と対面し、話をしていなければならない。

　シュラトス王国は、多民族国家で、王国発はつ祥しようの地を故こ郷きようとするのはリアトス人である。王家の人間も、中央貴き族ぞくも、みなリアトス人だ。元々シュラトスの地は、資し源げんに乏とぼしい地で、南下して領地を広げ、他民族を支し配はい下かに置きながら、南に広がっていた資源の宝ほう庫こ、「火ひ種だね石いし」の鉱こう山ざん地帯を手中に、国力をつけてきた。よって南へ行くほど、領主との関係が険けん悪あくになる。領主として地域を支配する者も、何代か前は、その地の王であった者だ。領主も、その地の支配者がそのまま任にん命めいされる場合もあれば、シュラトスから派は遣けんされた貴族が就つく場合もある。そこに明めい確かくな規き則そく性せいはないが、南へ行くに従したがって過か去この栄光に思いを馳はせている者も多く、恨うらみも深くなるのである。

　だからこそ、シュラトス王家は、各地の領主たちと、懇こん意いな付き合いをしなければならなかった。粗そ末まつに扱あつかおうものなら、いつ反はん乱らんが起きるかもしれない。現げんに反乱は頻ひん繁ぱんに起きている。なのに女王は、それを理り解かいしているのかしていないのか、わざわざ貢みつぎ物ものまで用意してやってくる彼らの相手をしようとはしなかった。酒と料理を振ふる舞まい、領主をもてなすのは中央官かん吏りの仕事だが、彼らの不平不満を聞くのは、女王にしか出来ないことだ。

「おまえたちはここにいろ」

「陛へい下か、どうか……領主たちがお待ちですから。彼らの話を聞く振りだけでもいいのです」

「リーファンもここにいるのだ。これから遊びの準じゆん備びをしてくる」

　聞く耳など一いつ切さい持たない強い態たい度どで、クリムはその場からいなくなった。

　ここは、人工的に作られた遊び場としての「川」。城じよう下かに繫つながる川で、都の人々も一部の場所は、水遊びが出来るようになっている。人工の川には、天然の大たい河がの水が流れ込むように設せつ計けいされている。城内の川は、特別広く豪ごう華かで、川かわ縁べりは、黄金で装そう飾しよくされている。城内と城外の間には、頑がん丈じような鉄てつ格ごう子しがあり、警けい備びの兵士がいる。また、城外の、城に近いその場所は、舟ふな着つき場ばと舟ふな置おき場になっていて、関係者以外、立ち入ることはない。城下を流れるこの川では、川かわ舟ぶねが往おう来らいしていて、交通手しゆ段だんの一つとなっている。

　城内のこの水遊び場には、黄金の小舟が浮うかんでいる。屋根もあり、クリムたちは、その下で果くだ物ものを食していたところだった。

　舟から水場に降おりて、泳いで川縁へ行ったクリムが、再ふたたび泳いでやって来る。

　薄うす着ぎのその衣ころもが、肌はだに張はり付いて、女じよ性せいへと変へん貌ぼうしていっているその体たい軀くを露あらわにしているが、クリムは気にするふうもない。背せに張り付いた長い髪かみだけは気になるのか、手にまとめて、しぼるようにして水を切った。

「しばし待て。これから楽しいことをしよう」

　ご機嫌な様子でにこにこしている彼女を見て、女官たちも安心して笑い返す。それがとんでもない遊びなのだと、どうして気づく者がいただろう──しばらくして、クリムの命令により川に放たれたのは、人食いワニだった。

　舟に向かって頭を突つき出してくるそれらに、女官たちが悲鳴を上げる。

「陛下、危あぶのうございます。このようなこと、おやめ下さい」

「どうか、どうか」

　涙なみだまで流して恐きよう怖ふする女官もいる。

　そんな女官たちを見てクリムは、満足そうに、高らかに笑った。

「これはおもしろい。どきどきするな」

　もう一度、長いこと笑うと、クリムは真顔になって口を開く。

「これから説明するからよく聞け」

　彼女の語る遊びの方法に、女官たちは言葉を失い、青ざめた。失神する者もいる。

「ターナを起こせ。不参加は許ゆるさぬ」

　失神していたターナは、他の女官によって揺ゆさぶり起こされる。

「さあ、始めるぞ」

　クリムは、にっと笑い、目め隠かくしをした。

「みんなで楽しく歌おう」

　言われたように、女官たちは丸くなって手を繫いだ。そして、ぐるぐる回りながら歌う。歌は、シュラトス王国の凱がい歌かの一つだ。その間に、クリムは、みなと逆ぎやく方向に回り出した。

「目が回る目が回る」

　楽しそうに笑いながら、右に左にと、よろけた。その間、女官たちは固かた唾ずを吞のみながら、どうにか声を出して歌っている。一曲歌い終えたところで、みなが止まる。同時にクリムが、輪になっている彼女たちのところに突っ込こんだ。そして辺りの女官を数人、手で触ふれる。触れられた女官たちは、声を出すことも出来ず震ふるえている。

「おまえに決めた」

　一人の女官の腕うでを摑つかみ、クリムは目隠しを取った。

「ライラか。よし行け。頑張るのだぞ」

　ライラの腕を引っ張るクリム。泣き叫さけぶライラ。

「どうか、どうかお許し下さい。どうか」

　助けを求められ視し線せんを送られた女官たちは、みな顔を背そむけた。ただ一人を除のぞいて──。

「クリム様。本当に……本当にそのようなことをなさるおつもりですか。ご冗じよう談だんではないと仰おおせですか。どうか、このようなお遊びはおやめ下さい。人の命を、このようにして弄もてあそぶものではありません」

　リーファンだ。

「ならばリーファン。おまえがライラの代わりをすればよい。何も命を弄んでいるわけではない。ただ川かわ縁べりまで泳ぎ着けばよいだけだ」

「陛へい下かは、このようなこと、お出来になりますか。この者たちのように怯おびえることもなく、この川に飛び込めると仰せになりますか。この川に入るというのはそういうことです。一体誰だれが縁まで辿たどり着けましょう」

　クリムが鼻で笑い、リーファンを睨にらむ。

「私に飛び込めと申すか」

「いいえ」

「そういうことであろう。ならば、私が手本を見せてやる」

　クリムは、舟に向かって飢うえたように頭を覗のぞかせている獰どう猛もうなワニを見やった。

「私を食くらえるものなら食らってみよ」

　両手を大きく広げて、声を張り上げ笑い出すと、その身を舟から投げ出した──。

「クリム様！」

　リーファンが叫さけんで抱だき寄よせる。が、そのまま落ちそうになる二人を、他の女官たちが引っ張り、舟に戻もどす。

「何な故ぜ止める？」

　──どうせみなが止めると思っていた？　リーファンは、まるで震ふるえもせず、顔色一つ変えていないクリムを見つめた。何を言っても、この子が心を改め、女王たる女王になろうと努力をすることはないのだろうか──どうしたら彼女を、シュラトスの女王として務つとめを果たさせることが出来るのだろう。公おおやけの場に出ることを嫌きらい、病を理由にして部屋にこもってばかりいた彼女が、王位を継けい承しようすると同時に変わってしまわれた……。

「楽しい遊びを妨ぼう害がいした罰ばつだ。リーファン。最初におまえがやって見せよ」

　──こんなことをする子ではないはずなのに……。リーファンは、愛いとしいクリムを見る。

「……分かりました。ですが、どうかこれを最後に、このような遊びをなさるのはおやめ下さい。そして執しつ務む室しつへ行き、陛下との謁えつ見けんを楽しみにはるばるやってきている領主の方々と、友好をお深め下さい。陛下なら出来ます。あなたは利発な方です。みなを黙だまらせるような立りつ派ぱな女王におなりになります。……今までお世話になりました」

　リーファンは、静かにそう言うと、舟から飛び降おりた──。妨害したら、今度は自分たちに矛ほこ先さきが向くと思った女官たちは、再ふたたび顔を背け、それ以上は微び動どうだにしない。

　ワニの牙きばに襲おそわれても悲鳴一つ上げず、ただ必死にもがきながら、川かわ縁べりへ移い動どうしようとするリーファン。生きようとするなら、遠い縁ではなく、舟に戻ればよいものを──。

　クリムもまた微動だにせず──けれど、顔を背けることなく、リーファンのもがく様子を見ていた。出血し続ける血の筋すじが、水に模も様ようをつけては消え、水を濁にごらせる。もがいていたリーファンの体が水の中に消えた。ただ赤い血だけが勢いきおいよく沸わき上がってくる。

　それでもクリムは、黙って見ていた。次し第だいに震え出す彼女の指先──。

　獲え物ものを捕とらえたワニが、リーファンの胴どう体たいに嚙かみついた状じよう態たいで、浮うかび上がる。他のワニに獲物を奪うばわれないように必死だ。だが、他のワニも、折れる彼女の足に食らいつく。

　そして、別のワニが、既すでに意い識しきのないリーファンの頭に嚙みつこうとした時──ワニの動きが一いつ瞬しゆん止まり、沈んだ──。

　矢──だった。

　次の矢は、リーファンの胴体を押おさえていたワニを捕らえた。次々に飛んでくる矢は、決して狙ねらいを外さず、ワニたちを沈しずめていく。人食いワニの群むれは、撤てつ退たいを始めた。舟からどんどんと遠ざかっていく。

　そこには、水に血を混まぜ続けているリーファンが──静かに浮かんでいた。

「リーファンを引き上げよ。舟を戻せ。矢を放った者を捜さがし出せ」

　早口で言ってクリムは、舟の中央へ行き、自分専せん用ようのその場所に寝ねそべった。リーファンの手当てをする者、舟を川縁に寄せる者、作業する女官たちを見やりながら、密ひそかに震えを抑おさえようとする。そして舟が着くと、真っ先に降おりていく。

　クリムの帰りを待っていた衛えい兵へいたちが、跪ひざまずき、出で迎むかえる。そこには、矢を放った犯はん人にんが捕らえられていた。

「陛下、お怪け我がはありませんか。この者が陛下のお命を！」

　両りよう腕うでを木の棒ぼうに括くくり付けられ、両りよう脇わきから剣けんを突つきたてられたその男は、ゆっくりと顔を上げた。そして、剣を気にするふうもなく、勝手に立ち上がる。腕は木に括られているから、真横に伸のび、十字の状態だ。「動くな！」と力を込めた一人の衛兵の剣が、彼の脇わき腹ばらに突き刺ささり、剣から血が滴したたった。右脇腹から流れる血。だが彼は顔を歪ゆがめるわけでもなく、ただまっすぐにクリムを見つめている。

　クリムもまっすぐに見つめた。いや、睨にらみ返した。それほどに男の眼がん光こうは強いもので、睨みでもしなかったら、簡かん単たんに飲み込まれそうになる。

「おまえの名は」

「カルロ・カルネロスと申します」

　鞘さやが腰こしにしっかりと取り付けてあるのを見て、クリムが言い放つ。

「この者の剣を返してやれ。それから弓矢も。衛兵、男を放してよいぞ」

「しかし……」

「放せ。聞こえぬのか」

　木の棒を外され、剣を返され、やはり表ひよう情じよう一つ変えない男を、クリムは観察した。シュラトスの民たみの普ふ段だん着ぎを着ているが、剣はかなり立派なもののようだ。弓矢の腕は、並なみ大たい抵ていのものではない。城じよう外がいに舟が見えた。まだ舟ふな着つき場に着いていない、動いて揺ゆれていたはずの舟から、彼は矢を放った。鉄てつ格ごう子しの隙すき間まを通り、まるで矢がワニに吸すい込まれていくように、それは正せい確かくな軌き道どうを描えがいていた。

　女官たちが、リーファンを舟から降ろそうとしている。リーファンの腕を肩かたに担かついで、重そうにしながら、引きずって舟から岸に上がった。そこで初めて、カルロの視し線せんがリーファンを捕らえる。

「その者を無む闇やみに動かしてはならぬ」

　カルロの、堂々とした物言い。さらに、

「私が手当てしよう」

　勝手に歩み寄よるのを、衛兵が止めようとするが、クリムは手で制せいし、カルロとリーファンのところへ歩を進める。

　カルロは、自分の衣服の外がい套とうや布ぬの帯おびなど、有り合わせの布を千切っては止血作業をする。布切れが足りなくなって、女官に指し示じを出し、女官が役に立たないと分かると、「失礼」と一言発し、女官の衣服をも勝手に破やぶって、手当てを続ける。突とつ然ぜんのことに悲鳴を上げる女官──乱らん暴ぼうな男だと罵ののしる女官たちを相手にもせず、淡たん々たんとしているカルロを、クリムはおもしろいと思い、胸むね躍おどる感覚を味わいながら観察した。作業を終えたカルロが、リーファンを腕に抱だき上げる。脇腹からは、衣服の上にまで分かるほどの勢いきおいで血が溢あふれ出る。















「彼女を安静に出来るところへ案内しろ」

　横おう柄へいな態度で彼は命令した。言われた女官たちは、乱らん暴ぼうな彼に怯おびえてか、退しりぞいて無視する。カルロが次に視線を向けたのは、クリムだった。クリムはドキッとして、たじろぎそうになったが、負けじと唇くちびるの端はしに笑えみを浮かべ、カルロを睨んだ。

「案内しろと言っている」

　繰り返すカルロに、衛兵が、「無礼者！」と怒ど鳴なり散らし、剣を抜ぬいて構かまえた。が、カルロは気に止めていない。

　こっちだと言って、クリムは先を歩いた。多くの領りよう主しゆや領主階級の人物、従じゆう者しやで溢れている城内。人々は、クリムに続く集しゆう団だんを目もく撃げきしては立ち止まり、何事かと見入る。

　女王クリム、傷きずだらけのリーファンを抱く男、ひたすら慌あわただしい様子で連なる女官、女王に何かあっては大変だと監かん視しするように付きまとう衛兵──大いに目立つ集団だ。

　石いし造づくりの高い壁かべ──研けん磨まされて光こう沢たくを放つ壁かべの合間を進み、城しろの中心、王宮へと行く。王宮へ近づくほど、石壁の彫ちよう刻こくが、壮そう麗れいなものとなる。手の込んだ彫刻というだけでなく、王家の色とされる青が多用された装そう飾しよくへと変化。青の宝ほう石せきが鏤ちりばめられた壁には、金もふんだんに使われていて、王宮にふさわしい外観だ。回かい廊ろうにも、毛け織おり物ものの絨じゆう毯たんが敷しかれるようになる。そして立ち並ならぶ燭しよく台だい。

　リーファンの私室の前。扉とびらに垂たれ下がっている紐ひもを、クリムは何度か引っ張ぱった。扉の向こうで鈴すずの音がする。中からリーファンの付き人の女じよ性せい、ノルジェが出てきた。

「お、お嬢じよう様さま！　一体何が……」

「彼女を寝しん台だいに」

　カルロの言葉に、ノルジェが頷うなずく。案内役は、クリムからノルジェに引き継つがれた。

　クリムは王おう座ざのある王の間へと向かう。王座に着いて、苛いら立だちながら待っていた──カルロが連れられてくるのを。何か話でもしているのか、なかなか来ない。

　しばらくして、衛えい兵へいと女官の一人がカルロを連れて現あらわれた。

　王座へと続く階きざはしの前で、カルロは衛兵がするのを真ま似ねて跪ひざまずき、敬けい礼れいをする。

「衛兵、ご苦労であった。下がってよい」

　逆さからわずに王の間を出て行く衛兵。広間にいるのは、女官だけだ。みな王座に向かって左右に整列し、胸に手を当てて立っている。そんな女たちに睨まれていることも構わずに、カルロは悠ゆう然ぜんと顔を上げた。

「クリムエラ女王陛へい下か。謁えつ見けん叶かない恐きよう悦えつ至し極ごくに存ぞんじます」

「何者か説明してもらおう」

「仕官を目的にここまで旅して参りました。田舎いなか者ものゆえ、何者かと問われ、申し上げるような出自も経けい歴れきもございませんが、シュラトス王国のために働ける人間であることは、ここではっきり申し上げることが出来ます」

「確たしかに、おまえの言葉は聞きづらい。辺へん境きようの地から、ここまで来たと申すか」

「はい」

「弓矢の腕うではどこで磨みがいたものだ」

「シュラトス王国の傭よう兵へいとして赴おもむいた戦場で」

「最後に一つ、何な故ぜリーファンを助けたのだ」

　クリムにとっては初めて見る類たぐいの人間だった──言われずとも自ら考え行動し、その行動に絶ぜつ対たいの自信を持っていて、周囲のことなど気に止めない──それが己おのれを傷つける剣けんであろうと、命を握にぎっている女王であろうと。衝しよう撃げきだった。

「陛下に謁見するなど、本来なら叶わぬ願いでありましょう。ですが、矢を城内に放ち、捕とらえられたことで、その願いが叶いました。結果こうなる自分の強運を信じたからです。陛下に弓矢の腕について訊たずねて頂いただけることとなったことも、また、強運の証あかしかと存じます。こうしてお目通りしていることも、私にとっては大きな機会を得たことになります」

「なるほど強運か」

　クリムはわざとらしいほどに仰のけ反って笑い出した。王座の背せもたれが邪じや魔まなのではないかというほど、何度もぶつかる。

「おまえを処しよ刑けいすると女王の私が一言。それでおまえの命はないのだぞ。それでも自分に運があると言い続けることが出来るのか」

「この命が既すでに陛下に預あずけられているということは、存じ上げているつもりです。私は、国に寄き生せいしなければ生きていけぬ種類の人間。国に求められれば求められるほど、力を発はつ揮きする人間なのです。この命、陛下がいかようにもお使い下さい」

　カルロを見つめ、それからクリムは、静かに立ち上がった。

「私に誠せい心しん誠意仕え、生死を共にすると誓ちかうことが出来るか」

「はい」

「では誓いを立てよ」

　──誓い？　カルロは、立ち上がり、階に歩む。シュラトスに誓いの儀ぎ式しきがあるのか？　考えてみたところで知らないものは知らない。そのまま女王のところまで、ゆっくりとのぼっていく。クリムの傍そばにいた上級の女官たちは、武ぶ器きを手に、王座の前を固めた。

「それ以上近づくこと、なりません」

　女官たちの言葉を無む視ししたカルロの微び笑しよう。独ひとり言のように、カルロは言う。

「ここが陛下の御おん場所であるなら、私の居いるべき場所もここ。陛下をお守り申し上げる者として、陛下のお傍にあるのは当然のこと」

　さらに、そこでカルロは剣を抜ぬいた。怯ひるむ女官を尻しり目めに、真まっ直すぐにクリムを見つめる。クリムもまた、表情を変えずに見返した。カルロは、剣をクリムに差し出して握らせると、低い声で言い切った。

「誓いの証として私の血を望むなら、この剣を私に向けるがよろしい。だが私は死なない。何な故ぜなら陛下の死の時まで共に生きるのが私の使命だからです」

　クリムの目が見開かれる──剣を握る手が震ふるえた。新たな衝撃が襲おそってくるのを感じた。

　震えるクリムの手──剣を握ったままの手を、カルロは両手で包み込こんだ。跪き、手の甲に口付けをする。

「あなたを、あなたの支し配はいするこの国を、誠心誠意、全身全ぜん霊れいをかけてお守り致します」

「おまえを使ってやる、カルネロス。特別に私の傍でな」

　剣を返してクリムは、声を張り上げた。

「部屋を与あたえる。我わが弟が使っていた部屋を自由に使うとよい」

　女官たちは、使ってやるの言葉にざわめき、弟の部屋を与えるという言葉に、あからさまに顔を見合わせて動どう揺ようした。王家の人間が使う部屋は、格かく別べつ豪ごう華かな作りになっている。王家の人間は、同じ階かい、同じ場所に部屋を設もうけている。弟の部屋にカルロが入るということは、クリムの私室のすぐ隣となりが、カルロの部屋ということになる。現げん在ざい、クリムには両親も、両親の兄弟もいない。つまり、その場所には、クリムとカルロしかいないことになる。無む論ろん、衛えい兵へいは常つねに配はい備びされているし、付き人の部屋は、主人の部屋に付ふ随ずいする形であり、女官たちが順番で寝ね泊とまりしてはいるのだけれど──。

「エーレ。カルネロスを案内しろ」

　こうしてカルロは、シュラトス王に仕官することに成功した──。




　　　　２




　赤に染そまる布ぬの切きれが山になった。出血が治まってきたところでカルロは、リーファンの付き人ノルジェからもらった包帯を巻まき、シュラトス王国男子貴き族ぞくの服ふく装そうへと着き替がえた。

　服は、古式紫むらさきと生き成なり色、黒を基き調ちようとしたもので、さほど派は手でな印象はないが、縫ほう製せい技ぎ術じゆつの高さ、細工の細かさは、贅ぜい沢たくこの上ないものがあった。外衣は、それぞれの色の布が重ね合わさった作りになっていて、その上に、同色で織おられた外がい套とうを羽は織おるようになっている。外套には本来、家いえ柄がらを示しめす家か紋もんが刺し繡しゆうされているのだが、カルロのものにはない。

　──シュラトス王国とやらに取り入ったはいいが……。

　カルロは痛いたみを堪こらえ、慎しん重ちように深しん呼こ吸きゆうをした。

　──これからが大変だ。情じよう報ほう収しゆう集しゆうをしなければならない。それも、やたらと生意気な小こ娘むすめのご機き嫌げん取りをしながら……。

　シュラトスの女王が、わがままな娘だという情報は得ていた。民たみの間でも有名なことだ。カルロは、リーファンの部屋でも、ノルジェから、彼女の多様な情報を引き出しておいた。

　彼女がわがままな女王様であることは、聞きしに勝まさるものであったが、一ひと癖くせも二癖もあるそのわがままさは、カルロにとって、興きよう味みを引くには十分なものだった。

　この国に着いたのは十日程ほど前まえになる。仕官しようと思ったのは、その最初の日。最も情報を集め易やすい環かん境きようを手に入れるには、中央に仕官するのがいいことは明らかだった。そのための十日間を送ってきた。国のこと、隣りん国ごくのこと、様々な情報を集めたが、最も苦労したのは、言葉だ。田舎いなか者ものと言われても仕方のないくらい、初め、言葉が通じなかった。母国語と同じ言語形けい態たいであることは確たしか。元々いた場所から移い動どうしていないのも確か──だが、一体どうやって故こ郷きようイリアーラへ帰ればいいというのか。

　あの神しん殿でんの前で、通りゆく人々の言葉を、服装を、どう説明したらよかったのだろう。目の前の光景は、一いつ瞬しゆんにして差し替えられたかのようで──自分だけが浮ういていて──けれど体は実体を持っていて、息をしていて……この世界に存そん在ざいしていた──。

　イリアーラは確かにここにある──二千年も経たてば、ここはイリアーラになるのだ……ならば、二千年も生きろと言うのか。それが呪のろいの正体だったのか。

　カルロは、激げき痛つうに顔を歪ゆがめて息を止めた。熱をもった傷きず口ぐちに手を当てる。そしてまた、傷を庇かばうように細かい息を繰くり返す。こうして息をしている自分も、痛みも、紛まぎれもなく本物なのだ。

　呪いの神殿に忍しのび込み、調ちよう査さを始めた──気づいたら、二千年以上も過か去こ──この時代にいた。「呪いの神殿」の原形と思われる神殿が目の前にあった。呪いという言葉を連想するには余あまりある荘そう厳ごんさ──。周囲に溶とけ込むことが出来なくて、神殿前の広場に立ち尽つくすしかなかった。まずは格かつ好こうを何とかしないといけないと気づくが、イリアーラの硬こう貨かが使えるはずもない──手持ちのものを売って金にしようとしたが、意思疎そ通つうをすることさえ困こん難なんだった。しかし、生まれ育った時代で、数か国語を操あやつってきた能のう力りよくは、ここでも発はつ揮きされた。新たな言語を覚えるよりはずっと簡かん単たんに慣なれた。独どく特とくな言い回しを体に覚えさせるのに少しばかり苦労したが、会話も、まともに通じるようになった。言語を覚えることで、二千年前の時代にあったもの、なかったものを確かく認にんすることも出来た。

　移動したのは、時間だけ──時間だけなのに、その時間差は大きすぎた。

　そして──さらに厄やつ介かいなのが、シュラトス王国がもうすぐ滅ほろびるはずだという事実だ。

　幼おさない頃ころから、歴史も学んできている。時代背はい景けいもそれなりには理り解かいしている。

　──シュラトス王国最後の王の名は、クリムエラ──彼女だ。

　二千年後にはっきり分かっているのは、歴代の王の名──一部正せい確かくではないかもしれない。それから、シュラトスが三百三十八年の支し配はいで歴史を閉とじるということ、シュラトスを滅ぼしたのが、バルシア帝てい国こくであるということ、そして、バルシアに攻せめ込まれた最後の王クリムエラが自害をしたことでシュラトス王家が滅んだ、ということだ。

　そのシュラトスに仕官するかどうか、ずっと迷まよっていた。しかしイリアーラに帰るのに、イリアーラの地から離はなれることはためらわれ、結局、この地に留とどまることにした。

　その女王の傍そばに仕えたとなれば、滅びの時、真っ先に首を刎はねられる……。

　滅めつ亡ぼうする前に、イリアーラに、未来に帰るための方法を見つけ出さなければならない。二千年以上、年を取らずに生き続ける、という方法以外で。そのために、ここまでやって来たのだ。ここならば情報収集もしやすい。滅亡前に、帰る方法を調べ切る自信もあった。

　だが、とカルロは思う──帰るまでの間、この国で名声を手にするのも悪くない……。

　名門カルネロス家──早くに父が亡なくなり第一線を退しりぞいてからは、他からの妬ねたみもあって、余よ計けいに軍部の中ちゆう枢すうから遠ざけられるように図はかられてきた。家名を再ふたたび高めようと邁まい進しんしてきたし、それが苦痛だったわけでもない。だが、カルネロス家の人間だからこそ伸のし上がれたのも事実。カルネロスの私し財ざいを投げ出してきた見返りに、武ぶ勲くんを得たに等しい。私財があってこそ、ミオ・トロッドを始め、優ゆう秀しゆうな部下を雇やとってこられたのだ。ここには何もない。カルネロス家の地位も名声も関係がない。一人の人間としての才能と運しか通用するものなどないのだ。どこまでやれるのか──考えただけでも胸むねが躍おどる。あわよくば、バルシアを逆ぎやくに占せん領りようしてやりたいとさえ思う。歴史を変える大事が一人の人間に出来ようはずもないが、それが出来れば、まさに神に選ばれし者の証あかしではなかろうか。

　腕うでの見せどころだ──そうなると、まずは足固めだ……。

　今こ宵よいの宴うたげで、中央貴き族ぞくや領りよう主しゆたちを前に紹しよう介かいすると言われている。情報収集のいい機会だ──イリアーラに帰るためのものというよりは、シュラトスを統とう治ちするにあたってのもの。国内のことをまだまだ把は握あくしているとは言い難がたい。城しろに乗り込む前、城じよう下かで集めた情報のほとんどは、時代的なことと、統治者に関すること──仕官するための前まえ準じゆん備びだった。それだけでは政せい治じなど出来ない。

　カルロは、壁かべにもたれて苦しい息を繰くり返す。横になってしまいたいが、横になったら間ま違ちがいなく眠ねむってしまう。と、

「カルネロス」

　突とつ然ぜんの声に、心しん臓ぞうを突つかれたかのように驚おどろかされた。腹ふく部ぶの痛みなどどこかへ追いやってしまったほどに高鳴る心臓。衝つい立たての陰かげから女王が現あらわれ、カルロは言葉を失った。けれど、すぐに笑えみを浮うかべた。優ゆう雅がな動きで跪ひざまずき、敬けい礼れいをする。

「陛へい下か御おん自みずからが、私のような者のお部屋においでなさるとは、何か急なご命令でしょうか」

「宴の前に大臣たちに紹介したい。女官に迎むかえに行くよう命じたが、みな恐おそれておった」

　そう言ってケタケタと笑った。

「おまえのこと、獰どう猛もうな野や獣じゆうと勘かん違ちがいしているらしい」

　カルロが微かすかに笑い、そうなる時もございますが、と付け加える。

「戦場では、獰猛な野獣にならなければ生き延のびられないこともありますゆえ」

「なるほどな」

　クリムは高らかに笑って、カルロを見つめる。

「だが、おまえの野獣的な本ほん性しようは、心配せずとも簡単には現れないはずだ。だがいずれ私に牙きばを剝むくおまえの姿すがたを見ることになるのであろうか。それも一いつ興きようではあるが」

　真顔で語るクリムの言葉に、今度はカルロが笑い出す。

「私は主君に対してだけは、決して牙を剝きません。どんな逆ぎやつ境きようにあっても、それをひっくり返すだけの英知を備そなえ持っていると自負しておりますゆえ、主君を乗り換かえる必要もなく、主君に牙を剝く野獣を、私の牙で返り討うちにしてゆくまでのこと」

　そこまで言って、カルロは厳きびしい表ひよう情じようへと変えた。敬礼を解といて立ち上がり、女王を見下ろして威い圧あつする。

「それとも、あなたに牙がおありなのか。私に嚙かみつく牙であるというなら、今ここでへし折っておかねばなりませんが」

「主君を脅おどすのか」

「あなたは脅されるようなお方でしたか？　もし脅されてしまうようなお方だったのなら、私は認にん識しきを改めないといけません」

　じっとカルロを見つめていたクリムが、再ふたたび笑い出す。肩かたを揺ゆすりながら命じた。

「おまえはおもしろい男だな。みなの反はん応のうが楽しみだ。参れ」




　　　　３




　巨きよ大だいな長方形の卓子テーブルを囲んで座すわっていた十五名の大臣たちが、一いつ斉せいに立ち上がる。胸むねに手を当て、立礼式の敬礼をする。みな頭を下げたまま、上うわ目め遣づかいに噂うわさの男を観察する。

「みなに紹介したい者がいる」

　女王の言葉を合図に、みなが顔を上げた。

「私の相談役として働いてもらうことになったカルロ・カルネロスだ。位は、リーファン・コーカスと同じ、つまり、おまえたち大臣と同じ三等位だ」

　一等とは、王家直ちよつ系けいの人間を指す。二等とは、直系ではない王族のことだ。王族を名乗れるのは、現げん国王の三親等までと決まっていて、それ以外の親しん戚せき縁えん者じやは、必然的に三等位以下となる。大臣は、三等位以上の貴き族ぞくと定められている。王族である二等位の大臣は現げん在ざいいない。全員三等位だ。

　そしてクリムの明言通り、三等位を示す「聖せい章しよう」が、カルロの胸につけられている。

「陛へい下か、何を愚おろかな……」

「そのようなことが許ゆるされましょうや」

　騒そう然ぜんとなる一同を前に、クリムはドンと卓子テーブルを叩たたいた。

「静かに出来ぬのか。品ひん性せいの欠片かけらもない者どもよ」

　ぴたりと静かになる。

「王に直ちよく接せつ仕える者の位が、四等以下であってよいものか。カルネロスには、私の護ご衛えい、相談役、みな一様にこなしてもらう。リーファンは現在休きゆう暇か中ちゆうにつき、その分もすべてカルネロスに働いてもらうことになる。私に仕える者を私が決めて何が悪い。それとも、リーファンの代わりになる者を誰だれか推すい薦せんできるのか」

　王国の英知、王国の生き字引、学問の女め神がみ──そんな彼女の代わりなど簡かん単たんに見つかるものではない。ゆえにカルネロスもまた、代わりにはなり得ないと、誰もが思う。

「陛下よ。この男、素す性じようが知れぬと言うではありませんか。敵てきの密みつ偵ていかもしれませぬ。陛下に向かって矢を射いったとも。危き険けんでありましょう」

「敵の密偵であるというなら、それも結けつ構こうなことではないか。そんな大役を仰おおせつかってやって来た男なら、さぞかし優ゆう秀しゆうであろう。少なくともおまえたちよりはずっと」

　クリムは嘲あざけり笑った。大臣たちが唇くちびるを震ふるわせて、クリムを睨にらむ。

「戯ざれ言ごとを仰せになられている場合ではないですぞ、陛下」

「そうです。この男を仕官させるなら、十分に調ちよう査さをしてからにすべきです」

　何とかカルロを排はい除じよしようとする大臣たち。それは、彼が敵の密偵である可か能のう性せいがあるからだけではない。どこぞの下げ賤せんの身分でありながら、突とつ然ぜんの大だい抜ばつ擢てきで三等位をかっさらっていく男への嫉しつ妬とや怒いかりの気持ちからだ。同時に、それがここにいる誰よりも若わかく、美しい顔立ちの男であったことが、みなの不安を搔かき立てる。女王が、この男を夫にしてしまうのではないか、と。現在、女王が成人を迎むかえるにあたり、夫となる男を、みな必死に推すい挙きよしようとしていた。自分の一族から王を選出しよう、という目的で。

　今は、女王一人が統とう治ちしているが、いずれは夫となった王との共同統治になる──夫がいるのに、女であるクリム一人が統治権けんを持つことはない。

「調査をしたいなら勝手にすればよかろう。だが、私はもう決めたのだ。カルネロス、みなに挨あい拶さつをしろ」

　下がっていたカルロは一歩前に出て、一同を見み渡わたし敬けい礼れいした。顔を上げると、さらにもう一度、大臣全員の顔をじっくりと見る。

「カルロ・カルネロスです」

　一言。不ふ敵てきに笑って、一歩下がる。

「それだけですかな？」

「それでは何も分かりませんぞ」

　大臣たちの嘲ちよう笑しよう。クリムが口を開きかけた時、カルロがまた一歩出た。

「貴き殿でんらのように、曾そう祖そ父ふの代からの活かつ躍やくを申し上げるほどのものはございません……」

　みなが蔑さげすんで笑う。カルロは、にやりと笑い返した。何度長ったらしい自じ己こ紹しよう介かいを聞いたことか──城じよう内ないには今、各地から領りよう主しゆが集まってきている。自己紹介をするのに、曾祖父、祖父、父の自じ慢まんをして、やっと自分の名が出てくるのだ。これが出来て初めて、名門の証あかしを立てたということになるらしい。

「……が、カルロ・カルネロスの名が、シュラトスに、また隣りん国ごくに響ひびき渡わたり、末代まで語られることは、お約束致いたしましょう」

　続くカルロの言葉に、一気に笑いを引っ込こめる大臣たち。それに対して、笑いを引き受けたかのように爆ばく笑しようするのは、クリムだ。

「みな、そういうことだ。カルネロスの活躍に期待しようではないか」

「へ、陛下！」

「このようなふざけた男を！」

　そこへ、黙だまれ、とクリムが一言。静まる一同に、呆あきれた口調で続ける。

「ではどうしたらカルネロスを認みとめるのだ」

　一人の大臣が自信ありげに言う。

「陛下の護衛の務つとめもこなすのであれば、剣けんの腕うでは達者なのでありましょうな」

　弓の腕がいいことは、噂うわさになっていた。女王を狙ねらったようにも見えるが、ワニを確かく実じつに仕し留とめていたという。だがその後、彼は、衛兵によっていとも簡かん単たんに捕とらえられた上、脇わき腹ばらを刺さされて血を流していたらしい。まともに戦えるはずがない。

「カルネロスの弓の腕は確たしかだ」

「いいえ陛下。陛下のお命を守るには接近戦に強い者でなくてはなりません。剣の腕前は、重要です」

「ではどうしろというのだ」

　クリムは吐と息いき交じりに言った。ここはわがままを押おし通さず、あえて問い返す。

「護ご衛えいとしてふさわしいのか、試験を」

　カルロから微かすかな吐息が漏もれるのを聞いて、クリムは隣となりに立つ彼を見上げた。今なお脂あぶら汗あせを浮うかべているが、苦しそうな表ひよう情じようは一いつ切さいない。涼すずしい顔をして余よ裕ゆうの笑えみさえたたえている。どう出るのか、楽しみに待った。彼の剣の腕前など知るよしもないが、傭よう兵へい時代があったというなら、扱あつかえないわけではないのだろう。逃にげ回っていただけの傭兵か、戦い挑いどんでいた傭兵か──少なくともクリムには、この男が逃げている光景など浮かばない。

「どなたが試験をなさるのかな？　どうせなら、実戦に即そくして行なうがよろしい。陛へい下かの暗殺計画でも立てていらっしゃる方々がおいでなら、なおその方がよい。実行部隊に出てきていただき、私が応おう戦せん致いたすというのは妙みよう案あんかと思うが」

　呆あつ気けにとられて口を開ける大臣たち──次し第だいに汗が流れ始めた。汗の意味するところはそれぞれ──本当に暗殺計画を練っていて焦あせったのか、怯ひるみもせずに堂々とそこに佇たたずみ、みなに蔑まれているはずの男に、逆ぎやくに蔑まれてしまっている感覚に恐きよう怖ふを覚えたのか──。

　そんな大臣たちの様子を見て笑い出すのは、やはりクリムだ。

「誰か、私の暗殺実行部隊を試験用に集めてくれ。どんな面々か見てみたい」

　誰も答えない。沈ちん黙もく──。が、それを破やぶった者がいた。

「私がお相手を致します。大おお掛がかりな試験は必要ないでしょう。陛下がお決めになられたことを、覆くつがえすことは出来ません。ただ我われらは、陛下の身を案じ、カルネロス殿どのの剣の実力のほどを知っておきたいと思っているだけのことですから」

　そう言ったのは、三十代半ばの最年少の大臣。二十はたちそこそこにしか見えない──血気盛さかんな若わか者ものといった風ふう貌ぼうだ。

「ダルターニ。おまえが相手をするか」

「陛下のご許きよ可かがあれば、今ここで」

　ダルターニとしては、怪け我がをした者を相手に勝負など挑みたくはなかった。が、他の大臣が、後日改めて、という話に頷うなずくはずがない。日を延のばして負けたとあれば、風当たりが強くなるのは明白だった。それよりも、みなが願っているように今ここで、有利な勝負をする方がいい。万が一負けても、それなら誰も文もん句くは言えない。剣に覚えがあると認められている者が相手をするなら、なおさらのことだ。

　けれど、ダルターニは、どうも負ける気がしてならなかった。只ただ者ものではないと、彼から溢あふれ出る何かが語っている。この男が、出自も説明出来ないような、下げ賤せんの出とは思えなかった。貴き族ぞくの中の貴族──そんな空気さえ纏まとっている。だからこそダルターニは、危き険けんなにおいを感じずにはいられなかった。

「カルネロス」

　クリムは、どうするか訊たずねようとした──本来訊ねるべきではなく、命じればいいだけのことなのだが。訊ねるまでもなく──カルロは答えていた。腰こしの剣に手をやり、クリムを見て不ふ敵てきに笑っている。

「許可する。もうすぐ宴うたげだ。余よ興きようの一つとして試合をするということにしよう」

　みなが、よい考えだと頷く。中央貴族や領りよう主しゆたちの前で、カルロが恥はじをかくことを期待しているのは見え見えだった。さらに試合は、真しん剣けんを使っての勝負、命を奪うばっても罪つみは問わぬことにする、という確約つきとなる。

　新たな余興の段だん取どりも決まったところで、みなが揃そろって宴の会場となる大広間に入る。

　連日の宴にも、まともに顔を出さない女王が、乾かん杯ぱいの前に姿すがたを現あらわしたことに驚おどろいた領主たちは、胸むねに手を当て頭を下げながら、彼女の隣を歩く男を見やった。陛下の暗殺騒さわぎで捕らえられた男だと認にん識しきしている領主も中にはいて、驚きを隠かくせず声を漏らす。女王の側近であることはその服ふく装そうからも、立ち位置からも明らかだ。カルロのことは、領主たちの間ですぐに広まった──あそこにいるのは暗殺未み遂すい者しやだ、と。

　女王によって、カルロが側近となったこと、三等位貴族となったことが伝えられると、会場は一種異い様ような空気に包まれた。領主の中から、大臣同様の反はん応のうを返す者がいる。

　みな同じことしか言えないのかと思って、クリムは忍しのび笑った。そして、乾杯の前にも、さっそく余興がなされることとなる。

　カルロは、露台バルコニーの向こうに広がる夕日で染そまる空を見ながら、剣けんをゆっくりと抜ぬいた。何もかもを売り払はらっても決して手放さなかった剣──カルネロス家に伝わる守しゆ護ご宝ほうの一つだ。それこそ、曾そう祖そ父ふも祖父も父も、代々この剣を振ふるって偉い勲くんを立ててきた。大事に手入れをし、その思いを受け継ついできた剣を、しっかりと握にぎり締しめる。霞かすむ視し界かいには、差し込む夕日の赤が余よ計けいに広がって、まるで血が覆おおっているかのように感じられた。

「試合を始めよ」

　合図をしたのはクリムだ。カルロはダルターニの剣を受け止めた。力の剣だった。痺しびれを感じながら、カルロは二太た刀ち目めも受け止めた──。

　何度も攻こう撃げきを仕掛けるダルターニの剣は、すべてカルロに受け止められているが、攻撃の勢いきおいを見て、誰もが、ダルターニ優ゆう勢せいだと思った。だが、当のダルターニは違ちがった。ただひたすら防ぼう戦せんしているだけの男との試合に、これまで以上に恐怖心が湧わいてきていた──それは不ふ快かいなものではなかった。その恐おそろしいまでの何かを秘ひめた男への興味──尊そん敬けいに似にた感かん情じようなのかもしれない。戦意を失い始めていた。いや、こうして剣を交えていることは楽しいのだ──大臣たちの期待通りに彼を消すことに気が進まなくなっていた。この男とゆっくり話がしてみたい、そう思った。

　──殺したくても殺せそうもないが……。

　ダルターニは、彼の強さを思い知らされていた。そして──剣が、折れた。次の瞬しゆん間かん、喉のどに剣先が突つき付けられていた。寸すん止どめされたその剣を前に、汗あせが流れ落ちる。

「私の負けです、カルネロス殿」

　クリムが、そこまでだ、と叫ぶ。

「防ぼう御ぎよだけしていたようだが、一点だけで受け、剣を折ってしまうとは」

　刃やいばの強度が、製せい作さく技ぎ術じゆつが違うのだから当然だった。

「それにしても見事な動き。完敗です」

　カルロは、余よ裕ゆうの笑えみを向けた。その服からは新しい血が染しみ出ているというのに。

　ダルターニは、観戦していた者たちに向かって声を張はり上げた。

「キール・ダルターニは、カルネロス殿を三等位と認みとめ、陛へい下かの相談役を立りつ派ぱに務つとめられるよう、心から応おう援えん致いたします」

　静かになる会場。だが、認めないわけにはいかなかった。

「カルネロス殿、陛下のため、国のため、共に働きましょう」















　そうした言葉の数々は、表向きとは言え、カルロを受け入れた証あかしとなった。

「では、さっそく乾杯しよう」

　クリムが上じよう機き嫌げんで声を上げる。彼女が乾杯の音おん頭どをとるのも、初めてのことだ。

　乾杯の後カルロは、皆みなさんに挨あい拶さつがしたいので、と申し出てクリムから離はなれた。まず向かったのは、「豊ほう沃よくの冠かんむり」。女め神がみが、冠を差し出しているその部分に、薪まきがくべられている。赤々と燃もえる灯とう火かを見上げながら、カルロは呼こ吸きゆうを整えようとした。流れる汗を拭ぬぐう。

　広間には、他にも微び妙みように動きを変えた女神像ぞうが立ち並ならび、冠を差し出している。王宮の各部屋や廊ろう下かにあるものと一いつ緒しよで、冠の部分が燭しよく台だいになっている。それらはせいぜい人の背せ丈たけほどの大きさ。冠に薪をくべているのは、中央の女神像だけだ。

　シュラトスは、元々農業国家である。かと言って、特別肥ひ沃よくな土地というわけでもなかった。シュラトスでは昔から、「豊沃の冠」と呼よばれるものを、土地が肥沃になるように、収しゆう穫かくが上がるようにと祈いのりを込めて、各地に設せつ置ちしている。豊沃の女神像が、冠を差し出しているその彫ちよう刻こくは、シュラトスの人間ならば、知らない者はいない。冠の部分だけでも縁えん起ぎ物ものとなっているが、この王宮のものにはすべて、女神がいる。シュラトスの収穫を高めたものが、「焼畑」であったため、「豊沃の冠」と「火」は、相あい性しようがよいとされている。

　シュラトスのことをもっともっと知らなければならない──カルロは表ひよう情じようを引き締めて、早速、領りよう主しゆたちへの挨拶巡めぐりを始めた。とはいえカルロの方が立場は上だ。領主たちは彼に声をかけられると、恐きよう縮しゆくして姿し勢せいを正し、丁てい寧ねいに接せつした。

　カルロの長い長い一日──飲みたくない酒を飲まされ、けれどなかなか美う味まい酒に多少は気分をよくしながらも、「戦い」は続く。顔を売ると同時に、大臣や領主の顔と人ひと柄がら──その印象を頭に叩たたき込んでいく。同時に領主からは、各地の状じよう況きようを引き出していく。その合間には、機嫌のよいクリムを相手に踊おどらされもした──どう踊ればいいかなど分かるはずもなく、彼女のいいように動かされ、適てき当とうに相手をしておいたが、次に踊るように言われた時は、きちんと踊れないとまずいだろう……。

「お顔の色がよろしくありませんよ」

　ほとんどの者は、怪け我がをしていることを知っている。聞き飽あきるほど言われたその言葉にカルロは、ただ笑みを返した。そのまま酒を飲んで話していれば、そのうち顔色のことなど誰だれも気にしなくなる。

　宴うたげの余よ興きようには、歌や踊り、格かく闘とうなどが行なわれている。その中でも最大の見世物が、仕官し立ての田舎いなか者ものと、腕うでに覚えのある大だい貴き族ぞくとの剣術の試合──だった。

　──そろそろ限げん界かいだな……。無ぶ様ざまに倒たおれるわけにもいかない。

　カルロは、クリムに断ことわって自室へと退たい散さんした。寝しん台だいに転がり込こむ。目を閉とじれば、長かった一日の光景が重く伸のし掛かかるように瞼まぶたに降おりてきた。酒のせいか痛いたみは麻ま痺ひしていた。しかも楽しさが絶たえず込み上げてくるから、気分は良好だ。

『カルネロス、暗殺を口にした時の大臣たちの顔を見たか。実に愉ゆ快かいだ』

　そう言って彼女は笑った。自分の部下を自分で決め、その部下が、大臣たちに一ひと泡あわふかせていることを心から喜んでいるようだった。

『陛下が、何やら、大臣たちの反はん応のうをお楽しみになりたかったご様子でしたので、私なりに趣しゆ向こうをこらしてみたつもりですが、お気に召めしていただけましたか』

　彼女は吹ふき出して頷うなずいた。

　おもしろい女王だった──少なくとも、周囲で噂うわさしているほど、愚おろかかでもわがままでもない。一本筋すじが通っている。手て懐なずけるのは難むずかしそうだが、だからこそ手懐け甲が斐いもあるというものだ。そしてもう一人、絶ぜつ対たいに手懐けておくべき女がいる──リーファン・コーカスだ。彼女の教養はすごく評ひよう価かされている。それは民たみの間でも噂されているほどだ。助けたのがその女じよ性せいだったのは好都合だ。元気になってもらって、その半はん端ぱでない知ち識しきを役立ててもらわなければならない。

　──よく眠ねむれそうだ。実に有ゆう意い義ぎな一日だった……。

　睡すい魔まに身を委ゆだねようとした時──。王宮最高医のオルガートが来たことを廊下の衛えい兵へいに告げられる。起きて出で迎むかえた。一体誰が呼よんだのか。

「陛へい下かより傷きずの手当てをするように言われて参った」

　──彼女が？

　意外に思うが、医い師しが来てくれたことは助かる──この傷で今まで何をしていたのかと呆あきれるオルガートを見ながら、この際だから最後の一仕事をしようと気合を入れた。

　王宮最高医の立場にあるなら、多種の薬を手に入れられるだろう。学問分野での人脈にも強いはずだ。そして何より、医師というのは、相手がどんなに地位が高くて威い張ばっている人物であっても、簡かん単たんに懐かい柔じゆうすることの出来る職しよく業ぎよう──どんなに高こう貴きな位の人物でも、病気になれば、弱気になり、医師に頼たよらざるを得なくなる。全面的に身を預あずけるしかないのだ。オルガートほどの地位の医師が看みる相手なら、要人に決まっている。ここで彼を掌しよう握あくしておけば……。

　カルロは暗がりの中で薄うす笑わらいをした。
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　──カルネロス。呼ばれていることに気づいて目を開けると、馬乗りの形で彼女がいた。

「クリムエラ……さ、ま」

　名を呼んでから、思い出したように「さま」を付ける。それからあまりの痛みに気づいて、呻うめき声を上げた。

「……すまぬ。傷の上に乗っていたか」

　クリムはすぐにカルロの上から退どいた。

「……い、いいえ」

　そんなことより、何な故ぜ、彼女がここにいるかだ──カルロは、起き上がり、寝台から転げるようにして降りた。足元がふらついてまともに力が入らなかった。そのまま膝ひざをつき敬けい礼れいをする。クリムは、寝台の上に正せい座ざして、カルロを見下ろして笑っていた。

「ふらふらしておるのか」

「いいえ」

「かなり熱があるようだぞ。強ごう情じようっぱりだな」

「陛下ほどではありませぬ」

「私が？」

「違ちがいましたか？　間違っていたのなら、認にん識しきを改めないといけませんね」

　微ほほ笑えむカルロを見て、クリムはにっこりとした。

「ここへ食事を運びに来たものが、出てこないと言っていた。熟じゆく睡すいしていたようだな」

「申し訳わけありません。ですが陛下、どちらから？　鍵かぎを開けて？　でもどうやって？」

　不思議がるカルロの反応に、クリムは満足げに笑った。クリムの指差した先は、開いたままの壁かべ──彫ちよう刻こくの施ほどこされた壁の一部が、扉とびらになっている。

「弟とよくこの扉から出入りして夜中に遊んでおった」

「秘ひ密みつの扉ということですか」

「寝室と寝室を繫ぐ扉だ。王と妃きさきの部屋には、このような扉が設もうけられているが、他はないはずなのだ。だがこうしてある。先せん祖ぞの中には、兄弟姉妹きようだいで愛し合っていた者がいたのやもしれぬ。内ない密みつに作らせたのであろう」

　クリムはまた笑った。

「午後になったら迎えをよこすから、共に領りよう主しゆどもの相手をしてくれるな」

「承しよう知ち致いたしました」

　クリムが部屋へ帰っていくのを見送る。扉を閉しめる前に、クリムはもう一度カルロを見て、にっこりとした。その笑い方があまりにも子こ供どもっぽくて、カルロも思わず微笑んだ。

　思えば彼女は子供なのだが、意識していないと、つい忘わすれそうになる。いつもの厭えん世せい的な感じさえする笑い方も、子供のものとは思えない。それは、かつての自分でもあった。彼女と同じ年とし頃ごろには、やはり無む邪じや気きに笑ってなどいなかったのだ。おそらく、十歳さいで軍医の手伝いを始めてからずっとそうだ。まだ、こんなふうに笑える彼女を、カルロは心のどこかで羨うらやましく思った。そんな自分に気づいて苦く笑しようする。

　オルガートのところへ行くとするか──何年ぶりかと思われる二日酔よい、いや熱による頭ず痛つうか……何を考えるのも億おつ劫くうなほどの痛いたみを堪こらえながら、彼を訪たずねる。

　傷口の手当てをしてもらい、薬を飲む。しばらく休ませてもらうことにした。起こしてくれるよう頼たのむ。そうして起きて帰ろうとする時には、薬や包帯が準じゆん備びしてあって──。

　──もはやオルガートが私の手の中にあるのは確かく実じつだな。

　同じ医師としての立場であることが味方し、心の読みやすい相手だった。昨さく晩ばん交流を持ち、親しくなった。良心に付け込むのは実に楽でいい。一日おいても彼の態たい度どは変わっていない。うまくいった──カルロは満足し、オルガートに礼を言って別れた。

　部屋に戻もどると、そこにクリムがいて、またしても驚おどろかされる。

「陛下……私を脅おどかして楽しんでいませんか」

「おまえは、私にいちいち脅かされるほど気の弱い奴やつだったのか？　もしそうなら、認識を改めないといけない」

　カルロが肩かたをすくめて笑うと、クリムも嬉うれしそうに笑った。

「どこへ行っておったのだ？」

「オルガート殿どののところへ」

「診みてもらって少しは元気になったか？」

「陛へい下かに驚かされる度たびに、気分の悪さなど吹ふき飛んでいってますよ」

「そうか。なら、共に散歩に出かけぬか。カルロは護ご衛えいだ」

「はい。ではこれから、陛下のお部屋にお迎むかえに上がりましょう」

「では待っているぞ」

　秘密の扉を出入りするだけでも、心躍おどる年頃なのだろうか。飛び跳はねるようにして去っていく。ますますおかしなお嬢じようさんだ──希望通りに迎えに上がれば上がったで、

「何か用か」

　冷たく言い放つ。笑い出したくなりながら、カルロは静かに言った。

「もう直じき、懇こん談だん続きで息いき抜ぬきも出来なくなりましょう。今のうちに散歩でもいかがかと存ぞんじまして、お誘さそいに上がりました。護衛の準備は整っております。いかがなされましょう」

「そうか。では散歩へゆこう」

　同行しようとする女官たちに、護衛は一人で十分だと言うクリム。それでも、カルロを信じていない女官たちは、勝手について行こうとしたのだけれど──。

「こんなに連れ立って外へ行くなら、また川遊びでもしましょうか。昨日の続きでも」

　カルロの言葉に、女官たちが青ざめ、部屋へ引っ込む。クリムは、どこか怒おこったような、不ふ機き嫌げんな顔つきになった。カルロが仕方ないというように吐と息いきし、手を差し出す。

「陛下、参りましょうか」

「手を繫つなげと申すか」

「お嫌いやですか？」

　そういうわけではないが、と言ってクリムは、手を乗せた。頰ほおがほんのりと赤らむ。

「コーカス女官長のところへ見み舞まいにおいでになりますか？　お顔だけでも」

「あのような愚おろかな女のことなど知らぬっ」

　語ご尾びを荒あらげて、それ以上は話そうとせず、自分で決めた方へとさっさと進む。

　連れ立って歩く二人を見た者たちは、いつも通り、陛下に向かって敬けい礼れいし、頭を下げて見送る。が、隣となりの男に自然と視し線せんは向かっていた。

　人ひと気けのない庭園に出ると、機嫌を直したのか、クリムは声を出して笑った。

「みなおまえのことを見ていたな」

「それは当然でしょう。今は敵てきだらけ、孤こ立りつ無む援えんの状じよう態たいですから。みな興きよう味み津しん々しん観察しているのです。味方は陛下だけと心得ておりますが」

「その私をもっと味方につけるために、おまえのこと、もっと話して聞かせてくれ。おまえが傭よう兵へいをしていたなど、どうも胡う散さん臭くさい」

「それはまた何な故ぜそのようなことを」

「おまえの行動は、一傭兵のものではない。どこかの貴き族ぞくではないのか。それも戦場では、明らかに指し揮きする立場の人間だ。領主を相手に何を話していた？　おまえは能のう無なしの大臣どもとは大おお違ちがいだな。おまえには統とう率そつ能力も政せい治じ能力もある。そうだろ、カルロ」

　クリムの不ふ敵てきな笑い。

「それは、私を敵国の密みつ偵ていだとお思いになっているということですか」

「そうは思わぬ。あのような形で城じよう内ないに入り込む密偵などあるものか。普ふ通つうは処しよ刑けいされて終わりだ。どこぞの国で憂うき目を見た貴族ではないか、と疑うたがっているだけのこと。それならば、おまえの言こと葉ば遣づかいが、どこかたどたどしいのも納なつ得とくがいく。それならそれで構かまわぬ。能力のある人間が欲ほしい。シュラトスを統治していく能力があるなら、その仕事についてもらってもよいと思っている。きっとこの国はもうすぐ滅ほろびる」

　カルロは心しん臓ぞうを抉えぐられるような感覚に倒たおれそうになった──もうすぐ滅びる……何な故ぜこの子が突とつ然ぜんそんなことを言い出すのか。感覚的に感じているのだろうか。仕官を果たしてたったの一日だけれども、大臣たちが彼女に対して本当のことを話そうとはせず、適てき当とうにあしらっているのを感じただけに、滅びるかもしれない国こく情じようを把は握あくしていることに驚おどろかずにはいられなかった。一見、大国で豊ゆたかで、宴うたげも派は手でで──。

「どうした？　呼こ吸きゆうが乱みだれておる。顔色も悪いぞ。手も熱いな。そんなに無理しなくても、おまえの地位は私が守ってやるぞ」

　守って……こんな子こ供どもに守ってもらうというのか？　だが、現げんに守られている。自力で地位を手に入れたように思って満足していたが、考えてみれば、この子の「目」が拾ってくれただけのこと──。そんなことに気づかなかったなど、何と愚かなことか──。

「お守り申し上げるのは、私の役目です、陛下。国が滅びるなどと、統すべる者が口にすることではありません。たとえそうお感じになられたとしても、それを口になさるのは、私の前だけになさって下さい。陛下がそのようなことを仰おおせになれば、国が乱れます」

　クリムが微ほほ笑えむ。

「分かっている。が、言おうと言うまいと、既すでに国は乱れているぞ」

「陛下は、この乱れをどうなさりたいのか」

「どうにか出来るものならよいが、人の欲よくはどうにもならぬ。欲と欲のぶつかり合い、正せい義ぎと正義のぶつかり合い、一つの万ばん能のうな道など見えることなどない」

「一つの万能な道を探さがし求めておいでなのですね。ならば、諦あきらめてはなりません。私が探して差し上げます。しかし出来ることなら、陛下と共に探しとうございます」

「おまえは、私を愚か者の王とは思わぬのか」

「どうしてそのように思うことが出来ましょう。自分の主君が愚かであっては堪たまりません」

　それに、と言ってカルロは、くすりと笑った。

「この私を選び仕官させた陛下が、愚かであるはずがありませんから」

「リーファンを殺そうとしたのは私だぞ」

　彼女は何か言葉を求めていると、カルロは感じた。

「後こう悔かいしておいでですか？」

「そんなことはない。そんなことはないぞっ」

「彼女を試ためしたかったのですか？」

「え？」

　クリムは、引っかかっていた思いが、掬すくい上げられていくような気がした。

「あなたは試すのがお好きな方のようですから。それが悪いこととは申しません。試して人を推おし量はかることもまた、統治者としては必要なことでしょう。あなたは、彼女に何を求めておいでだったのでしょう。彼女はあなたに必死で何かを諭さとそうとし、あなたに何かをお願いし、その本気の気持ちを示しめすために、命を張はったように思います。それが彼女なりのあなたへの忠ちゆう誠せいの誓ちかい方だったのかもしれません。その忠誠心の深さは、あなたが一番よくご存ぞん知じのはず。止めることも出来たのにそうしなかったのは何な故ぜなのでしょう。彼女を愛するゆえの苛いら立だちか何かでしょうか」

　愛するゆえの苛立ち──その通りかもしれない……。あの時──思い切って召しよう喚かん魔ま術じゆつを行なったあの時に願ったのは、戦場へ送り込こんでも、決して死ぬことはなく、意のままに動く戦士だった。裏うら切ぎらず、文もん句くも言わずに、すべてを遂すい行こうしてくれる戦士。望む未来を約束してくれる戦士。そんな戦士を召喚しようとしたのも、唯ゆい一いつ信しん頼らいできるリーファンに魔術のことを相談しなかったのも、苛立ちのため……。呪のろいが彼女に降ふりかかっても嫌いやだったし、彼女が国の犠ぎ牲せいになるのも嫌だった。犠牲になるなら、忠誠心のない者がなればいいのだ……何も出来ない女官もそうだ──がしかし、そうした人間は、国のために死ぬことなどあり得ない。その矛む盾じゆんをどう解かい消しようしたらいいのか、分からなかった。だから、戦士にすべてを託たくしたかった。召喚されるはずだった戦士は、神の化け身しんだったのだろうか、魔物だったのだろうか──その戦士にすべてを背せ負おわせてしまいたかった。

　もしかしたら弟も、こんな気持ちだったのかもしれないと思い至いたって、救われた気持ちになる。弟は、魔術に頼たよりたくなるほど追い詰つめられていて、けれどそれを相談してはこなかった──それは、犠牲にしたくないという彼の思いやりの結果であり、心から姉を信頼しているからこその結けつ論ろんだったのではないだろうか……。

　クリムはもはや、戦士を召喚することなど、どうでもよくなっていた。ここに神の戦士ではないが、何かをしてくれそうな男がいる。彼が裏切るならそれもよし──今さら怯おびえることではない。慣なれている。戦士を召喚するなど、最初からいい加か減げんな話だったのだ。

「カルロ。おまえは本当に恐おそろしい男だ。何でも見み透すかしたような顔をして語るのだな。そうやって私も知らずに動かされていたのか？　おまえの思い通りにことが運んでいるようでますます怖こわい」

「なら、私を遠ざけますか」

「それは出来ぬ。私はおまえを信じている。おまえは、私を真まっ直すぐ見てきた。怯えるわけでも恐れるわけでもなく、軽けい蔑べつするわけでも非ひ難なんするわけでもなく、ただただ真っ直ぐに見つめてきた。そんなおまえの目が好きだ。その何でも見通しているような目が好きだ。その目でこの国を見て欲ほしい。そしてそれを私に教えて欲しい。おまえが必要だ」

　カルロは体が熱くなるのを感じた。熱のせいではないはずだ──十七の娘むすめの言葉に、体だけでなく目め頭がしらまで熱くなる。もうすぐ国が滅ほろびると言った少女──いや、女王。そして国を見つめるために自分が必要だと言った──。それは、カルロにとって初めての体たい験けんだった。初めて誰だれかに必要とされたのではないか──そんなふうに感じた。国の駒こまとしてではなく──ただ戦地で勝利をもぎ取ればいいというだけの駒ではなく──。カルロはこの不思議な感覚をいつまでも味わっていたいと思った。
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「またしても反はん乱らんか」

　領りよう主しゆたちは帰って行ったが、おそらくほとんどの領主は、まだ到とう着ちやくしていないだろう──それを狙ねらっていたのかどうか、南方で反乱が起こった。

「さて、いかほどの兵をどこから派は遣けんしたらよいですかな」

「規き模ぼのほどはどうでしたか」

「さして大きなものではないでしょう。ご安心下さい、陛下」

　クリムの脇わきに座すわっていたカルロは、卓子テーブルを叩たたいて立ち上がる。あまりに力を込めすぎたため、傷きず口ぐちに激げき痛つうが走って、それを表ひよう情じように出しそうになった。

「私が討とう伐ばつに参り指し揮きをとる。一日で片かた付づくような反乱に、いつまで実のない議論を繰くり返していなければならないのか」

　カルロの思わぬ申し出に、大臣らは即そく座ざに賛さん成せいした。その体で兵を率ひきいるなど自殺行こう為いだ。現げん地ちに辿たどり着けたところで、戦場を生き抜ぬけるとは到底思えなかった。ただ──。

「一日で片付くような反乱とは、これはまた、なめてかかったものですな」

　ここぞとばかりにせせら笑う大臣たち。カルロは一いち瞥べつし、忠告する。

「私ならば一日で。いくら笑われても私は一向に構かまわぬが、笑ったことで後に気まずい思いをなさるようなお心をお持ちなら、最初から笑わぬがよろしかろう」

　笑い声は消えた。そして討伐に関してはカルロに一いち任にんされた。解散になってカルロは、準じゆん備びにとりかかろうとしたが、その前に、女王の執しつ務む室しつへと呼よびつけられる。

「陛下。準備を急がねばなりません」

「そのように慌あわてるな。どうして討伐に名乗りを上げたのだ？　私への断ことわりもなしに」

「申し訳わけありません。陛下のお傍そばにて仕えるのが私の役目。逸いつ脱だつした行為であることは承しよう知ち致いたしております。ですが、ここで私が討伐を成功させて帰ってくれば、さぞかし皆みなが残念がることでしょう……いいえ、心から喜んで下さることでしょう。私への信頼も厚あつくなるはずです。私が本気で国のことを思っているのだと示す絶ぜつ好こうの機会だと考えたのです」

　カルロの相変わらずな言い方に、クリムは笑い、けれどすぐに真顔になる。

「だが実じつ際さいどうなる？　私には、みなが手を叩いて喜ぶような結果になるとしか思えぬが。おまえが生きて帰ってくるなど不ふ可か能のうだ。その体ではな。熱だって退ひいてないではないか」

「心配はいりません。秘ひ策さくはあります。難なん儀ぎなのは、反乱ではなく、移い動どうの方です」

　カルロの優ゆう美びな笑いからは、焦あせりも不安も微み塵じんも感じられない──クリムは、必ず生きて帰ってくるのだな、と確かく認にんした。

「もちろんです。本来の務つとめは、兵を指揮することではありませぬゆえ。それでも陛下の国をよき国にするのが私の役目であり、願いです。陛下の望む万ばん能のうの道に進むためにも、この討伐には是ぜ非ひ向かわせて下さい」

　カルロの瞳ひとみに宿る静かな光──何かを考えていることをクリムは察した。

「カルロ。必ず帰って来い。その時には、私をクリムの愛あい称しようで呼ぶことを許ゆるしてやろう。リーファンだけの特とつ権けんだったが、おまえへの褒ほう美びだ」

「素す晴ばらしい褒美をご用意下さったこと、感かん謝しや申し上げます。帰る日が待ち遠しい」

　カルロの穏おだやかな笑みに、クリムは目を細めた。

「まだ出発もしていないというのに。気が早いぞ」

「出発どころか、準備もまだでした」

　カルロは満足げに笑って、執務室を出た。
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「お入りにならないのですか？」

「おまえを待っていたら悪いのか、カルロ」

　カルロが反乱をおさめて帰国の後、十日余あまりが過すぎた──。意い識しきを取り戻もどしたと連れん絡らくを受けてカルロは、リーファンの部屋へ急いだ。部屋の前にはクリムがいた。

　カルロが微ほほ笑えみ、扉とびらを開ける。いつものように一部屋を通り抜けて寝しん室しつへ。ノルジェは嬉うれし涙なみだを流して、カルロとクリムを迎むかえた。ノルジェがリーファンの肩かたをそっと叩たたくと、彼女はすぐに目を開けた。

「クリム様。わざわざこのような場所においで下さらずともよろしいのです。すぐにもこちらから参上致しましたのに」

「怪け我が人にんのくせに何を言っておるのだ」

　クリムは、ふて腐くされたように言った。

「カルネロス様ですか」

「はい。ご気分はいかがですか。まだご無理をなさらないように」

「大変お世話になっていると、ノルジェから聞かされております。お礼申し上げます」

「オルガート殿どのの手伝いで参っていただけのこと。診みさせていただいてよろしいですね」

　近づき、リーファンの手を取ると、手首を押おさえて脈を計る。しばらくして、今度は額ひたいに触ふれ、首くび筋すじに触れ、それから、寒くないですかと断ってから布ふ団とんを剝はがすと、足元を覆おおっていた寝間着を捲まくり上げた。一連のカルロの行こう為いを、クリムはじっと見ている。カルロは、そこで初めて、クリムに視し線せんをやった。

「クリム様、あちらでお待ちいただけますか」

「何な故ぜだ」

　むっとした口調。

「傷きず口ぐちをご覧らんになることになります」

「見てはいけないのか？　腕うでや足のない兵士だって何度も見ている」

　微かすかに笑い、カルロは作業に戻った。元の世界での淑しゆく女じよに対する扱あつかいを、彼女にする必要もないのだろう。実に逞たくましく育っている。















　包帯を取り、傷口を見る。

「もう二、三日したら、抜ばつ糸ししましょう。だいぶよくなっていますよ」

　消毒をして薬を付け、包帯を巻まくまでの間、リーファンは痛いたみに歯を食いしばっている。カルロは、上半身の寝間着を脱ぬがせて、同じ作業を手て際ぎわよく繰くり返した。

　クリムが堪たまらなくなって泣き出す。

「リーファン、痛いのか？」

「クリム様……私なら大だい丈じよう夫ぶです」

「私を叱しからぬのか。私を罵ののしらぬのか」

　リーファンは、首を横に振ふりながら静かに笑った。何か言いかけるが、そのまま気を失う。カルロの腕が彼女を支ささえ、静かに横にする。

　クリムは、顔を覆ってしゃくり上げる。

「彼女なら大丈夫です、クリム様」

　カルロは手を洗あらうと、クリムの左肩に手をのせて軽く叩き、笑みを向けた。

「心配いりません。こんなにクリム様に心配されて、彼女も幸せでしょう」

　クリムが泣き止やむのを待って、二人して部屋を出る。

「カルロはまた図書館か？」

「一いつ緒しよにおいでになりますか」

「いいのか？　邪じや魔まではないのか？」

「だいぶはかどって参りましたので」

　ぱっと明るい笑え顔がおを見せて、クリムは手を差し出す。カルロが、その手を取って歩いた。

　最近ますます親しん密みつになっていく様子が見て取れて、周囲では、カルロが王となり共同統とう治ち者しやとなるのではないかという懸け念ねんが、具体的になりつつあった。

　クリムの狙ねらい通りなのだろうとカルロは思っている。クリムが弟思いであることは確たしかだ。彼女が王になるために弟を毒殺したなどというのは、ただの流る説せつにすぎない。シュラトス王国の捜そう索さくと公式発表によれば、バルシアの人間の暗殺だということになっているが、実じつ際さいに犯はん人にんが捕つかまっているわけではない。だからこそクリムを疑うたがう噂うわさが広まっているとも言える。物心つく前に、王おう妃ひである母を亡なくした弟は、父王が病気になり、なかなか父に会えなくなってからというもの、寂さびしさに耐たえかねて毎まい晩ばんクリムに泣きついて眠ねむっていたという。王が亡くなってからは、片かた時ときもクリムと離はなれないというほどで、即そく位いの準じゆん備びのために大臣たちに連れ出される度たびに泣いていたのを、クリムが元気付けて送り出していた──そんなクリムの話を、カルロは、噓うそだとは到とう底てい思えなかった。弟を暗殺したのが、彼女であるはずない。誰かが仕組んだことだ。息のかかった者をクリムと結けつ婚こんさせ、共同統治させ、後にすべてを彼女から奪うばうという野心のために。女というだけで権けん利りが弱くなる時代のようだ。女じよ性せいだから統治権けんがないということはないものの、夫がいる場合に、単たん独どく統治は出来ない決まりになっている。逆ぎやくに夫の単独統治は許ゆるされているのだから、クリムが、将しよう来らいの自分の立場を危き惧ぐしても仕方のないことだった。

　そして今、クリムの夫の座ざに最も近いように見えるのが、カルロ。クリムは、意図的にそういう状じよう況きようを作り出している。

　カルロの素す性じようを必死に調べた大臣たちは、傭よう兵へいをしていたなど噓か、あるいは名を偽いつわっていると女王に訴うつたえた。討とう伐ばつ隊長として南方に向かっていてカルロが不ふ在ざいの時のことだ。クリムは聞く耳を持たなかった。カルロが宣せん言げん通り一日で鎮ちん圧あつして帰ってくると、密みつ偵てい疑ぎ惑わくはさらに深まったものの、カルロの活かつ躍やくに、大臣たちも批ひ判はん的な態たい度どをとれなくなった。

　そんなカルロに、ダルターニは心しん酔すいし、ネロス殿、ネロス殿と、可か能のうな限かぎりついて回っていた。クリムにうっとうしそうにされながらも、カルロと話がしたくて仕方ないという様子で。ダルターニの熱い期待に応こたえるかのように、カルロは、彼に誘さそわれるまま、二人で酒を飲むようにもなっていた。

　図書館へ行くと、案の定ダルターニがいて──クリムは吐と息いきし、がっかりする。

「ダルターニ、何をしておるのだ？」

「陛へい下か。ネロス殿の手伝いをさせていただいております。書類作成をするように、と」

　クリムが、書類とは何かと、ダルターニではなく、カルロを見て訊たずねる。

「国を強くするためには、まず法を整備しないといけません。これが国家の根こん幹かんをなすものになるからです。先の戦いくさのこと、私なりに調べさせていただきました。負け戦には、それなりの理由が存そん在ざいします。大きな問題が二つほど見受けられました」

　ダルターニがいることに気落ちしたクリムだったが、カルロが国のために、どんなすごいことをしてくれるのかと期待して、途と端たんに目を輝かがやかせた。

「一つは、負け戦での責せき任にんの所在が不明であることです」

　カルロは、丁てい寧ねいに説明を続けた──現在、戦において、明めい確かくな責任の所在を突つき止めることは不可能な状態にあり、それをうやむやにしてしまっていることから、口先ばかりで何もしない輩やからが横行している。軍法の整備が必要だと訴える。

「無む論ろん、それは戦に関することだけではありません。戦は国こく政せいの一いつ環かん──その国家の法も整備されていないのでは、ますます好き勝手に行動し、私し益えきしか考えない口のうまい調子のよい輩が蔓延はびこることになる。国家の法を整備することは、ひいては、陛下が法によって守られることにもなるのです」

　その力説に、クリムは息を吞んで聞き入った。今まで誰も言ってくれなかったことだ。

「そしてもう一つ、一番の敗はい因いん、それは、シュラトス王国が多民族国家であるということです。民族間で非ひ常じように仲が悪い。先日の反はん乱らんも、いわば民族紛ふん争そうです。いざ敵てき国こくとの戦になった時、各地から集まってくる兵が、互たがいに仲が悪いのでは、勝てる戦も勝てなくなる。敵は内部に存在するのですから。この点に関しても、民族間の差別のない法を提てい示じすることは、シュラトスが一つの国家であるという認にん識しきを植え付け、内政を強化するのに役立ちます。ですが、私の考えている構こう想そうには、大きな問題があるのです」

　カルロは微び笑しようして見せた。

「問題とは何だ？」

「これまで領りよう主しゆたちは、この城しろに訪おとずれ、不平不満を陛下にもらすことしか出来なかった。それさえためらって、ただ貢みつぎ物ものを差し出すだけで帰る者もいる。支し配はいされている民族のことなど目にも耳にも入れず、あなたや中央の貴き族ぞくに取り入ることだけを考えている。先日の反乱も、そういう地で起こったものです」

　だからカルロは考えた。領主には、もっと頻ひん繁ぱんに中央に足を運んでもらわなければならない。領主の代理でもいい──領地を治めることが疎おろそかになっては本末転てん倒とうだ。

「そして彼らを、シュラトス国政会議に参加させ、きちんと意見してもらいます。彼らの領地支配の意識を高めることにもなる一方で、我われらの各地への干かん渉しよう、監かん督とく力りよくも強くなる」

　中央貴族が、それぞれの所領の領主を中央の立場から管理する形になってはいても、何もしてないのが現げん状じようだった。

「私はこのように考え、実行に移うつすべきと思っていますが、現在会議の場を構こう成せいしている大臣の面々が、これを承しよう知ちしないでしょう。領主たちが、同じ会議に出て、同じように発言が許ゆるされ、賛さん成せいと反対に挙手できるとなれば、大臣たちの権けん限げんは、必然的に小さくなります。急きゆう激げきな変化は受け入れられにくい。そこが大きな問題なのです」

「私がやると言えば済すむ話であろう」

「それがいけないのです、陛下」

「どういうことだ」

「あなたの一言ですべて決まるのも悪くはないが、だからこそ、あなたの地位を利用したり手に入れたりしようとする輩が多くなる。これからは、単独で決めてはなりません。それが、あなたを守ることになる。私はそういう法を作りたいのです。陛下の一言でみなに決定を押し付けるのは、目指すものと反するゆえ、なるべく避さけなければなりません」

「私から力を奪うばうのか」

「陛下に力がおありなのか。ないから、色々とご不満が蓄ちく積せきされているのではありませんか。みな陛下の前では従したがっているようだが、実じつ際さいにやっていることは違ちがう」

「カルロ、おまえは本当に遠えん慮りよのない奴やつだな」

　クリムは笑い出した。

　そんな彼女を、ダルターニがまじまじと見つめる──これがクリムエラ女王なのか？

「以後、法の手続きを踏ふんで命じられたあなたの言葉に従わない者は、罰ばつせられます。あなたの言葉が強きよう制せい力りよくを持つことになる。それでご不満とは仰おおせになりますまい」

「おまえの好きにするがよいぞ」

　楽しそうに笑って、クリムは椅い子すに座すわる。目の前に座られたダルターニは、敬けい礼れいして硬こう直ちよくしたまま動けなくなった。

「ダルターニ。作業を怠なまけるな。さっさと仕事をしないか」

　女王に言われ、ダルターニは慌あわてて返事をした。

　一方、カルロは座ることなく、歩き出す。

「カルロ、おまえは何をするのだ？」

「調べたいことがあるのです。陛下は、ダルターニの手伝いでもなさっていて下さい。ついでに内ない容ようについて彼に学ぶとよいでしょう。最終的には、あなたのご意見を伺うかがわなければなりませんから」

「手伝いか。おもしろくなさそうだ。仕方ない。ダルターニの邪じや魔まをして楽しんでいよう」

「それはまた名案ですね。さすがは陛下です」

　笑いながらカルロは、全く別の場所──魔ま術じゆつ関連の書しよ棚だな──呪じゆ術じゆつ、妖よう術じゆつ、神しん託たくといった分類のされている書棚へと向かった。

　一体どういう力が働いて、自分がこんなところに飛ばされたのか──呪のろいの神しん殿でんと言われてきたくらいの場所だから、何か呪術がかけられているのかもしれなかった。

　イリアーラ帝てい国こくで封ふう印いんされていた神殿は、その前の国──バルシア帝国時代の状じよう態たいから引き継つがれたものだ。壊こわそうとすれば、工事に立ち会った人間が病気になる。あるいは事じ故こが起こる。そういうことが重なり、呪いの神殿として不ふ可か侵しんの領りよう域いきとなり、高く厚あつい壁かべで封ふう鎖さし続けてきた。実際に神殿として残っている部分はほとんどなく、壁に囲まれているその場所のほとんどを占しめているのは、呪い封じの祭さい壇だんである。

　どんな呪いがあるというのか。この時代の神殿に、呪いがあるなどという噂うわさはない。信しん仰こうの中心となっている神殿で、都の人々は、日にち常じよう的に訪れている。戦いくさの時も、必ずこの神殿を訪れ、戦勝祈き願がんをするらしい。親しまれているという事実だけで、封印しなければならないほどの呪いの噂も、噂の要よう因いんになりそうなものも、何も出てこなかった。

「カルロ、一人で何をしておるのだ。ダルターニに仕事をさせ、自分は遊んでおるのか？」

　クリムが背はい後ごから現あらわれ、カルロは苦く笑しようを返した──痛いたいところを突ついてくる……。

「陛下、ダルターニの邪魔をするのは飽あきられたのですか？」

「そんなところだ」

　ダルターニは、自主的にカルロを手伝っている。手伝うことでカルロに教えられることが多く、感かん謝しやしているほどだった。逆ぎやくにカルロは、この時代のことをダルターニから学んでいる。カルロは、だんだん言こと葉ば遣づかいや文化に慣なれてきていた。『田舎いなかっぽさがなくなって洗せん練れんされてきた』とは、クリムの評ひよう価かだ。言葉のつたなさを、みなが田舎っぽさと思ってくれていたことは、カルロにとって好都合だった。

「何を調べておるのだ、このような場所で。バルシアを呪い倒たおそうというのか」

「呪い倒そうという気はありませんが、呪い倒されないようにはしないといけませんね」

「それはそうだ」

　クリムは笑ってみせた──しかし内心では、カルロと魔術に関係があるのか、どうして彼が魔術書をあさっているのか、急に不安になっていた。まさかカルロが？　だが、すぐに否ひ定ていした。彼が召しよう喚かんされた戦士であるはずない。望んだ戦士とはまるで違うのだから。

「お部屋へお戻もどりになりますか？」

「カルロは？」

「これから、兵士たちの演えん習しゆうに参加します。次に戦地へ赴おもむくことがあるとすれば、先せん陣じんを切って戦うことになりましょうから」

　カルロの苦笑の意味を察して、クリムは込こみ上げる笑いを漏もらして肩かたを揺ゆすった。カルロが南の地へ赴き、一日で反はん乱らんをおさめたのには裏うらがある。それをクリムは承しよう知ちしていた。

　カルロは反乱軍の大たい将しように直ちよく接せつ接せつ触しよくすることに力を注いだ。領主の圧あつ政せいに対しての反乱だった。同じ土地に住まいながら、別の民族は優ゆう遇ぐうされ、自分たちが差別されるのは、どういうことなのか、というのが主な理由だ。よってカルロは、差別を排はい除じよすることを約束し、細かな要求をすべて確かく認にんした上で、期き限げんつきで誓せい約やくをした。つまり、期限内に改かい善ぜんされなければ、再ふたたび反乱を起こしてくれて構かまわない、と。それが守られる確かく証しようはなく、期限内に不意打ちで再さい度ど反乱が起こる可か能のう性せいもないわけではない。それでも、カルロが反乱軍を相手に行なった演説は、彼らの信しん頼らいを得るには十分なものだった。

　そういう事じ情じようがあり、カルロとしては、内政における民族間の問題を、いち早く解かい決けつしなければならないのだ。

「まったくおまえは、はったりがうまい」

「噓うそは申しておりませんよ。法改正は、そのためのものでもあるのですから」

「好きにするとよい。だが、カルロ。どうしてそんなに働くのだ？　おまえのように寝ねる間もなく働く者を見たことがないぞ」

「性しよう分ぶんなのでしょう。忙いそがしくしている方が、おそらく楽なのです。あなたの護ご衛えいを名乗りながら、たいしてお供ともすることも出来ず、申し訳わけありません」

「それはよい……私がおまえの行くところへ行く。それなら護衛もこなせよう」

「それは有り難がたいことですね」

　カルロは笑って頷うなずく。付き合えば付き合うほど、クリムのことをおもしろく感じた。

「でも私には理解できぬ。どうして忙しいと楽なのだ？　疲つかれるではないか」

「逃にげ、なのかもしれませんね。忙しければ、考えている暇ひまもない。やるべきことに順番をつけて、事じ務む的にそれをこなしていけばいいだけです。暇な時、陛へい下かは何をなさいますか。無む意い識しきにも色々なことを考えているはずです。私は、そういう状じよう況きようになると、自分のしでかしていることが怖こわくなる。決して明るい気分にはなれないのです。だから、考えないように忙しくする。そうすれば、心はいつも空っぽのままでいられます。楽しければ笑えるし、悲しければ泣ける。健全な精せい神しんを保たもつための、私なりの方法です。でも、実じつ際さいに健全かどうかは私自身には分かりません。何かの中毒にかかっていても、本人は気づけずにいる──実際はそんな状態なのかもしれませんから」

「何やら難むずかしい話だ」

　カルロは微ほほ笑えみ、書物を片かた付づけると、クリムの手を取った。

「そろそろ演習場へ行かなければなりませんので、陛下もご一いつ緒しよに」

　一つ頷いてから、クリムは言った。

「私も一緒に演習に参加してよいか？」

「陛下がお望みなら。兵士たちも喜ぶでしょう。王の激げき励れいがあれば、自然と士気も高まりましょうから」

「私はみなに嫌きらわれているのにか？」

　クリムの不安げな瞳ひとみ。クリムの頭に手を乗せてカルロは、腰こしをかがめ、顔を覗のぞき込んだ。

「誰だれがそのようなことを？　私は、あなたのこと、好きですよ」

　クリムが途と端たんに赤くなるが、暗がりだったので、カルロには見えない。

「陛下のことを嫌いだというような輩やからは、クリムを嫌いなのではありません。王という立場に嫉しつ妬としているだけです。嫉妬の中に晒さらされて、嫌われているように感じてしまっているのでは？　嫉妬というのは、自分の範はん疇ちゆうにないものには、抱いだくことの出来ない感情です。多くの兵士たちは陛下を遠い存そん在ざいと思っている。女王のあなたに嫉妬することはありません。嫉妬などという感情で目が曇くもることさえなければ、みな、あなたを、クリムを、真まっ直すぐに見ることが出来るはずです。あなたはとてもかわいらしい女じよ性せいだ。賢かしこくて優やさしい。あなたを嫌う者なんていないでしょう。嫌いになる理由が、私には分からない」

　クリムは、目を見開いて、カルロを見つめた。理解出来ずに凍いてついていた部分が、ゆっくりと、とけてゆく気分だ──カルロは、しっかりと私を見てくれている──そう感じると涙なみだが出そうになって、カルロに背せを向け強く言った。

「行くぞ、カルロ」




　　　　２




　古代には召しよう喚かん系けいの魔ま術じゆつがあったらしい。カルロはわずかながらも手がかりを摑つかんで、拳こぶしを握にぎり締しめた。図書館に通い詰つめて、ようやく手に入れた有ゆう益えきな情じよう報ほう。この図書館だけでは帰る方法を見つけるのは無理なのではないかと見み限かぎりかけていたところでの成果だ。今は失われた古代の魔術儀ぎ式しきだが、それによって召喚され、この時代に飛ばされたという可能性が出てきた──興こう奮ふんする気持ちを抑おさえて図書館を出た時には、もう朝になっていた。

「カルネロス様！　このようなところで何をなさっているのですか。陛下がいなくなってしまわれました」

　女官の一人だ。慌あわてている彼女に対して、

「陛下が？」

　寝ね惚ぼけていて事の重大さが分かっていないのではないかと思われるほど、カルロの態たい度どは落ち着いていた。

「カルネロス様も、お捜さがし下さい！」

　まさか……な。いや、あり得うる。カルロは、汗あせが噴ふき出るのを感じた。陛下の身を案ずる必要はないが、自分自身の身を案じなければならない。手のかかるお嬢じようさんだ……。さらに、したり顔の大臣に出くわして、気づかれないように小さく息を吐ついた。

「カルネロス殿どの、どう責せき任にんをとるつもりか！」

「朝から何を慌てておいでかな？　ガルフィ殿」

「陛下のことだ！　貴き殿でんは、何をしているのだ。貴殿の失態ぞ」

「そのことですか。ご心配なさいまするな。陛下と遊ゆう戯ぎを楽しんでいるだけのこと。まさか、このように騒さわがれてしまうとは……こちらの思う壺つぼですな……」

　クックックと肩かたを揺ゆらして笑い、

「いや失礼」

　カルロは鷹おう揚ようとした態度でガルフィ大臣に会え釈しやくをすると、背はい後ごで罵ば倒とうする彼を無む視しし、真っ直ぐに自室へと行く。部屋に入って扉とびらを閉とざすと、奥おくの寝しん室しつまでの扉は開け放ったまま、一気に寝台まで駆かけつけた。

「カルロ？」

　カルロの深い吐と息いき。

「クリム……もう朝だ。起き床しよう時じ刻こくだ。陛へい下かがいなくなったと大おお騒さわぎだぞ」

「カルロ、朝帰りか？」

「とにかく、急いで部屋へ戻もどるんだ。君の部屋にいる女官を追い出すから、その間に、そこの扉から帰るんだ」

　間ま違ちがっても、この部屋から出て行くところを見られてはならない。部屋を一歩出れば、厳げん重じゆうな警けい備びがなされている。見られずに、表から部屋を出るのは不ふ可か能のうだ。

「どうして戻らなかった？　待っていて寝ねてしまったではないか」

「調べものをしていたんだ」

「いちいち約束せずとも、私は毎まい晩ばんここへ遊びに来る。待っていてくれなければ困こまる」

「遅おそければ帰るものだろう、普ふ通つうは」

「まあよいではないか。騒ぎになっているのか。おもしろいな」

「遊戯をしているだけと言っておいたが、それでは済すまなくなる。女官たちが騒ぎすぎだ。少しは機転の利きく女はいないのか」

　腹はら立だたしげに言うカルロに、クリムは、にっこりと笑いかける。

「それは無理だ。そういうことは、リーファンでないと対たい応おうできぬ」

「随ずい分ぶんと嬉うれしそうだな」

「困っておるのだろう？　私がここにいるということに」

「私を困らせたいだけか……」

　嘆たん息そくすると、カルロは柔やわらかな顔つきになった。クリムのいる寝台に、彼女に背を向ける形で腰こし掛かける。

「こうなってしまった以上は、今さら慌てて出て行くこともあるまい」

「カルロ、話が分かるな」

　嬉しそうに、カルロに飛びつくクリム。背中に伸のし掛かかられて、カルロは肩越しにある彼女の額ひたいを小こ突づいた。

「私を困らせた罰ばつだ。茶でも淹いれてもらおう」

「はい。カルロ様」

　元気に言って、クリムは寝台から飛び降おりた。そして茶を淹れてくる。

「どうだ？　おいしいか？」

　飲む前から訊たずねるクリム。わざとゆっくり飲んで、カルロは言った。

「まあまあかな」

「おいしいと素す直なおに言えないのか？」

　言われて笑い、今度は素直に言い直す。

「おいしいよ。立りつ派ぱにお茶を淹れられるようになったじゃないか」

「当然だ。それよりカルロ、一体魔ま術じゆつ書しよばかり読んで、何をしようというのだ？　今こ宵よいこそ教えてもらおうと思って乗り込んで来ていたのだ。ここで寝てしまったのは、カルロのせいでもある」

「責任転てん嫁かはよくないぞ」

「……カルロが隠かくし事をするからだ」

「隠し事がいけないことか？　噓うそは噓を生み、その噓はまた噓を生む。噓をつくのはよくないが、隠し事を持つのは悪いことではない。それを責せめられても聞く耳は持っていない」

　涼すずしい顔で言ってのけ、茶を飲むカルロを、クリムは目を潤うるませながら睨にらんだ。

「どうして私に隠し事をしなければならないのだ？　やましいことでもあるのか？」

「やましいことは何も……」

　──やましいと言われてしまえば、やましいことがある……。

　滅ほろび行くこの国を、クリムを見み捨すてて、さっさと帰ろうとしている──カルロはその事実を突きつけられた。こうして自分の意思で仕官し、クリムの側近をしている以上、見捨てて帰ろうとしていることは、裏うら切ぎり行こう為いそのものだ──クリムを裏切れるのか？　この子を裏切れるのか？　必死で女王なんぞをやっているこの子を……。

「私は、おまえに隠し事なんてしたくない。心から信しん頼らいしているのだ。なのにそのおまえが、隠し事をしているのは、悲しい」

　それは当然の感かん情じようかもしれなかった。カルロは、クリムを見つめる。相変わらず真まっ直すぐな瞳ひとみだ。度ど胸きようの据すわった瞳──いや、今は不安そうな弱々しい光を瞬またたかせている。

「隠し事をすることが、いけないとは思わない。けれど、それは、最後まで胸むねにしまうことが出来る場合に限かぎってだ。それだけの覚かく悟ごのあるものでなければ、人を悲しませてまで隠すものではない」

　クリムに隠し切れる自信を失い始めて、カルロはそう言った。未来から来たこと、帰ろうとしていること、そのために王に近づき情じよう報ほうを集めていたこと──つまりは、女王の立場や力を利用していたこと──。

　不安な瞳のまま、カルロを見続けるクリム。カルロは、視し線せんを逸そらし、茶を飲み干ほした。

「また淹いれてくれ、クリム」

　立ち上がり、カルロは彼女の頭に触ふれた。

「ここで待っていろ。私が戻ってくるまで。いいね」

　背せを向けたカルロに、クリムは抱だきついて止める。

「嫌いやだ。まだいて……何を隠している？　私を置いてどこへ行く？　分かるのだ。おまえがどこかに行ってしまおうとしているのが」

　カルロは、クリムに分かるほど、びくっとして硬かたくなった。

「おまえは、ここを自分の居い場ば所しよだと思っていない。一いつ生しよう懸けん命めいに働いているのは分かる。でもそれはどこか噓めいているように感じるのだ。一生懸命やっている振ふりに思えてならない。カルロがしてくれていることは、みんな主あるじである私のためだし、国のためだ。やっていることもよいことばかりと思っている。国にとって、私にとって、カルロはなくてはならない存そん在ざいなのに、カルロはここにいないのだ。どこにいる？　どこへ帰るつもりだ？」

　──どうしてそんなに働くのだ？

　以前、図書館でクリムが問い掛けてきた言葉を、カルロは思い出していた。こういうことを言っていたのだろうか。鋭するどすぎて、何も言うことが出来ない。

　何な故ぜ、私はここにいるのだろう──何らかの魔術によって喚よばれたにせよ、そうでないにせよ、どうして私でなくてはならなかったのか。時代を超こえてまでここにいるのは何故なのだろう。夢ゆめ見みたことだからか？　こうして為い政せい者しやの側近として、国を統とう治ちすることを夢見ていたからか？　何も、好きで戦場へ行っていたわけではない。殺し合いが好きなはずもない。戦争をするかしないかの決定など、軍人には出来ないことだ。すると言われれば、いかにして勝つか、いかにして被ひ害がいを少なくするかを考えるだけ。こうして彼女に仕え、今は実じつ質しつ統治に携たずさわることが出来る環かん境きようにある。まだまだそこまでの力はないが、いずれ、それだけの信頼と力を得る自信はある。ここで生きたいと、私は思うのか？　だから私は、ここにいるのか？　統治に直ちよく接せつ関かかわるという野望は、ここで満たされるのか？祖そ国こくイリアーラではなく──。それが私がここにいる理由なのか？

「クリム……」

　女王を呼ぶ声が震ふるえた。

「君に話せば、余よ計けいに不安にさせ、私を側近になどしてくれないと思った。だが言おう。隠し事を、胸にしまい続ける意味を失った」

　離はなさないように抱きしめてくるクリムの腕うでを優やさしく解ほどき、彼女に向き直る。

　そして跪ひざまずき、シュラトス式の敬けい礼れいをする。

「急に改まって……」

　クリムが動どう揺ようを見せた。零こぼれてしまった涙なみだを拭ふいて、カルロを見る。

「私は、この地を統治するイリアーラ帝てい国こくに仕えていました。貴き族ぞくだと言われた通り、確たしかに貴族。カルネロス侯こう爵しやく家けの当主として帝国に仕え、陸軍の指し揮き官かんをしていました」

「意味が分からぬ」

「私は、今よりおよそ二千年の後に生まれた──この時代に生まれた人間ではありません。何がどうなっているのか、気づいたら、この時代に、この地にいた……」

　カルロの告白に、クリムは震え出した。

「ま、まさか……だって……ならば、おまえが神の戦士？　召しよう喚かんされた戦士なのか？」

　信じられない思いでカルロを見つめる。どの時に望んだ戦士が現あらわれるのか、魔ま術じゆつ書しよには書いていなかったが、クリムは想そう像ぞうしていた──鏡が光に包まれ、そこから神の国の最強の戦士が現れるのを。人間ではない戦士がやってくるのを。しかし、未来からやってきた男がここにいるとなれば、まさに神かみ業わざ──魔術が成功したのだとしか思えない。

「では、本当に陛へい下かが魔術を？」

　カルロは、図書館で読んだばかりの召喚魔術に関する記き載さいを思い出しながら言った。

　──私は本当に召喚された神の戦士なのか？　神の声らしきものを聞いたこともないし、その姿すがたを見たこともない。召喚される使命が何なのか、言われた覚えもない。

「おまえはどう見ても普ふ通つうの人間……。弓の腕も剣けんの腕も一流だし、頭もいい。普通ではないくらいにすごいかもしれないけれど、私たちと何ら変わらぬ生身の人間だ。剣に突つかれれば血を流す。でも私は……確かに見た──光る鏡の中に、別の世界を。どこか他の国とも思えぬ異い様ような光景を。それが二千年後の、おまえのいた未来だったというのか？」

「私が魔術書をあさっていたのは、何かしらの魔術によって時空間に歪ひずみが生まれたのではないかと予よ測そくをし、未来に帰る方法を探さがしていたからです……鏡の光景は、もしかしたら未来のものだったのかもしれません……」

　カルロには、自分がクリムの望んだ「戦士」だとは思えなかった。たとえ、そうだったのだとしても、そのことと自分とは何の関係もない──ここから帰りたければ帰るのだし、ここにいたいと思えばいるのだから。

「私は決めました。もう魔術書を開くことはしません。帰ろうとするのもやめます。いいえ、帰ろうというなら、私はここへ帰ればよかったんだ。だから、隠かくし事を胸むねに留とどめておく必要もなくなりました。いつか帰るということが、あなたにとって残ざん酷こくなことだと、そしてあなたへの裏うら切ぎりだと自覚していた。あなたは、国のために死ねとは言わなかった。私を必要だと言って下さった。そんなあなたに仕えられることに高こう揚ようを覚えました。だから率そつ先せんして反はん乱らんを鎮しずめにも行った。せめて、ここにいる間、誠せい心しん誠意尽つくすことで、ここを去っても許ゆるされるのだと、本来この時代の人間ではないのだからと勝手に決めて、自分を誤ご魔ま化かしていました。陛下、今から私は、この時代の、この国の人間になります」

　クリムは床ゆかに膝ひざをつき、カルロの肩かたに手を乗せた。震える手。言いたいこと訊ききたいことが押おし寄よせてきて混こん乱らんし、うまく言葉が出てこない。

「この時代の人間でなければ、ここを故こ郷きようと呼んではいけませんか」

「カルロ……二千年後は……二千年後は、どんな世界なのだ？　この国はいつ滅ほろぶのだ？　ここをイリアーラという国が治めているのだろう？」

「申し上げたはずです。今から私はこの時代のこの国の人間になる、と。未来のことは記き憶おくから消しました」

「何な故ぜ？　悪い未来なのか？　そう……この国にとって悪い未来だからか？」

「それは違ちがいます。あなたは今ここに生きている。そして私も。未来に向かって生きているのです。今の先に未来がある。その未来をよくも悪くもするのは、この今なのです。この時代に生きるためにも私は、未来の記憶を捨すてました。カルロ・カルネロスの名も捨てましょう。代わりに、この国の人間である私に、あなたが名を授さずけて下さい」

「……カルロ……今さら他の名では呼よべぬ。それに……カルロは、両親が考えて付けた名であろう。カルロを生んでくれた両親への敬意を忘わすれてはならぬ。私も忘れぬ。おまえを生んでくれた両親に感かん謝しやする。だから、カルロはカルロだ」

「なら、カルネロスの名だけでも」

「そのままでよい。でも、名を変えることで、この国に留まる決意が固まるというなら……ネロスと名乗れ。ダルターニもネロスと呼んでいる……でも……でもカルロ。家族は心配しているのだろうな……。この国がおまえを必要としているように、イリアーラだって、おまえを必要としていたはずだ。おまえの仕事振ぶりを見れば分かる……」

　カルロから自然と笑えみが零こぼれる──ここに残ると決めた時点で、心が軽くなったのを感じた。母のことも心配だ。それでも心は軽い。いつでもどこでも胸を張はって堂々としていられるようにという覚かく悟ごで生きてきた。だが、ここでは違っていたのだ。背はい信しん行こう為いをしている感覚は、常つねに自分を汚けがしていた。堂々としていられなくなった。今は違う。晴れ晴れとした気持ちに満たされている。

「誤ご解かいだ、クリム。私は国に必要となんてされていなかった。ただの駒こまだ。才さい能のうがあると勇んでみても、周りの人間はみな私の存そん在ざいを疎うとむ。才能を認みとめられている証しよう拠こだと自うぬ惚ぼれていたが、結局は、私でなくてもよい、ただの駒だったのだ。愚おろかな話だが、自分は特別だと自惚れていたその才能で、みなを利用していたようで、実はみなに利用されていたのだ。君のように、私を必要だと言ってくれる人はいなかった。身分もない、経けい歴れきもない。そんな私を、何が出来るかも分からない男を、君は傍そばに置いてくれた。魔術で召喚した戦士とも思っていなかったのだろう？」

「それはそうだ……今だって思えない……私が望んだ戦士とは大違いだ……」

「どのような戦士を望んだんだ？」

　クリムは言葉に詰つまった。従じゆう順じゆんで何でも言うことを聞いてくれて、私の自由になって決して死なずにバルシアを倒たおしてくれる神様の化け身しんのような戦士──などと都合のいいことを考えていた自分が、今となっては恥はずかしい。だいたい、カルロは従順でもないし、自由になるどころか、逆ぎやくにこちらが自由に遊ばれてしまう──クリムは一人、笑い出す。

「少なくとも、おまえのようにふざけた奴やつではない。人をおちょくって笑っているような男が、私の望んだ戦士であるものか。でも私は、神の戦士でなく、おまえがいてくれることに感かん謝しやしている」

「ありがとう、クリム。私の居い場ば所しよをくれて」

　頭を下げて礼を言うカルロを、クリムは黙だまって見つめた。カルロらしくないようにも感じるけれど、本当はこれが、カルロらしいのかもしれなかった。

　──カルロの中に、私と同じものを見たから……。

　クリムは、カルロとの出会いの時を思った。あの時、もしかしたら、処しよ刑けいすると叫さけんでいたかもしれない。そんなことをしないでよかったと、クリムはつくづく思う。

　カルロは、覚悟のすわった瞳ひとみをしていた。利用できるものは何でも利用するという冷たさをも持っていた。そこには寂さびしさもあった。リーファンをあんな目に遭あわせた張ちよう本ほん人にんだと知りながら、それを責せめるわけでもなく、かと言ってリーファンを蔑ないがしろにしていたわけでもなく、カルロは、自分が怪け我がしているのも放ほうって、リーファンを救おうとした。みな、女王に咎とがめられると思ってリーファンをどう扱あつかうべきか考えている時に、何を憚はばかることなく、何を恥じることなく、自分の思うように行動していた。そんなカルロに、魅みせられていた──カルロという男が、強い覚悟を秘ひめて生きていることを感じた。

　まるで、自分自身を見ているような気になってカルロを見ていた。だから、真っ直ぐに見つめてくるカルロも同じ気持ちなのではないかと思った。カルロなら、何もかもを理り解かいして受け入れてくれているような気がした。まだ何も知り合っていないというのに、カルロは、最初からクリムをクリムとして見てくれていた──そういう人間は初めてだった。

「おまえには、人を切り捨てることを厭いとわない冷たさがあった。それは何かしらの強い覚悟をしているゆえなのだろう。その冷たさが心ここ地ち好よかった。おまえは、私のために死ぬなどという愚おろかな真ま似ねはしない。国とともに滅ほろびようなどともしないと、そう思った──リーファンとは違う、と。私を立りつ派ぱな女王にすることしか考えず、私を更こう生せいさせるためなら命をも投げ出す愚かなリーファンとは違う。おまえとなら、安心して付き合える。そう思った。なのに私は……その心地好さを自分から排はい除じよさせてしまったのか……ここを故こ郷きようだと、居場所だと言った──今のおまえに、私が感じた冷たさはない。それでは困こまる。いつでも裏うら切ぎってよい。事じ情じようは分かった。私を裏切ったとは思わぬ。帰る方法が分かったら帰ってよい。おまえなら、帰る方法を見つけられるに違いない。もし本当に私の魔ま術じゆつによって召しよう喚かんされた戦士だというなら、私が見た魔術の本も参考にするといい。おまえにやる。私は、リーファンのような、命を懸かけるような側近などいらない。この国が滅びるなら、おまえまで共に滅びることはない。未来へ帰れ」

　カルロは、熱くなる胸むねを手で押さえた。国のために死ぬなと言う主君は、カルロにとっては新しん鮮せんなものだった。国のために命を懸けろ、国のために死ぬのは名めい誉よなことだと常々言われてきた。死んで名誉を得るような真似をする気などなかった。父は死んで英えい雄ゆうと言われ、けれどすぐに忘わすれ去られた。名誉などは、生きているうちに見せつけてこそ意味のあるものだ。けれど、名誉を得たところで、誰だれが喜ぶのか──自じ己こ満足にしか過すぎない。あるいは一族の満足にしか過ぎない。

　死ぬなと言ってくれる主君に尽つくすのに、名誉などという見返りを求める気には到とう底ていなれなかった。名誉を求めているというのは、利用された見返りを求めていることと同じではないのか──ここには、名誉などなくても尽くせる主君がいる。

　私は魔術で喚よばれたわけではない──ここへ来るべくして来たのだ。クリムの召喚魔術に喚ばれたのだとしても、それは必然のことだったのだ。私はどうしてここにいるのか──カルロは、その答えが分かった気がした。このシュラトスで、生きるということを見つけたのだ──そのためにここへ来て、彼女と出会った……。

　人というのは、年を重ねるにつれて大事なものを失い、それに気づかない振ふりをして、今を正当化して生活しているものなのかもしれない。けれどクリムの若わかさや純じゆん粋すいさが、失ったものを取り戻もどさせてくれるに違ちがいなかった。

　カルロはためらうことなく、クリムを抱だき寄よせた。

「私は帰らない。君を残していくことはしない。一人で多くのことを抱かかえ込こむ必要なんてないんだ、クリム。本当に君は困った子だ。忠ちゆう誠せい心しんのない者たちを嫌きらい、遠ざけ、忠誠心の厚あつい者には、いつでも裏うら切ぎれと言う」

　クリムの髪かみを、背せを撫なでる。

「女王として遣やる瀬せ無い部分もあろうが、そんなに何でも背負うことはない。私がいる。私は君に忠誠を誓ちかった。でも君のために死ぬことはしない。君よりも先に死ぬこともしない。私が君よりも長生きすれば問題ない。そうだろう？」

　クリムは、カルロに腕うでを回して、しがみ付くように、強く抱く。

「本当か？　それでいいのか？」

「それで少しでも君が楽になるなら、私はそうやって生きていく。君の支ささえになりたい」

　カルロがいれば、願いは叶かなうのかもしれない──クリムは思って、とんでもないことに気づく。仮かりにカルロが魔術によってやってきた戦士だったとして、願いが叶った時は、どうなってしまうのだろう。さすがは失われた古代魔術だ──儀ぎ式しきが成功したのかも分からなければ、成功していたとしても、どうやって願いが叶っていくのかの過か程ていも、叶った後、具体的にどうなるのかも、何も分かっていない。不親切極きわまりない。

　未来への不安を振り払はらうかのようにクリムは、元気に言った。

「ありがとうカルロ。おまえに出会えてよかった」

　その気持ちに噓うそはない。カルロと出会えた理由が何であろうと。
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「まあ、それは大変でしたね」

　クリムが姿すがたを消した時の話をカルロから聞いて、リーファンは、品のよい笑えみを浮うかべた。自由に動き回ることは出来ないものの、最近では寝しん台だいとその周辺を行動範はん囲いに少しずつ活動をしている。そのほとんどは本を読んでいるか、カルロと話をしているかだったが。

「クリム様も悪戯いたずらが過すぎますわね。そこがまたかわいくて仕方ないのですけれど、大おお騒さわぎになるようなことをしては、後が大変になってしまいますものね」

　あれからカルロは、女官を集めた。万が一、何者かに女王がさらわれた時のため、姿を消して訓練をしていたのだということにした。訓練とは言いつつ、カルロとクリムの悪戯いたずら半分の遊ゆう戯ぎであった側面を否ひ定ていできるはずもなく、大臣たちからは小言を言われる羽目になった。が、カルロの脅おどすような態たい度どに、みな静かになった。

『陛へい下かがいなくなられて、お喜びになった方がいらっしゃるかと内心思っておりましたが、みなさん、本当に、娘むすめや孫娘を心配なさるように、親身になっていらして、私としても、こんなにも愛されている陛下にお仕えしていることを改めて知り、とても光栄に思いました。みなさんのことを誤ご解かいしていたようです。心から反省しなければなりません』

　いつもの鷹おう揚ような態度の中に隠かくれている、切れ味抜ばつ群ぐんの刃やいばが、彼らを黙だまらせたのだった。

「でも、ネロス様。いくら大臣たちが何を企たくらんでいるか分からない人たちであっても、悪戯が過ぎると、足元をすくわれてしまいますわ。どうかお気をつけになって下さいね」

「肝きもに銘めいじておきますよ」

　二人の笑い声が重なる。ノルジェも、楽しい気分になって微ほほ笑えみ、用意した茶を置いて、寝室を出た。

「それで今日は、この地の防ぼう衛えい対たい策さくについて、お話を伺うかがえればと思いまして。私がシュラトスを海から攻せめようと思えば、ここより南南西、まずこのキリアの地を攻こう撃げきの候こう補ほ地ちに挙げる。ここなら強風に煽あおられることもなく船を寄せて、陸地に攻め入りやすい。退たい路ろも確かく保ほしやすく、背はい後ごを突つかれる心配もない。地形的にも気候的にも申し分ない。加えて、ここは多民族で形成されている領りよう土ど。キリアに攻め入るのは、いとも容た易やすいように感じるが、砦とりですら築きずかれておらず、見み張はり台が設置されているのみという。何な故ぜなのでしょう」

「実じつ際さいは、取り壊こわしている最中なのではないでしょうか。それほど早くに工事を終えているとは思えません。取り壊しを命じられていることから、作業の遅おくれを指し摘てきされまいと、多少の噓を申したのでしょう」

「詳くわしくお話し願えますか」

「はい。サルバークの神しん託たくを、ご存ぞん知じですか」

「サルバーク市国の巫み女こがする占うらないですね」

　サルバーク市国は、シュラトスの都の東の地にある隣となりの国。小さな国だが、中立国として存そん続ぞくしている。サルバークは、周辺各国と傭よう兵へい契けい約やくを結び、傭兵を各国に派は遣けんすることで、仲ちゆう介かい手数料を上げ、主な国家収入としている。そしてサルバークの最大の特とく徴ちようは、国内に、各国から修しゆ行ぎよう僧そうや巫女といった者たちが集まっていることだ。占いをしたり、呪まじないをしたり、そういう類たぐいのことを行っている神しん殿でんや教会が点てん在ざいしている。中にはいかがわしいところもあるものの、総そう本ほん山ざんとされるサルバーク神殿で行なわれている占い──神託という形がとられる──は、よく当たると評ひよう判ばんで、戦いくさや王位継けい承しように関する吉きつ凶きようを占うため、各国の使者が、密ひそかに相談に訪おとずれている。

　このシュラトスでも、先のバルシアとの戦で大敗を喫した後、クリムの命令で、バルシアへの呪のろいをかけるため、サルバークへ使者が立てられている。

「キリアの砦は禍わざわいをもたらすという神託が下されたのです。ですから、元々あった砦を壊しているところなのです」

　カルロが大きく首を振ふり、深く吐と息いきする。

「そのようなものを信じて、わざわざ砦を壊しているというのか……」

「神託をお信じにならないのですか？」

「はい。サルバークの神託については、私なりに色々書物を読ませていただきましたが、非ひ常じように曖あい昧まいなものです。占いとは得てしてそのようなものだが、幾いく通とおりにも解かい釈しやくできるような言葉で神託を下すというのは、権けん威いを守るために他ほかならないでしょう。間ま違ちがっていたから責せき任にんを取れと言われたら、解釈が違っていたのだと言い逃のがれすればいい。

　無む論ろん、全部が偽いつわりとは申しません。占ってもらった方が、勝手に解釈してしまって被ひ害がいを受けているだけかもしれないし、逆に神託のお陰かげで、救われたということもあるでしょう。神託を信じていないわけではない。

　けれど、サルバークの神託が万ばん能のうだとは思いません。定評があるのは、そこが中立国だからです。国家の大事を占ってもらうのに、敵国に占ってもらうような真ま似ねは出来ません。中立国家の神託だからこそ信しん頼らいできる──が、本当にそうなのかと、疑ぎ心しんを抱いだかずにはいられません。私なら、敵てきを罠わなに嵌はめるため、巫女を買ばい収しゆうします。サルバーク市国の傭兵の契約を調べてみると、バルシアとの契約がその筆頭となっている。国の方で伺いを立てて、肩かた入いれをするようなお告げをするよう、巫女に働きかけることさえあるように思います。キリアの砦を壊すように仕向けたのは、実じつ際さいバルシアでしょう。今、かの国は、内ない乱らんに手を焼いている。また、まもなく雪の季節です。深い雪で行軍するのは難むずかしい。寒い季節での行軍は、陸であれ海であれ、余よ計けいに金もかかる。しばらくは攻めて来ることもないでしょう。ですが、次に攻めて来る時は、おそらくキリアを狙ねらってくる。砦を壊させているのもそのためだ。その頃ころには作業も終えているという読みがあるのに違いありません」

「まあ、そのようなことが……。私も砦を壊すのには反対でしたが、管轄の大臣が、神託は絶ぜつ対たいなのだと……。クリム様も任まかせると仰おおせでしたから……」

「どのような砦なのかもご存知ですか」

「はい。私も実際に見ているわけではありませんが、別の地に砦を築くにあたって、どのようなものがよいか話し合いの席に参加させていただいたことがありました。その時、学者の方々がキリアの砦を視し察さつなさっていて、そこで詳しい報ほう告こくが行なわれていました」

　リーファンは説明を始めた。頷うなずきながら満足そうに聞いていたカルロは、最後に言う。

「分かりました。作業を直ただちに中止し、代わりに、より強力な砦を作るように、陛へい下かと相談します。敵の思い通りにはさせません」

　自信に溢あふれた力強い言葉に、リーファンは安あん堵どして頷いた──。

　カルロは最近、ずっとこんな調子でリーファンの部屋に入り浸びたっている。彼女の知ち識しきの量とその正せい確かくさは、カルロの強い味方となっていた。魔ま術じゆつ書しよを調べて未来に帰ろうとしているのではないかと、クリムが心配してもかわいそうだから、図書館へ行くのはやめることにした。あの日──隠かくし事を打ち明けた日の晩ばん、彼女は部屋から魔術の本を持ってきた。

『これが弟の部屋にあった魔術書だ』

『見る必要はない。私の祖そ国こくはシュラトス、主君はクリムただ一人。そう言ったはずだ』

　魔術書は必要ないといくら言っても、見るべきだと彼女は譲ゆずらなかった。

『カルロが何かの方法を見つけていなくなってしまうかもしれないと不安だからって、見せなかったら隠し事をしているみたいで嫌いやなのだ。だから受け取れ』

『私はずっとここにいる。約束しただろう』

『カルロの言葉は信じている。だからカルロも遠えん慮りよせずに見ればよい』

　結局見る羽目になった。時空を超こえる術すべなど書いてあるはずもなかった。たとえ書いてあっても、それを試ためすつもりなどない。それでも、彼女が見せてくれた誠せい意いはしっかりと受け止めなければならない。彼女を、魔術のことで不安がらせるわけにはいかないのだ。本はその場で彼女に返した。

　他の目的であっても、もう図書館へは行けない。その代わりに、こうしてリーファンを訪たずねるようになった。彼女は欲ほしい情じよう報ほうをきちんと提てい供きようしてくれる。一人で図書館にこもって調べるより、時間的にも短くて済すむし、何より話していて楽しかった。

　自分以上に頭の回転の速い人物に、カルロは会ったことがなかった──いつも物足りない思いを抱いだいてきた。対等に会話の出来る教養人などいなかった。教養人ぶっていても、それが知ったかぶりの見栄っ張ぱりなだけの年とし寄よりにも、数え切れないほど会っている。そんな中、彼女は特別だった。類たぐいまれなる彼女の知ち性せいを感じ、心ここ地ちよくてならなかった。

　ただ彼女には、女性であることが不幸になっている部分もあった──女性ゆえに行動が制せい約やくされる場合があり、明らかに経験不足。最たる例は、戦いくさだ。戦に出たことのない人間に、戦のことは語れない。彼女の意見を、机き上じようの空論だと批ひ判はんする輩やからがいるように、それを否いなめないところもある。が、彼女はそれを自覚していた。

　そんな彼女の協力がカルロの法改かい革かくや政せい治じ改革、経けい済ざい改革、軍事改革に貢こう献けんし、思いのほか順調に進むことになる。正確なところ、順調なのは、改革案、実行工こう程てい案あんの書類作りだけだったが。改革改正に関して大臣の了りよう承しようを得ることは、大変な労力のいることだった。しかし、大臣ダルターニ、王宮最高医オルガート、そしてリーファンの実家である名門コーカス家の協力もあり、一歩一歩着実に前進していた。カルロもまた、勉強会や食事会を企き画かくしては、大臣や他の貴き族ぞくたちと交流を深め、根回しを怠おこたらなかった。

　そんな時、突とつ然ぜん降ふってきた結けつ婚こん話ばなしに、カルロはいささか頭を抱かかえることになる──。

　政せい策さくの話についてコーカスと語らっていた夜のことだ。リーファンの父親とも、よく話すようになっていた。法ほう務む関係の要よう職しよくについていて、家いえ柄がらもよいため、人脈も深く、カルロにとっては、よい味方であり、よい後ろ盾だてだった。その夜、彼は、こう口火を切る──。

「娘むすめも、もう二十八になります。貴殿も同い年というではありませんか。本当なら最低でも二は十た歳ちには婚約しているものなのですが、何分、男だん性せいに興きよう味みなどなく、学問にばかり夢む中ちゆうで、育て方を間ま違ちがえたと後こう悔かいした時には既すでに遅おそく……ですが、そんな娘が、ネロス殿どののことは、非ひ常じようによく言うのです。父親の私が言うのも恐きよう縮しゆくなのですが、頭のよい娘でして……おそらく彼女にしてみれば、みな頭の悪い者たちばかりということなのか……誰かに好意を寄せることも、尊そん敬けいを抱くこともなく……そんな彼女にとって、貴き殿でんは格かく別べつなのです」

　いつも歯切れのよい、無む駄だのない会話をする父親が、要よう領りようを得ない様子で語った。まあ、飲んで下さいと、酒を注がれて、カルロは小さく頭を下げた。

「それで、リーファン殿は何と？　父親としては、身を固めてくれると安心かもしれないが、本人が望まぬことなら、無む理り強じいはよくないでしょう」

　父がにっこりとする。

「娘は、貴殿ならばと喜んでおります」

　カルロは考える。ここで断ことわれば、コーカス家を敵てきに回しかねない。リーファンはそういうことをする女ではないが、この父は違う。名門コーカスの人間であることを鼻にかけているような男だ。頭もいいし、仕事も出来る。けれど、自分に逆さからう者を受け入れる余よ地ちを残していない男でもある。煽おだてていればよくしてくれるが、そうでないなら、直ちに切られる。娘のこととなれば、切られるだけでは済すまされないだろう。今、この男を敵に回すのは、得策ではない。たとえこの提てい案あんが、リーファンと一緒にすることで、女王からなるべく引き剝はがしておきたいと願っている、大臣たちの差し金だったとしても──。

「私のような者に、余あまりあるお話を、ありがとうございます。とても光栄に思います」

「では受けてくれるのですね」

「シュラトス王国を強き国にしたいと、昼夜を問わず働いているのが現げん状じようです。結婚ということになった時に、彼女に何がしてあげられるのか、とても難むずかしい問題です。陛下に仕えるようになってまだまだ日も浅く、今すぐに結婚というわけには参りませんが、これからどうすべきか、彼女はどう望んでいるのか、二人でゆっくり話し合いたいと存ぞんじます」

「婚約という点は、問題ありませんな」

「はい。彼女がよいというのであれば。私は、彼女を尊敬し、好意を抱く数多あまたの男たちの一人ですから」

　その言葉に、彼は機き嫌げんよくなり、酒の進みも速くなった。

　婚約──リーファンに好意を抱いているのは本当だ。結婚を考えた時に、彼女に何の不服もない。けれど、それでいいのだろうか。

　カルロは、理由の分からない不安に駆かられた。






　第三章　旅路
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　旅たび支じ度たくをしてカルロは一人、海かい峡きようを越こえた北の地にあるバルシアへと向かった。シュラトスからクルマルト共和国へ向かう商船に乗り、クルマルトからバルシアへ入る。クルマルト共和国は、バルシアの東に隣りん接せつする国家だ。シュラトス国内のことは、すべてダルターニに任まかせてきた──コーカスも、オルガートも、これまで通り、協力してくれる──。

　キリアの砦とりでの件けんは、取り壊こわし工事から、増ぞう強きよう工事に変へん更こうとなった。各地での防ぼう衛えい対策も、進められている。他、兵士の訓練の仕方も改められた。普ふ段だんから、違う民族同士で共に訓練をするようにした。また、兵士と指し揮き官かんとの連れん携けい、指揮官同士の連携もうまくいくように、情じよう報ほう伝達の方法も見直され、そのための試行もされている。陸だけでなく、海の戦力強化の対策も怠ってはいない。手て漕こぎ軍船の漕ぎ手は、傭よう兵へいの賃ちん金ぎんよりも安く、割わりに合わない職しよく場ばであったが、賃金体たい系けいを見直し、公平で明めい確かくな出世基き準じゆんを設もうけることで、士気を上げることにした。他にも色々と、念入りな準じゆん備びをしてから、カルロは国を離はなれた。

　こうしてカルロが、敵てき国こくへと向けて出発したのは、バルシアが近代的な軍船の開発に成功し、造ぞう船せんに力を入れているというからだ。それがどのようなものか、偵てい察さつするためだ。表向きの目的は、それ。裏うらの目的は別にある──。

　クルマルト共和国の港町──カルロは市場を歩きながら、慎しん重ちように辺りを窺うかがっていた。

　──誰だれかにつけられている。

　宿を探さがす前に、尾び行こう者しやを片かた付づけておく必要があった。寝ね込こみを襲おそわれては堪たまらない。

　船ふな酔よいのせいでうずくまりそうになりながらも、カルロは敵が一人であることを確かく信しんするに至いたる。どうも素人しろうとっぽい尾行だ。数名で組んで監かん視ししていることも意い識しきしたが、そうではないらしい。だが、一体、誰なのか。まさか、バルシアの刺し客かくが来たというのではあるまい──あまりにも早すぎる。となれば、シュラトスからの刺客か？

　──私を邪じや魔まに思っている奴やつらはたくさんいるからな。

　だが、リーファンと婚こん約やくしたことで、風当たりは確実に柔やわらかくなった。コーカス家に男子はなく、リーファンが家を継つぐとされている。その婿むこ養子となるからには、これまでのような家いえ柄がらの伴ともなわない新参者ではなくなる。そして何より、女王との結婚という未来を防ふせげたことになる。女王と親しん密みつな仲になっていく男が、別の女と婚約したのだから。本来なら、間ま違ちがっても庶民の出である男が、女王と結婚するはずはないのだが、女王の側近を務つとめて次々と貴き族ぞくを懐かい柔じゆうし、自らの政せい策さくを押おし通している男とあれば、結婚さえも押し通してしまう可か能のう性せいもある。それが回かい避ひされただけでも、嬉うれしい輩やからは多いだろう。刺客を放たれなければならないほどの殺気立ったものを、婚約以い降こう、カルロは感じなくなっていた。

　しかし、こうして早くも尾行されているということは、それがシュラトスの人間である可能性が非ひ常じように高い。偵察へ行くと大臣たちに言ってから行動に移うつすのにたったの一日。シュラトスから共にやって来た刺客としか考えられない。近しい間柄の人間には前々から話していて、不ふ在ざいにするための準じゆん備びもあったが、彼らの中に裏切り者がいるはずがない。となれば、大臣の誰かによるものか……。

　カルロは、人通りの少ない路地へと、尾行者を誘さそい込んだ。剣けんを向けたその相手を見て、息を吞む……あり得ない、信じたくないという思いで、慎しん重ちように声をかけた──。

「顔を……」

　尾行者が、被かぶり物を取る。髪かみが零こぼれ落ちた。

　何な故ぜここに……。カルロは剣を収おさめて、額ひたいに手をやり、深く息を吐つく。がくりと膝ひざが折れて地に手をついてしまったのは、船酔いのせいだけではなかった。刺客を返り討うちにしなければならなかったさっきまでの緊きん張ちよう感から解かい放ほうされたせいだ……。

　──こんなことなら刺客に襲われていた方が余よ程ほどよかったかもしれないな。

　現げん状じようの厳きびしさを目まの当たりにしたものの、一度解とけてしまった緊張感をどうすることも出来ず、一気に気持ち悪さに襲われた。思わず嘔おう吐とするカルロの背せを、彼女がさする。

「船酔いか？」

　とにかく今は、彼女がここにいるという大問題よりも、彼女の前で失しつ態たいを晒さらしている方がずっと差さし迫せまった問題であることには違いなかった。唯ゆい一いつの……かどうかはともかくとして、欠点を彼女に知られてしまった……。

　何故、イリアーラで、海軍ではなく、陸軍にいたのか、海軍医でなく、陸軍医だったのか──紛まぎれもなくそれは、船酔いをするからだ。船酔いという問題がなければ、海軍に入ることを希望していたし、出世ももう少し早かったはずだったと、カルロは思っている。海での戦いくさの方が難むずかしい分、群ぐんを抜ぬくには格かつ好こうの勝負場所だ。陸を行軍するのと違って、海では、非常に厄やつ介かいな計算が付きまとう。方位計算、海流計算など──今いる位置と進むべき方向を常つねに把は握あくしていないといけない。気候の影えい響きようも、陸以上だ。何かと障しよう害がいが多い分、それを乗り越こえていく者は一握にぎりである。しかも、陸での勤きん務むよりも過か酷こくなため、海軍配はい属ぞくを希望する軍人は比ひ較かく的少ない。出世するなら、海の上で勝負した方が有利だった。

　水を取り出して口を漱すすぐと、カルロは立ち上がって、咳せき払ばらいをした。

「まずは宿へ参りましょう」

　適てき当とうに宿を探さがして、一部屋とる。そこでは、周囲を気にすることなく彼女を睨にらんだ。

「どういうつもりだ」

「悪いのか。私も何かしたいと思っただけだ。国にいてもやることはない」

「君がいなかったらどうなるんだ」

「大だい丈じよう夫ぶ。突とつ然ぜんの不ふ在ざいは、訓練済ずみだ」

　あまりにも無邪気に笑うので、カルロは何も言えず、けれど、笑え顔がおの彼女につられて、思わず笑みが零れてしまい、そうなると、止めどなく笑い出してしまうのだった。

「見ての通り、私は船酔いで動けない。少し休むから、君はここから一歩も出るな」

　寝しん台だいに横たわり、時々気持ち悪そうに呻うめくカルロの脇わきで、彼の主君──クリムは、椅い子すに座すわると、ずっとそこにいた。言われた通りに一歩も出ず、静かにカルロが回かい復ふくするのを待っていた。
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「私も一いつ緒しよに行く。駄だ目めか？」

「帰れ。仕方ないから、私が送ろう。このくらいの時間の無駄なら問題ないからな」

「仕方ないとか、無駄とか、嫌いや味みか？」

「そうだ」

「船に弱いくせに送れるのか？」

　にやっと笑う。

「船ふな酔よいはするが、船が怖こわいわけでも何でもない。問題はない」

　カルロも意地になって言う。弱みにつけ込まれているようでどうも悔くやしい。

「嫌だ。一緒に連れて行け。命令だ」

「城しろの方はどうなっているんだ」

「リーファンに置手紙をしてきた。頼たよりない女官たちだけでは、心もとないが、リーファンならうまくやってくれる。一いち任にんしてきた」

　カルロの溜ため息が途と切ぎれることはない。

「とにかく、帰れ。邪じや魔まだ。君がいると目立って仕事しにくい」

「嫌だっ。敵てきに寝ね返がえるかもしれないから監かん視しする。情じよう報ほうを漏もらされては困こまるからな」

「本気で言っているのか！」

　カルロの口調が荒あらくなる。もう未来には帰らないと決めた。イリアーラに対する未練も、名めい誉よに対する未練もないが、ここに骨ほねを埋うずめる覚かく悟ごをしたということは、代々の先せん祖ぞが存そん続ぞくさせてきたカルネロスの家も、生んでくれた母も、これまで必死に守ってきたすべてを放ほう棄きしたのと同じだ。それでも、クリムのため、シュラトスのため、全身全ぜん霊れいをかけて時代の流れに逆さからおうとしているのだ。寝返りの可か能のう性せいを口にされることは、冗じよう談だんでも許ゆるせないものがあった。すべての思いを踏ふみにじられるような、否ひ定ていされるような感覚だ。

「ごめん……」

　クリムが下を向いた。それから涙なみだを流して嗚お咽えつする。

「……怒ど鳴なって悪かった」

　まるで、裏切りますと言っているようなものだったのではないか？　カルロは思い直して反省する。その気がないなら、笑って聞き流せば済んだことだ。

「裏切る気持ちなんてさらさらないから安心しろ。それは約束しただろう」

「裏切るなんて思っていない。おまえはリーファンと婚こん約やくしている。裏切るはずがない」

「ああ」

　リーファンとの婚約は関係ないのだが、裏切るはずがないの部分に頷うなずいた。けれど──。

「リーファンのこと、愛しているのか？」

　急に何を言い出すのか──初めて明めい確かくに訊きかれてカルロは戸と惑まどった。暗あん黙もくでそう解かい釈しやくしているリーファンの父であったら、迷まよいもなく、愛しています、当然です、と笑って答えたことだろう。噓うそというわけではない。彼女を尊そん敬けいし、愛しているのは確たしかなのだから。けれど改めて訊かれる意味が、そういうことではないことくらい、カルロも理解していた。それが女じよ性せいからの質しつ問もんであれば、なおさらだ。クリムは子こ供どもだが、紛まぎれもなく女性である。

「リーファンのこと、愛しているのだろう？」

　でも、クリムのこの言い方はきっと──。

「愛している。心配しなくても、彼女のことなら……」

　そこまで言った時、クリムが泣き崩くずれ、カルロは戸惑った。大事なリーファンを心配して訊いたわけではないのか？　それともこれは喜びの表ひよう現げんか？

　カルロの戸惑う空気を感じてクリムは、ますます泣いた──なんて鈍にぶい男だろう……。

「リーファンと結婚して、それから私を見み捨すてるのか？　私ではなく、リーファンを守っていくのであろう？」

「君が結婚するまでは、私たちは結婚しないと話し合っている。リーファンは、君の母代わりでも姉代わりでもある。だから……」

「おまえのことなど、もう知らぬ！」

　クリムはそう怒鳴りながら、ばねのように立ち上がり、部屋を飛び出していった。

　カルロが、慌あわてて追いかけようとして立ち眩くらむ。船酔いの体は、たいてい丸一日たたないと治らない……。カルロは、剣けんと、金の入った巾きん着ちやくを手にして急いで外へ行く。

　あちこちを探さがし回り、暗くなってもまだ探し、ふらふらになって部屋に戻もどってみると、そこでクリムは眠ねむっていた。夕方まで自分が横になっていたその場所で。

　泣き腫はらした瞼まぶたを見て、文もん句くを言えなくなる。戻って来たなら、問題はない。

　カルロはもう一つの寝しん台だいに倒たおれこむようにして眠りについた。

　翌よく朝ちよう、先に起きたのはクリムで、カルロは音に気づいて目覚めた。クリムが茶を淹れている。はい、と茶を差し出されて受け取る。

「瞼が腫れてしまった。変か？」

　顔を隠かくすようにしているその仕草があまりにもかわいくて、カルロは吹ふき出して笑った。

「そんなに変か……」

　落ち込むクリムを見て、申し訳わけなく思い、笑いを引っ込めた。それから、湯につけた綿めん布ぷを絞しぼって、彼女の目を覆おおうようにして当てる。

「そのうち腫れも引く。気にするな」

「気持ちがいい」

　クリムは、寝台に仰あお向むけになった。

「どんな時でもどんな場所でも、君を護ご衛えいするのが、私の本来の使命だったな。私が仕事しやすいように、わざわざここまで来てくれたのだろう。その努力を買って、共に行くことを決心した。それでいいか」

　クリムが、すぱっと起き上がって、満面の笑えみを浮うかべる。はい、と元気に返事した。
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　ミオと呼よべ、とクリムに言って──カルロは、ミオとなった。そしてクリムは、エルシアとなる。ミオとエルシアに対して、後ろめたさでもあったのだろうか──カルロは、エルシアの呪のろうような瞳ひとみを思い出していた。

　カルロの表ひよう情じようがいつもと違ちがっていて、不安に思ったクリムは、迷まよわず訊たずねた。

『エルシアって、未来にいる恋こい人びと？』

『まあそんなものだ』

　まあそんなもの──確かにエルシアは、ミオの恋人、正確には妻つまであり、カルロがミオの立場で答えるなら、さほど遠い答えではないのだが、クリムにとっては余あまりにも言葉足らずな回答だった。クリムはもの悲しい表情をして、何かを言い掛かけた。カルロは、彼女が何な故ぜそのような顔をするのか、ひどく孤こ独どくで、大人っぽくて、どうにも近ちか寄よれない冷たさも宿していて、本当に困こまったのだが、そのことで胸むねがいくら苦しくなろうと、その理由に思い至いたることはなかった。そして、カルロがそれ以上深く考えようとするまでもなく、それからのクリムは、ただ無む邪じや気きで明るい女の子で──。

「なあに？」

　言こと葉ば遣づかいも、最近慣なれてきて、庶しよ民みんの女の子らしくなっている。

「あれ、食べないか？」

「うん」

　完全に観光客になりきっていた。本当は、行商人のはずなのだが。

　バルシアの地は、シュラトスの冬よりもずっと寒い。ちょっとでも気を抜ぬこうものなら、大量の雪が降ふってきて、道を覆い尽つくしてしまう。雪が降る度たびに、雪かきをして生活をしている人々。それでも、一ひと晩ばんで家が隠かくれるほど降り積もってしまう時もある。

　石いし造づくりの家は、雪に潰つぶされないよう非ひ常じようにしっかりとした構こう造ぞうになっている。バルシア式と呼よばれる独どく特とくの石の組み方がなされていた。また、町でも農村でも、溝みぞを巡めぐらせ、そこに等とう間かん隔かくで温水を流し続けることで、溝へ落とした雪を溶とかすという工く夫ふうもされている。この町で冬を越こすのは、非常に金のかかることだった。かつて貧まずしい家の者は決まって凍とう死ししていたというが、バルシアの植民地の人々も今は市し民みん権けんを認みとめられ、最さい低てい限げんの補ほ助じよ──火ひ種だね石いしの現げん物ぶつ配給が行われているため、貧まずしさのあまりに凍死することは減へっている。















　おいしそうなにおいと煙けむりにつられて入った店で、二人は休きゆう憩けいをした。

　偵てい察さつの目的地である、造船工場のある町アウソーレは、順調に近づいてきている。数日中に、辿たどり着けるはずだ。

「足は大だい丈じよう夫ぶか」

「痛いたいけど、歩けるよ」

　馬で移い動どうできればいいのだが、この国では、貴き族ぞく階級か、役人、それに準じゆんじる人々か、特別許きよ可かが下りている人しか馬を走らせていない。一いつ般ぱんの者が、まして商人が馬に乗っていては、非常に目立つ。

　あとは、貴族のものとは外観のまるで違ちがう、一般営えい業ぎようの馬車に乗って移動するしかないのだが、この時期、馬車を運行させて商売している者はまずいない。町の人間は、この大雪の時期に、遠くまで出歩かない。出歩いているのは、そういう時だからこそ、家々を訪ほう問もんして商売をしようとしている商人たちばかりだ。そういう商人が、高い金を払はらってわざわざ馬車に乗るはずもない。また、普ふ段だんから馬車を利用しているような、比ひ較かく的金に余よ裕ゆうのある家の者は、暖あたたかい地ち域いきへ逃とう避ひして休きゆう暇かを楽しんでいる場合が多く、結果として、この時期は、馬車など滅めつ多たに通らないのだ。

　カルロは、クリムの前に跪ひざまずき、足を揉もんで痛みを和やわらげようとした。湿しつ布ぷを作って貼はる。

「お客さん、商人かい？」

　気風のいい女将おかみが甘あま酒ざけを入れてくる。

「薬屋を」

「彼女は妹さん？」

「はい」

「雪道は歩きにくいからね。ゆっくり休んで行きな」

　適てき当とうに温かいものを注文して、カルロも席に着く。

　会話の中心と言えば、旅をしながら見てきたものに関してだ。あれは何だとクリムに訊ねられれば、カルロはそれにいちいち答えないといけなかった。逆ぎやくにこっちが訊ききたいと思うこともあったが、これまではたいてい答えている。

　シュラトスにはないものを、クリムは特に喜んで食べる。同じ食材を使っていても、王宮料理と庶民料理の隔へだたりもあれば、国家間の隔たりもある。最初は、あまり珍めずらしそうに食べるので、注意したものだ──君はバルシアの庶民の女の子なんだぞ、と。

「みんなおいしかったね」

　本当においしそうに食べる彼女を眺ながめているのが、カルロの密ひそかな楽しみになっていた。

　再ふたたびクリムの前に跪いて、足を揉んでやり、

「これを飲んだら出よう」

　女将の淹れてきた茶を、カルロが飲み干ほそうとした時、それは起こった──突とつ然ぜん、バルシアの兵士が三人、押おし入ってきて、

「誰だれも動くな」

　女将と客を牽けん制せいする。客は、カルロたちの他ほかに、あと一組、老年の夫ふう婦ふがいるだけだ。馴な染じみの客らしく、女将と大きな声で陽気に話をしていた。

「セレオズの隠かくれ家だという通告を受けてやってきた。調べさせてもらう」

　兵士の登場に、クリムの顔色が変わった。カルロの隣となりに移動して、しがみ付く。

　セレオズとは、セレの子こ供どもという意味だ。つまり、セレ神を信しん仰こうする者たちのこと。

　これまでも、カルロたちは、何度かセレ教徒が殺されるのを見ている。その度たびに見て見ぬ振ふりをしてきた。関われば、こちらの身が危あぶない。セレ教徒ではないと言って逃のがれるのは簡かん単たんかもしれないが、取調べの間に、正体がばれる可か能のう性せいがある。

　血を見み慣なれているクリムも、実じつ際さいに斬ざん殺さつされる現場を見た時は、平然を装よそおっているに過すぎなかった。見るなと言っても、強がってしっかりと見ていたところは、さすがクリムだと言うべきだが。カルロは、震ふるえている彼女をしっかりと抱だき寄よせた。

　セレ教徒は、この国で迫はく害がいされている。バルシアは、宗しゆう教きよう的解かい釈しやくの対立を見み出いだして、迫害を正当化しているが、迫害の本当の原げん因いんが他にあることを、カルロは感じていた──バルシアは、セレオズの能力を恐おそれているのだ。

　セレ教とは、セレオズの国家で国教とされていた宗教で、民たみはみな敬けい虔けんなセレ教徒。かつてセレオズの国には、バルシアの国家予算に匹ひつ敵てきするかそれ以上の富とみが眠ねむっていたという。商人としての資し質しつに富とみ、国を相手に商業を営いとなむほどで、国家としての軍事力はなかったものの、富と商売で国を成り立たせていた。が、バルシアが攻せめ込こみ、セレオズの富を略りやく奪だつする。彼らは国を追われた。これは非ひ難なんされるべきことであり、理り解かいを得られない悪行であったが、バルシアは宗教的な根こん拠きよを示しめして、民を誤ご魔ま化かし、それを周辺諸しよ国こくへの言い訳わけにもした。それが、四十年程ほど前まえの出来事。そして今なお、バルシアを悪名高い国家としての印象を植えつけている。現げん在ざい、セレオズは身を潜ひそめ、隠れるように生きている。宗教迫害による偏へん見けんも相あい俟まって、守しゆ銭せん奴どなどと蔑さげすまれている。

　バルシアの民に限かぎらずシュラトスでも言えることだが、貧まずしいと文もん句くを言いながら、働かない人々は意外と多い。バルシアでは、雪のせいで仕事が出来ないと、家にこもる人ばかりだ。セレオズにしてみれば、貧しいのは当たり前だと笑っているだろう。雪で仕事が出来ないなら、出来る仕事を探さがせばいいのだが、そうして働くのはごく一部だ。そういう性せい質しつゆえに、バルシア帝国は真冬の行軍はまず行なえない──士気が上がらないからだ。シュラトスにとっては、好都合なことだった。

「金はどこだ」

　兵士たち三人は、酔よっていた。あちこちをあさり出す。売上金にまで手をかけた。

　カルロはどうするか考えた。こんな現げん場ばに、運悪く出くわすこともないわけではなかった。この季節、開いている店は少ない。その上、商売をしているのは、働き者のセレオズである可能性が高いのだ。

　だが、兵士のしていることは……。ただの略奪か？　ならばここで斬きり捨すてても……。しかし、後で店に調べが入るようなことにでもなれば、彼女たちに迷めい惑わくがかかる。本当にセレ教徒であったら、命に関わる大問題だ。それに、やはり目立った行動はしたくない。

　じゅわーっと音がした。一人の兵士が、暖だん炉ろの火に水をかけた──火が消えると、火ひ搔かき棒ぼうで中を弄いじり回す。そして。

「あったぜ、こいつらセレ教徒だ」

　セレ教徒は、どこかにその印を刻こく印いんしている。それが、セレオズである証あかしであり、セレの加か護ごを得るための契けい約やくの印でもあるからだ。三本の線の刻印は、王おう冠かんを意味し、王冠の下に刻印されている記号は、無む限げんを意味するもの。永えい遠えんの栄光、セレの永遠を表わす。

「てめぇら、全員並ならべ」

　言われた通りにするしかなかった。

「首が五個こか。百オーブにしかならねぇ。三人で割われねぇじゃねぇか」

　そういうことか。カルロの笑えみ。これなら殺しても文句はあるまい。

「こっちを調べる」

　奥おくの扉とびらから入っていこうとする兵士を、女将おかみが睨にらんだ。

「勝手に入るんじゃないっ」

　摑つかみかかろうとする女将。直後、その兵士が剣けんで彼女を斬きりつけた。クリムがわずかな悲鳴を上げる。その声に反はん応のうしたかのように、

「いい女がいるじゃねぇか」

　別の兵士の一人がクリムに絡からもうとする──兵士がクリムに触ふれる直前、カルロの容よう赦しやのない拳こぶしに、その男は派は手でに転がった。

　てめぇ、と怒ど鳴なって剣を向ける二人の兵士。

「妹に手出ししようとしたのはおまえたちだろうが。だいたい、正式な許きよ可かなくしてセレ教徒の首を刎はねることは、許ゆるされていないはずだ。まあ、そんな手続き踏ふまなくてもまかり通っているのには裏うらがあるんだろうが、勝手にこの首で儲もうけられちゃ堪たまんないんでね」

　町の公安の評ひよう価かが、どれだけセレの教徒を処しよ刑けいしたかで決まり、結果、一人頭いくらと換かん算ざんできるような形で、特別支し給きゆうがあるのだろう──そう察してカルロは、冷れい笑しようした。

　例えば、ここにセレ教徒である証しよう拠この印があるなら、ここにいた人間を全員セレ教徒として始末してしまっても、公安で、事後処理ながら、正式な書類を用意し、セレ教徒として処刑したことにする──そんなところだ。この兵士たちは、公安が成績を残して国から高い評価を得るためにセレの首をとり、見返りに公安から小こ遣づかいを得る。下手をすれば、他から人を連れてきて殺す場合もあるかもしれないということ。教徒ではなかったのにと、家族が文句を言ったところで、事実はいくらでも捻ねじ曲げられるだろう。セレの神に手を合わせただけでも、処刑できることになっているのだから。

「ただで済すむと思うなよ」

　血相を変える兵士に、

「じゃあどうする」

　言いながらカルロは、血を流して倒たおれている女将の傷きずに視し線せんをやる。急いで手当てすれば、助けられる。

「金で詫わびてもらおうか」

　剣を向け、カルロの腰こし巾ぎん着ちやくの金を奪うばおうと手を伸のばす兵士。カルロは兵士を足あし蹴げりにして飛ばした。

「生あい憎にく、おまえらにくれてやる金なんてない」

　殴なぐり倒した男も、蹴り倒した男も起き上がり、カルロに剣を向け襲おそいかかる。そしてもう一人もカルロに向かって剣を構かまえている。

　カルロは、クリムを突つき飛ばしながら踏み出し、一人の胸むねを剣で突く。剣を引き抜ぬきながら、兵士の体を盾たてとして向きを変え、引き抜いた剣で、もう一人の兵士の剣を受け止めると、次の瞬しゆん間かんにはその兵士を斬り倒す。逃にげようとする最後の兵士を、背せ中なかから斬りつけると、扉に走り、店の扉を閉とざして鍵かぎをかけた。

　カルロの正せい確かくに急所を狙ねらう攻こう撃げき──三人とも完全に息いき絶たえている。

「ご夫ふ妻さい、あなた方もセレ教徒ですね」

　老夫婦は顔を見合わせてから、頷うなずいた。兵士たちに向かって、違ちがうと命いのち乞ごいをしようとはしなかったのだから、セレ教徒だと言っているようなものだ。

「エルシア、大だい丈じよう夫ぶか」

　突き飛ばされて床ゆかに尻しりをついていた彼女は、こくりと頷いた。カルロは、自分の荷物を持って女将のもとへ行くと、荷の中のもので手当てを始めた。女将に意い識しきはあった。

「女将、みんなを呼よんでくる」

　老ろう夫ふう婦ふはそう言い、奥の扉から入っていく。手当てをしている間に、奥からぞろぞろとやってくる女将の子こ供どもたち、そして、同じセレ教徒の友人たち──。

「母さん！」

　心配して取り囲む子供は四人。男一人に女三人。一番上は姉で、クリムよりも年上に見える。子供たちの泣きそうな顔を見てカルロは、心配ないと告げ、手当てを続けた。

「お客さん、世話になるね」

　女将の言葉に、カルロは静かに微ほほ笑えみ返し、彼女を抱だき上げる。かなり気合を入れていないと重くて落としそうになる。

「休ませたい」

　一番上の娘むすめに案内されるまま奥へと進んで寝しん台だいに眠ねむらせると、入っていいのか、申し訳わけなさそうにしてついてきていたクリムを見る。カルロの荷を代わりに持っている。カルロは、女将の娘に向かって言った。

「すみませんが、着き替がえたいので、どこか部屋を貸かして下さい」

　返り血を浴びたまま、また、女将の血で汚よごれたままで、外を歩けるはずもない。クリムから荷物を受け取って部屋に入り、顔や手の血を洗あらい落とす。

　着替えて部屋を出ると、みなが揃そろっていた。

「あの、セレ教徒の方ですか」

　店にいた老人に訊きかれて、カルロは首を振ふった。

「これからどうなさるおつもりですか」

　老人の妻つまが訊たずねる。

「私たちはもちろん、ここを出ます。みなさんもそのおつもりなのでしょう」

　カルロは一同を見み渡わたした。セレ教徒は、こうして見つかると、転々として仲間の教徒のもとへ行く。そうやって助け合っているのだ。女将おかみの家族は、四人の子供たちだけだろう。他ほか三名の大人に二人の子供は、おそらく女将を頼たよってきた人たちだ。店なり家なりを調べられて、家族を殺されたのに違いない。たまたま不ふ在ざいだったから助かったのだろう。家にいれば、いずれ兵士に捕とらえられる──だから泣く泣く他の信者のところへ──そう見て取ってカルロは、老夫婦に事じ情じようを確たしかめると、二人はその通りだと頷いた。

「私たちの家では、今、十五人で暮くらしています」

「これから、ここの全員を匿かくまうことは？」

　静かに首を振る。

「ならば、女将と一番上のお嬢じようさんの二人だけなら？」

「何とかなります」

「家は、ここから近いですね？」

「ええ」

「では、明日移い動どうしましょう。今日のうちは、動かさない方がいい」

「兵士の遺い体たいはどうしましょう……このままだとまずい」

「隠かくしておくべきでしょうね。最悪の場合、彼らがここへ向かったことを知っている人がいる可か能のう性せいもある。調べが入るかもしれません」

　話を聞いていたクリムが、老人を見ながら言葉を挟はさむ。

「他のみんなは、行く当て、あるの？」

「あるにはあるが、山を越こえて隣となり町まちまで行かないといけない。たいした山じゃないが、獣けものもいるし、小さな子供たちもいる……」

「アウループのことだな」

　カルロは言って、クリムと顔を見合わせた。そこへ向かっているところだ。方向は一いつ緒しよ。共に行ってもいいが、二人だけの旅よりは面めん倒どうになる。放っておいても構かまわないのだが……さて、どうするか。

「お兄ちゃん……一緒に行こう。アウループまで、守ってあげて」

　カルロは微笑み、クリムに頷いて見せた。これまで見ぬ振りをしてきた。これで許ゆるされるはずもないが、せめてもの罪つみ滅ほろぼしだ。




　　　　４




「薬はこれとこれだ。お母さんに飲ませてあげなさい。熱が上がったらこれ、呼こ吸きゆう困こん難なんを起こすようなことがあればこっちだ。いいね。それと、これは、店のお勘かん定じようと宿代だ」

　薬と金きん貨かを置く。

「こんな大金……。それより薬代を請せい求きゆうして下さい」

「薬代はお母さんからもらう。それでいいね」

　女将は眠っている。老ろう夫ふう婦ふの家に、無事運び終えたところだ。

　老夫婦とも別れ、カルロはクリムと共に店に戻もどり、八人のセレ教徒と共に、隣町アウループまで出発した。

　セレ教徒でもない人たちを信じていいのかと、彼らの間で揉もめていたことを、カルロは知っている。だが、老夫婦が、自分たちはただ年を食ってはいないと言い、信しん頼らいしていい人たちだと諭さとすように説得。そのお陰かげか、三人の大人は、厳きびしい視し線せんを向けてくることもなく、女将の子こ供どもたち三人に至いたっては、母の恩おん人じんという接せつし方で、他二名の幼おさない子供たちは、クリムに懐なついていた。クリムが、そんな幼子の世話を焼いている様子が、カルロにはおかしくてならない。そして、それがまたかわいくて何ともいえない気持ちになる。

　アウループへ行くのに、平へい坦たんな迂う回かい路ろもある。わざわざ雪山を通ったこともあり、獣が襲おそってきた他は、何事もなかった。疲つかれた幼子を大人が負おぶって移動して、予定通り、アウループに到とう着ちやくする。町で集団行動は目立つと、三組に分かれて歩き、目的地へ向かった。

　みなを送って別れると、カルロとクリムは、さらに町外れまで進む。宿で一ひと晩ばん過すごしたら、また先へ行かなければならない。目的地のアウソーレまで、農村地帯を抜ぬけてリッカーナという町を経へるだけとなった。もうその隣は、港町アウソーレだ。

「セレ教徒の人たち、みんないい人なのに、かわいそうだね」

　翌よく日じつ、人ひと気けのない農村地帯を歩きながら、クリムは、そんなことを言った。雪かきをした跡あともなく、雪の中をもがき、泳いで進んでいるような状じよう態たいだ。カルロは、自分が通ることで、クリムに道を作ってやっていた。

「シュラトスも同じことをしている」

「え？　あんな虐ぎやく殺さつめいたことしてないよ」

「かつて南の地を侵しん略りやくしたのは、鉱こう山ざんを欲ほつしたからだろう。その地の民族を支し配はい下かに治め、彼らを迫はく害がいしている。民族が違ちがう、と。殺してはいないが、差別をしているのは同じだ。セレオズが侵略されたのも、富とみがあったからだ」

「侵略する方って、何か、勝手だね」

　カルロが、クリムの頭に手を乗せ撫なでる。

「それを肌はだで感じただけでも、ここへ来ている甲斐があるってもんだな」

　クリムは満面の笑えみで頷いた。直後、大きくくしゃみをして勢いきおいよく鼻水を出す。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　カルロは爆ばく笑しよう。クリムは鼻をかむと、カルロを睨にらんだ。

「笑うことないじゃないっ」

　膨ふくれるクリムが愛らしくて、また笑う。けれど、実じつ際さいは笑っている場合ではない。風か邪ぜをこじらせたら大変なのだ。ひどく気を遣つかって健康管理をしているのだが、この寒さに、慣なれない旅である。風邪を引かせてしまったのだから、責せき任にんは自分にもある。

　ごめん、と言ってカルロは、顔を寄よせた。鼻がぶつからないようにして、額ひたいを額に当てる。しばらくそうして熱を感じ取る。次し第だいに火ほ照てって赤くなるクリム──。

「もう少し頑がん張ばってくれよ」

　雪の中を歩いているうちには、時折、突とつ然ぜん視界が開ひらけ、比較的歩きやすい野道が現あらわれる。雪かきに精せいを出してくれている家の前は、こうして歩きやすい。

「そろそろ休もうか」

　カルロは、野道から家までの道も開けているそこに、泊とめてもらうことにした。

　旅の商人などが、普ふ通つうの民家に泊まるのは、よくあることだ。民家も、旅人を普通に受け入れる。それを副業として、宿代を取って客として招まねいているのだ。中には、一いつ切さい泊とまり客を受け付けないという家もある。この時期の客は珍めずらしいから、受け入れ態たい勢せいが出来ていないところが多く、拒きよ否ひされることもしばしばだが、逆ぎやくに大雪だからこそ、頭を下げれば泊めてはもらえる。かび臭くさい布ふ団とんでも食事が出なくても、屋根があるのは有り難がたいものだ。

　今回は、声を掛かけた一軒けん目めから、さっそく受け入れてもらえた。こちらから宿代を訊たずね、前まえ払ばらいをするのが礼れい儀ぎとなっている。町の平へい均きん的な宿代の半はん値ねくらいが相場だ。余よ計けいに支し払はらっておけば、それなりの見返りを期待していい。無む論ろんそれも、その家々の心遣い、経けい済ざい事じ情じようにかかってくるのだが。

　とはいえ、こういった農村では、商売というよりも、客人との話を酒の肴さかなにして楽しもうという感じで、たいていはよくしてくれる。こういう旅を続けていると、本当に、国の政せい治じの場にいるのが、下らなく思えてくるくらいに平和だった。権けん力りよく闘とう争そうも、足の引っ張ぱり合いもなく、余計な感かん情じようを抱いだかず、人間本来の姿すがたで付き合える気がしてくるのだ。

　クリムがしみじみと言う──人間って、本当はいい人ばかりなんだね。「本当は」と言う辺り、カルロにしてみれば、ひどく痛いた々いたしく感じたものだ。いや、もしかしたら自分も、クリムと同じ気持ちでいるのかもしれなかった。

　宿とした民家の家族は、みな気さくで人ひと懐なつこく、酒も振ふる舞まってくれて、クリムも少しだけ酒を飲み、ゆっくりと休んだ。

　翌日にはまた出発──。

　途と中ちゆう食べるようにと、別れ際ぎわに弁べん当とうをくれた。それを受け取るとクリムは、手を振って別れを述のべた。これまで多くの民家で、親切にしてもらってきたのは、この「妹」のお陰かげではないかと、カルロは思う。食事は出せないと最初に言われても、クリムだけには何かを出してくれる家がほとんどだ。女王の仮か面めんを取って、『クリム』になったクリムは、本当にみなに愛される魅力的な女の子だ。

　こうして、この日のうちに、リッカーナの町に到着した。

「物々しい感じしない？」

　彼女の鋭するどい感覚が、それを捉とらえていた。兵士が大おお勢ぜいうろついているわけでもない。警けい備びが厳げん重じゆうなわけでもない。けれど、何かが違う。町全体に張り詰つめたものがある。

　引き返して、すぐ近くの林に入り、二人は木陰で話した。

「私が様子を見てくる。君は待っていろ」

「嫌いやよ。一いつ緒しよに行く」

「最悪、私たちを狙ねらっているかもしれないんだ。二人でいたら、来ましたよ、と言っているようなものだろう。私一人なら、誤ご魔ま化かせる」

「でも嫌だ。一人にしないで」

　袖を摑つかんで離さない。

「狙いが私たちでないことを祈いのるしかないな」

　──一体誰だれに祈ればよいのか……。

「離はなれて歩くのも駄だ目めか？」

「……うん」

　クリムは、これまでたくさん人が殺されるところを見ている。みなセレ教関係の事じ件けんだ。突然斬きられる人たちを目まの当たりにしていれば、いつ誰に斬りつけられるのかと恐きよう怖ふ心しんに捕とらわれても仕方ない。

「じゃあ行こうか。顔はしっかり隠かくしておけ」

　そうして町に入ったことを、後こう悔かいしても遅おそい──いくら彼女の希望でも、彼女を残し、一人で様子を探さぐりに入るべきだったのだ。最悪の場合であったのだから──。




　　　　５




　監かん視しされていた──食事をしていても、宿を探さがしていても、何をしていても、常つねに誰かに見られていた。町を歩き回っている間中、ずっと──。

　彼らが監視しなければならない理由はただ一つ。命を狙っているからだ。そして、兵士や役人と思われる人々が動いているとなれば、それは国家の命令によるもの。

　──シュラトス王国クリムエラ女王の暗殺。

　そうでないなら、監視する必要などない。さっさと接せつ触しよくしてきて、女王を話し合いの席に招まねくなり、何をしに来ているのかと訊たずねるなりすればいい──その後捕つかまえるのであれ。

　カルロは念入りに宿を選んで、入った。空き部屋を全部取る。その上で一部屋に潜ひそんだ。

「クリム。今のうちに休んでおけ。おそらく夜や襲しゆうで来るはずだ。強行突とつ破ぱするしかない」

「どうして夜襲って分かる？」

「町の人間は、シュラトスの女王が紛まぎれ込こんでいることを知らないようだ。女王と知っていたとしても、白昼堂々と、若わかくて美しい君の首を刎はねようものなら、みな、よく思うはずがない。例えば、君がセレ教徒であるというなら、それだけでも正当化されるかもしれないが、それには、一見明めい確かくな証しよう拠こがいる。白昼堂々の暗殺は難むずかしいってことだ。それに、私がいる。自じ慢まんじゃないが、剣けんの腕うで前まえは確たしかなんでね。襲おそった方がただでは済すむまい」

　カルロの不ふ敵てきな笑えみ。

「確かにカルロは強い……けど……どうして……」

　旅をしながら、怪あやしまれたことは一度もない──クリムに思い当たることがあると言えば、セレオズの店でのことだけだったが、薬屋の兄妹で通っていた──狙ねらわれてしまう理由がない。

「考えれば簡かん単たんに分かることだ。何な故ぜバルシアに私たちがここにいることがばれる？　シュラトスの人間が内通しているからだ。じゃあ誰が？　私が偵てい察さつに来ていることを知っていて、かつ女王の不ふ在ざいを知っている人物──となれば、大臣級の人間だろう」

「私のせいでカルロまで……」

「狙いは君だけではないだろう。私が密みつ偵ていとして入り込んでいることは、バルシアも知っているはずだ。邪じや魔まな存そん在ざいであることには違ちがいない。狙いが誰かなんて関係ない。暗殺を企くわだてるような奴やつらが悪いんだ。私はずっと君といる。心配するな」

「……うん」

「こちらに何の接触もして来なかったし、白昼狙うような強引な行こう為いにも出なかった。内密に片かた付づけてしまいたいという意図は明白だ」

　女王を人ひと質じちとしてシュラトスとの交こう渉しようを有利に進めたいわけではないようだ。

「女王を殺しておいて、敵てきが攻こう撃げきしてくるのを待って返り討うちにするという綿めん密みつな作戦があるのか、シュラトスが王位継けい承しようで混こん乱らんするのを眺ながめ、隙すきを突つくつもりか。通じている者と、その後の手て筈はずを整えてあるのだろうが……」

「内通者って誰？」

「私は、ガルフィだろうと睨にらんでいるが、証拠はない。だが今いま頃ごろ、ダルターニが内通者の特定をしているはずだ。いつも目を光らせていて何かとうるさい私がいなくなれば、気を緩ゆるめて動き出すと踏ふんでの作戦だ。大臣を集めてバルシア行きを報ほう告こくするのに、わざわざ出発の前の日にしたのはそのためだ。私が密偵として潜もぐり込んだことを、慌あわててバルシアに連れん絡らくするだろうから」

　これがバルシア行きを決めた、もう一つの目的。

「もしかして、弟を殺したのも……」

「ガルフィだろう。敵に内通し国を乱みだして、見返りに自分が王おう座ざに座すわれるとでも期待しているのか……売ばい国こく奴どの考えることは不ふ可か解かいだな」

　カルロの辛しん辣らつな嫌いや味み──。キリアの砦とりでを壊こわすよう命じていた管かん轄かつの大臣も、ガルフィだ。

「どうして知っていて今まで追つい及きゆうしなかった？」

　泣きそうになるクリム。

「証拠がない。ガルフィに毒薬を与あたえたのはオルガートだろう。だが、脅おどされてやったに過すぎない。既すでにオルガートは、王宮最高医。それ以上の出世は望めないし、彼の家族の誰かが、ガルフィのお陰かげでいい思いをした形けい跡せきもない。毒薬を準じゆん備びした彼を責せめるつもりもないし、オルガートだって口を割わらないだろう。だったらあぶり出すしかない。

　バルシアに内通しているということで捕とらえた上で、弟おとうと君ぎみ毒殺の件けんを吐はかせるんだ。放っておけば、これからも国を傾かたむかせる災わざわいとなる。ダルターニにはよく監かん視ししておくように言ってある。必ず彼が捕つかまえてくれる。安心しろ。

　むしろ、それを承しよう知ちで、君を同行させているのだから、一番の問題は、この私にある」

　自じ嘲ちよう的な笑みを浮うかべ、カルロは説明した。

「私はそんなことも知らずに来てしまった……でも、どうして言ってくれなかったのだ」

「君は弟思いだから。顔に出るだろう。それに、女王の君が目を光らせていたら、ものすごい圧あつ迫ぱく感だ。私以上の……。あぶり出せるものも出せなくなる」

「うん、そうかもしれない……何事にも抜ぬけ目のない男だ、カルロは」

　クリムは息を吐ついて微ほほ笑えむ。

「カルロ、怖こわくないのか？」

「場数を踏ふんでいるからな」

　戦場で死にかけたことも、暗殺者に狙ねらわれたことも、数知れない。その度に生き抜いてきたのだ。今さら自分が死ぬかもしれないなどと思えるはずもない。死ぬはずもない。どんな危き機きも乗り越こえてきたのだ。

「私は怖い」

「ここに優ゆう秀しゆうな護ご衛えいがいることを忘わすれるな」

「違う……死ぬのは怖くない……おまえは私を置いて決して逃にげない。私のせいだと責めることなく、みんな自分で背せ負おい、私のことも守るのだろう。危あぶなくなったら逃げろ。私のことなど構かまわずに。私が死んでも国は傾かぬ。国があるのは支し配はい者しやがいるからではない。民たみがいるからだとおまえが教えてくれた。その民をおまえがまとめればいい。帰って私の代わりに働け。リーファンと共に。これまで通りやっていれば問題ない。それで万ばん事じ解かい決けつだ。愚おろかなりバルシア。愚かなりガルフィ」

　不ふ敵てきに笑うクリムを、カルロは抱だき締めた。一人で何でも背負っているのはクリムの方だと、カルロは思う──そんなことはさせない。

「私を見み縊くびるな。私の身を案じる必要などない。守ると言ったら必ず守る。君も私も死なない。何も恐おそれることはない。だから震ふるえなくていいんだ、クリム」

「カルロ……おまえはひどい男だな。何な故ぜそのように優やさしいのだ」

　カルロが返答に困こまる。クリムの腕うでには力がこもっていた。

「とにかく少し眠ねむるといい。夜通し移い動どうしなければならない可か能のう性せいもある」

「カルロ、一いつ緒しよに眠ってくれるか？」

「二人で熟じゆく睡すいするわけにはいかない」

　クリムが、悲しみを堪こらえるような瞳ひとみで、窓まどの外を見やった。

「分かった。おいで」

　カルロが布ふ団とんに入り招まねき入れる。背をさすり、抱き続けた。クリムが泣いているのに気づいて、黙だまって涙なみだを拭ふく──怖くて泣いているのか？

　どうも違ちがう気はしたものの、カルロはクリムの涙の意味を理解できない。

　かなりの時間を経へてクリムは、やっと眠りについた。

　リッカーナを歩き回ってどうにか手に入れた町の詳しよう細さいな地図を記き憶おくしながらカルロは、外の様子を窺うかがった。外は次し第だいに静かになっていく。町の除じよ雪せつ能力が、他よりも優すぐれているようで、雪も少ないせいか、この時期にしては活気のある町だった。酒に酔よっ払ぱらった町の人間がたくさん往おう来らいしていたのだが、それさえもなくなってきた。

　そろそろ来る。静けさを凝ぎよう縮しゆくしたような奇き怪かいな空気──緊きん張ちようがぶつかり合うような静かなざわめき──異い様ような空気が、支配し始めた。

「クリム。そろそろだ」

　クリムは、すぐに起きた。頷うなずき、黙って寝しん台だいを出る。毛の防ぼう寒かん服ふくを着込んで、荷物を背負った。不用な荷物はみな置いてある。カルロも同じく、軽くなった荷を背負う。

　息を潜ひそめて、時を待つ。外の気配を窺う。見み張はりは二人になった。他の兵士はみな、中に入って来ている。どこの部屋にいるか、捜さがすのに困こまっている頃ころだ。他の部屋にも全部鍵かぎを掛かけてある。外から掛けるのは、多少苦労したが、出来ないことではなかった。

「クリム。行くぞ」

　カルロは、クリムを抱かかえて窓の外にある大きな木に飛び下り、繫つながれている馬に飛び乗った。クリムを前に乗せる。綱つなを切って一気に走り出す。計画通りだった。ただ町をぐるぐると巡めぐっていたわけではない。宿を選ぶのもそうだ。逃げ道は、カルロの頭の中で確かく保ほされている。

「いたぞ、こっちだ！」

　見張りが慌あわてて叫び出した。

「頭を下げていろ」

　カルロが、クリムの頭を手で押おさえつけるようにして低くさせる。手た綱づなを握にぎっているのはクリムだ。カルロも左手だけ添そえ、馬を走らせた。逃げようとして昼間のうちに町を出ようとすれば、人ひと気けのないところで即そく座ざに殺されていただろう──馬がない以上、追っ手から逃げ切るのは不可能に近い。夜や陰いんに乗ずることも出来ない。馬を奪うばうしか逃げる方法はなかった──そして奪った。意表を突つかれた暗殺者たちは後おくれを取って、ずっと後うしろだ。

　──このまま逃げ切れる。

　けれど……笛ふえの音がした。仲間に知らせている。敵てきは追ってくる。それも、多た勢ぜいで。

　──どこに仲間が潜んでいる？

　町を走り抜ぬけようとする間にも、次第に馬が近づいてくるのが聞こえてきた。前方からも後方からも。随ずい分ぶんと大掛かりだ──こんなに派は手でに立ち回る暗殺者など聞いたことがない。反はん則そくだ。カルロの顔が歪ゆがむ。それでも、逃げ切るしかない。前からも後ろからも矢が放たれる。剣けんで凌しのぐが、すべてを凌ぎ切れるような数ではない。

　クリムを庇かばって突き出したカルロの左腕に、矢が刺ささる。

「カルロ！」

「心配する暇ひまなんてないだろうが。ひたすら走らせろ。真まっ直すぐだ」

　馬が射いられたら終わりだ。馬をも庇わなくてはならない。前方の敵──すれ違いざまに、敵を斬きる。背はい後ごからの矢が、荷物に突き刺さる。そして、ついに──馬にも矢が刺さってしまった──鳴き声を上げて傾かたむく馬。何とか手綱を握り、馬を操あやつりながら、カルロは剣をおさめ、クリムを抱だいて馬から飛び降おりた。

　転げながら、腕に刺さった矢が食い込み、折れる。落馬の衝しよう撃げきで左腕を骨こつ折せつし完全に使いものにならなくなる。他を庇うために意図的に犠ぎ牲せいにしたのだ。痛いたがっても仕方ない。

「走るぞ」

　急いで起き上がり、路地へ入った。こっちには、兵士の宿しゆく舎しやを始めとするような施し設せつはない──兵士が新たに湧わいて出ることはないと、カルロは計算した。

　追いかけて来る兵士を次々と斬り倒たおしていく。朝になって、町に転がっている死体が、一体どれほどになるのだろう。カルロは、次第に痺しびれて感覚のなくなっていく右手で剣を振ふるい続けながら、そんなことを思った。

　どのくらい走ったであろう──同じような石いし造づくりの民家の間を走っていると、方向感覚を失いそうになる。しかも、また雪が降ふり出してきた。冷たい雪が顔に当たって溶とけていく。ゆっくりと落ちてくる雪の中を走っていると、顔に迫せまってくる雪の光景に目が回りそうになる。裏うら路ろ地じには、除雪の溝みぞもなく、降り積もった雪が盛もり上がって、道をより狭せまくしている。ごつごつとした雪の塊かたまりが転がっていたり、時折屋根から雪が落ちてきたりと、簡かん単たんに走り抜けることも出来ない。

　クリムの小さな悲鳴に振り返るカルロ。クリムが転んでいた。駆かけ戻もどって手を差し出す。

「まだ走れるな」

「うん」

　クリムが起き上がろうとしたその時だった。クリムの後方から飛んでくる複ふく数すうの矢に、左右の路地から飛び出してきた兵士に、カルロの体が反はん応のうする。クリムを庇って飛び出したカルロは、路地の兵士を舞まうような早はや技わざで、左右斬りつけると、そのまま避よけ切れない矢を叩たたき切りに行く。が、一本が右の太ももに、勢いきおいの削そがれた一本が腹ふく部ぶに刺さった。

　さらに、兵士が勇いさんで現あらわれる。突とつ然ぜん四人に囲まれて、カルロは舌した打うちした。

　──まだいるのか……。

　危き機きだ。背後からの追っ手もまた、近づいてきている。もうこれは、暗殺というよりも、戦争だ。どれだけの部隊が動いているというのであろう。それでも、確実に追っ手の数は減へっていた。それは敵の数を減らしてきたからというよりも、敵を攪かく乱らんしているからだ。次し第だいに敵の足あし並なみも乱みだれて、連れん絡らくがうまく機き能のうせず、居い場ば所しよを追えなくなっている。

　──もう少しで逃にげ切れる。

　四人の兵士を相手に、一撃ずつで確実に仕し留とめに行く。剣も切れなくなっているから、突く攻こう撃げきが多くなっていた。だが、突くと、引き抜く間の時間差が無む駄だになる。兵士二人をどうにか突き殺す。起き上がるクリムに斬りかかる兵士の剣──クリムを右みぎ腕うでで抱いて庇う。カルロの左ひだり肩かたと背せが、敵の剣を受け止めた。ざっくりと斬られ、肉が割われる感覚──必死に意い識しきを保たもつ。どんなに深手を負ったとしても、動く右腕だけは、失うわけにはいかない。

　左で敵の攻撃を受けた時に、荷の紐ひもも片かた方ほうだけ切られ、体が引っ張ぱられる。体勢が崩くずれる──一人の兵士を、右腕の剣が斬り倒す。残りの一人──血で汚よごれた剣を構かまえているその男を突こうとしてカルロは、射られた右足の踏ふみ込こみが甘あまくなり、攻撃を避けられた。兵士が両手で握った剣。渾こん身しんの力で振り下ろされるそれを、右腕一本の剣でどうにか受け止める。兵士の剣についた自分の血が、顔に飛び散ってくる。体たい勢せいを立て直せない──相手の力に押されて尻しり餅もちをつきそうになる。そうなれば、次の攻撃でやられる……。

　これまでか──尻餅をついたカルロは、攻撃を受ける覚かく悟ごをした。けれど……。

　兵士の苦く痛つうの叫さけび──。カルロの霞かすむ視し界かいに、クリムがいた。いつの間にか、カルロの持つもう一本の、予よ備びの短剣を引き抜いて、クリムが兵士を刺していた。そしてその剣を、クリムは力一杯引き抜いた。血が辺りに飛び散る。

　カルロは起き上がろうとした。しかし荷の重さに再ふたたび尻をつく。たいして重い荷ではないというのに、妙みように堪こたえるようになっていた。置いて行くしかないか……。

　荷を下ろすと、クリムがそれを摑つかんだ。

「カルロ行くよ」

　走り出すクリムの後を、カルロが追う。

　クリムにとってそれは重い荷だったが、失うわけにはいかなかった。荷にはカルロの怪け我がを手当てするためのものが詰つまっているのだ。走り疲つかれた体に荷物も持って、クリムの足はより遅おそくなる。それは、足を引きずるカルロが、やっと追いつく速さでもあった。

　自分の逃げ足が遅いために、カルロに迷めい惑わくをかけていることは、クリムも分かっていた。しかもカルロが負っている傷きずは、全部自分のせいだ。カルロの強さがこれほどとは知らなかった──カルロだけなら、今いま頃ごろ確かく実じつに逃げ切っている。今も、自分が転んだりしなければ、カルロが怪我することもなかったのだ。クリムは、カルロの短剣を握にぎり締しめた。足あし手で纏まといだけにはもうなりたくなかった。どうして自分は怪我一つしていないのか──これだけの危き険けんにさらされながら、笑ってしまうような話である。クリムは泣き出したくなった。

　それからも、カルロは兵士を二人ほど斬きった。そこでカルロがクリムに言う。

「その被かぶり物を貸かしてくれ」

　クリムの頭や顔を覆おおっていた大きな布ぬの。カルロは、走りながら破やぶると、それで左肩や腕、矢を引き抜ぬいた右太ももや腹部の傷口を縛しばったり覆ったりした。そこから大量に血が流れていたからだ。

「隠かくれるぞ」

　隠れるのに、血けつ痕こんを残して居場所を教えるわけにはいかない。もう敵てきは追って来なかった。それでもカルロの動きは止まらない。クリムはすぐにも止まって休んで欲ほしかったのだけれど、カルロは念入りに周囲の様子を窺うかがいながら移い動どうした。

　丘の上に出る。公園になっている場所だ。雪明かりだけで十分に明るい。丘から見えるのは、目的地であるアウソーレで、その向こうには、海が広がっている。海の部分は、ただただ暗い闇やみで、何だかクリムは恐おそろしくなった。

　公園内の、木々の間に入り込み、身を隠す。雪の上に腰こしを下ろした。カルロの吐はき出す白い息。震ふるえていた。出血すれば寒くなることを、クリムは知っている。ずっと走っていて、クリムの体はすごく熱いのだけれど、カルロは違ちがうのだ。雪明かりに照らされるカルロの顔色は、夜の雪と同じで青白かった。

　運んできた彼の荷から、たくさんのものが落ちてしまっている。ちゃんと手当て出来るか、クリムは不安だった。荷の中の残ったものに、カルロが手を伸のばす。

「クリム、怪我は？」

　カルロの言葉をやっと聞き取る。声にならないほど震えていて弱々しいものだった。

「私は平気。どこも怪我していないよ。カルロが守ってくれた」

　言いながら涙なみだ声ごえになっていく。

　よかった、と言ってカルロは、自分の手当てを始めた。流れ出る血が、座すわっているところの雪を赤くする。少しずつ雪を溶とかすようにしながら、じわじわと染そめていく──。そして次し第だいに激はげしく降ふり出してきた新しい雪が、その上にさらに積もっていく。

　荒あらい息を繰くり返し、痙けい攣れんしているかのように震えているカルロの手当てを、クリムも手伝った。カルロの歯がぶつかり合う音がする。一いち応おうの手当てを終える頃には、クリムも急きゆう激げきに寒さを感じるようになる。汗あせが冷えて凍こごえた。けれどクリムは防ぼう寒かん服ふくを脱ぬいだ。木に寄よりかかっているカルロに掛かけようとした。それを、カルロが手で退のける。

「いらない。大だい丈じよう夫ぶだ。すぐに移動する。ここで朝は迎むかえられない」

　震えるあまり、ちゃんと言葉にならない声で、言った。

「でもカルロ、動いたら死んじゃうよ」

「君を国に連れ帰ると……君を最後まで守ると……君より先には死なないと……」

　そう約束した。守ると言った……けれど──もう約束を守れない……。

　医者であることが不幸だった。自分の体のことだ。よく分かる。止血が完かん璧ぺきなわけではない。まだ血は止まっていない。これ以上動いて出血すれば、確実に死ぬ。意い識しきも朦もう朧ろうとしているし、朝まで生き延のびて、さらにまたクリムを連れて逃にげるのは、どう考えても無理だった。けれど、寒さを凌しのげる場所には、行かなければならない。自分は朝まで持たないだろうが、クリムなら……。このままここにいたら、二人とも死ぬ。

　カルロは立ち上がった。木を支ささえにして。

「カルロ……ごめんなさい」

「どうして謝あやまるんだ、クリム」

　前に出ようとして崩くずれるカルロを、クリムが支える。

「すまない。そうやって歩いてくれるか」

　足を引きずりながら、クリムに支えられながら、カルロは歩いた。出血と寒さのせいで、体中が痺しびれて麻ま痺ひしていく。

　──水の音。

「水の音だ。クリム、よく聞け。公園には、必ず水車小屋がある。どこも無人だ。安心して中へ入れ。鍵かぎは剣けんで壊こわすといい。明るくなったら、逃げろ。まずその長い髪かみを切って……血もちゃんと洗あらうんだ。なるべく男の子に見えるようにしてこの町を出ろ。セレオズを訪たずねろ。女将おかみの子こ供どもたちが匿かくまわれている家、分かるな。恩おんを仇あだで返すような真ま似ねは決してしない。しばらくそこで世話になったら、帰れ。その頃には、君は死んだことになっているはずだ。安心して国に帰れるから」

「それって……カルロは？　カルロは一いつ緒しよじゃないってこと？」

「すぐに追うさ。いいね。分かったら、ここから別行動だ」

「嫌いやだよ……」

「これ以上のわがままは、女王であっても許ゆるさない。君の嫌は、聞き飽あきた」

「死ぬ気なんでしょう？　分からないと思っているの？　私が死んだことにするって、そういうことでしょう？　身代わりと共に死ぬってことよね。昼間、カルロ、女の人をたくさん見ていた。カルロは、いつだって最悪の場合を考えている。私に似にた髪で身長で、そういう人がどこにいるか、もう分かっているんでしょう。そんなの許さない。カルロは、人を殺すなんて本当はしたくなくて、いつも心を痛いためているんだもの。私、分かる。私のために、もうそんなことしたら駄だ目め」

「クリム……」

　血を吐はき出す。カルロの体は、吸すい込まれるように雪の上に落ちた。雪に埋うもれながら、さらに血を吐き雪を染める。

　クリム……クリム……。守れなかった……ちゃんと……。君の身代わりになる女のところへ行って殺して……それも出来ないようだ……。何かが体に乗った気がしたけれど、もはや何の感覚もなかった。雪は冷たいどころか、ふわっとして温かく気持ちいい。女王の替かえ玉と死に果てることさえも出来ず、この先クリムが狙ねらわれても守ることも出来ず……。

「クリム……」

　どうにか言葉になったような気がした。もう感覚のない右手を、彼女が握にぎってくれているのだろうか。そこだけが、何か違った。けれど、その特別な感覚さえもなくなる。そして、雪を踏ふみしめる音が遠ざかるのが分かった。

　クリムは行ってしまった。もうクリムは帰ってこない。それでいいのだ。ちゃんと寒さを凌いで、生きて……逃げて……。カルロから涙なみだが溢あふれ、雪を溶とかす。

　いつも傍そばにいたのは、クリムだった──彼女が、カルロ、カルロと、どこにでもついて来たのだ。敵てき国こくに偵てい察さつへ行っても、そこに彼女はついて来て──そしていつも笑っていた。

　彼女と出会う前に、どれほど笑っただろう。彼女に出会ってからは、これまでとは比くらべ物にならないくらい、毎日毎日笑っていたように思う。

　今まで、クリムが傍にいて、どれほど自分を支えていたのか、自分の心を救っていたのか──カルロは初めて自覚した。彼女が、初めて自分の下から去っていったこの時に。

　クリム──今まで……ありがとう。
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　水車小屋、水車小屋──クリムは必死に探さがした。防ぼう寒かん服ふくを脱ぬいでカルロに掛かけて来たから、肌はだが刺さされるように痛い。そして、こんな痛みとは比ひ較かくにならない痛みと、カルロは闘たたかっている──。小屋を探すのに、カルロが一緒に歩き回れるはずがなかった。とにかく、急いで小屋を探して、彼を連れて行かないといけない。背せ負おってでも引きずってでも、彼をちゃん温めてあげないと死んでしまう。本当は、今だって放っておくことなど出来る状じよう態たいではない。よりたくさん降ふり続いているこの雪が、無む情じようにも、カルロを覆おおい尽つくしてしまうかもしれない……。

　除じよ雪せつのための溝みぞを辿たどって、水車小屋へ着く。運悪く、進んだ方向にはなくて、戻もどった方向にあった。急がないといけないというのに。でも、それがよかったのかもしれない──本当は運がよかったのだ──水車小屋の前に、人がいた。

「ミオさん、いませんか」

　ドンドンと扉とびらを叩たたいている。ミオ？　それが誰だれなのか、一いつ瞬しゆん、分からなかった。ああ、そうか……カルロは少し辛つらそうな顔をして、ミオと呼よべ、と言ったんだ……。クリムは、カルロのままでもよいのではないかと思っていたが、最初から裏うら切ぎり者がいることを承知で来ていたのなら、カルロを名乗れるはずもなかったのだ。エルシアという女じよ性せいの名前が出てきた時は、直感的に彼の恋こい人びとなのだと思った。では、ミオは誰なのか。カルロにとって触ふれられたくない思い出のような気がして訊きけなかった。

　クリムは、カルロに渡わたされた剣けんを握り締しめ、男に近づいた。一体、誰がミオの名で彼を呼ぶというのか。兵士の格かつ好こうでもない。宿だって、みな違ちがう名前で泊とまっている。バルシア側で、ミオの名を押おさえているとは思えない。だとしたら……予感はあった。けれど、安あん易いに期待してはいけない。

「誰ですか」

　そう言うと、男は振ふり向き、近づいてきた。

「もしかして、エルシアさんか」

「……はい」

「お兄さんはどうされた」

「………」

「そう警けい戒かいしなくてもいい。君たちが追われていると知ってやって来たんだ。助けたい。仲間が助けてもらった。今度は私たちが助ける番だ。しばらくの間なら匿かくまえる。来なさい」

　信じるしかなかった。カルロを死なせないためには。やはりこの人はセレオズだ。

「兄は向こうです。深手を負って動けません」

「早く連れ帰ろう」

　彼は、クリムの格好を見て、自分の上着を差し出した。

　クリムは礼を言って素す直なおに受け取ると、脇わき目めもふらずに走った──カルロのところへ。生きていて！　何度も祈いのった。カルロに掛けた防寒服は、雪で見えなくなりかけていた。服を退どけて、そこにいるカルロを見て、クリムは絶ぜつ望ぼう的な悲鳴を上げそうになった。

「これはいかんな」

　そう言って男はカルロを背負うと、揺ゆすらないようにしながら急ぎ足で進む。クリムは走って追った。そうして男は、公園から少し離はなれたところにある民家の戸を叩いた。

　それが特別な合図であるかのように、変わった叩き方だ。扉はすぐに開いた。中に入り、地下へ行き、隠かくし扉を開ける。長い通路に繫つながっていた。

「何これ……」

　思わず言葉が漏もれる。どうしてこんな地下通路があるというのだろう。

「セレ神を祭った地下神しん殿でんに通じている通路なんですよ」

　男はそう説明した。密ひそかに信しん仰こうをしているのはもちろんなのだが、地下に祭さい壇だんを設もうけて、そこへ行くための通路を、個こ々こ人じんで掘ほっては固めて、地道に作ったのだという。そうした通路が、町の地下を巡めぐっている。このリッカーナには、指し導どう者しやとしての格かく別べつな能のう力りよくを持ったセレオズがいるのだと、クリムは想そう像ぞうした。

　──今、地上ではどの辺なのだろう。

　こうして地上に出たところは──貴き族ぞくのものと思われるような、大きな屋や敷しきの中だった。

　カルロはすぐに寝しん室しつに運ばれた。

　優ゆう秀しゆうな医い師しがいるから大だい丈じよう夫ぶだと言って、その男はいなくなる。

　入れ替かわるようにやってきた老人が、カルロを診みた。その間クリムは、ただ見ているだけ──けれど見ているうちに体が揺れ、眠ねむってしまっていた。
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　目覚めてクリムは、はっとして、叫さけんでしまった。

「カルロ！」

　そこにいたのは、あの老人だった。ちょうど様子を見に来てくれたところらしい──高熱のせいで、自分まで倒たおれてしまったようだ。

「カルロ殿どのは、まだ気づかれていません。まだ何とも言えない状じよう況きようです」

「……カルロ、で通じるのは何な故ぜ？」

「あなたはクリムエラ女王陛へい下かですね。暗殺命令が下された。そのために派は遣けんされてきた兵士たちが、今も躍やつ起きになって捜さがしています。町には傷きず一つで息いき絶たえている兵士が三十九人。大おお騒さわぎです。我われらの仲間をお助け下さったのは、ミオとエルシアという旅の薬屋の兄妹。まさか、クリムエラ女王とネロス殿ではありますまいかと、確かく認にんに手間取っているうちに、あの騒ぎ。だが、同一人物であることに間違いないようですね。薬屋のミオさんは、一撃げきで兵士を倒した剣けんの達人という」

「……突つき出さぬのか。ただでは済すむまい」

「恩おん人じんに、そのような非ひ道どうな真ま似ねはしません」

「……助けて下さったこと、感かん謝しやする」

「本当ならもっと早くここへ招まねきたかったのです。町の仲間に声を掛かけ、お二人であるなら匿い助けるように、みな心していたのですが、機会を逸いつしました。申し訳わけありません」

　クリムが首を静かに振る。そしてもう一度、感謝していると告げた後、慎しん重ちように続けた。

「ただ……訊たずねておかなければならないことがある。仲間とは、セレ教徒のことであろう。貴き殿でんも当然セレ教徒。弾だん圧あつされながらも、なおこのような大きな屋敷を構かまえ、セレ教徒の仲間の民家を地下通路で繫ぎ、しかも、役人や兵士の間で、内ない密みつに暗殺計画が練られていたにも拘かかわらず、それをいち早く摑つかみ、ミオとエルシアと同一人物か、調べようとしていた。ミオとエルシアのことが既すでに伝わっているというのも素早いことだ。貴殿らは、役人に通じているのか。この町では、セレオズが、暗あん黙もくで活動しているということなのか。もし、役人に通じているというなら、貴殿らの好意を疑うたがうわけではないが、安心は出来ぬ」

　女王の強い瞳ひとみに見られて、彼は驚おどろきの表ひよう情じようのまま動かなくなる。しばらくして嘆たん息そくし、

「わがままで頭の悪い女王だという情じよう報ほうは、まるで噓うそだったというわけでしたか」

　声を上げて笑った。白い髭ひげが動く。こんな感じで笑い出す人のことを、クリムは思った。カルロみたいだ──きっとこの老人も賢かしこくて優やさしい人なのだろう……。

「確たしかに通じています。しかし、ある人物に賄わい賂ろを贈おくることで、手を回してもらい、見み逃のがしてもらっているに過すぎません。その人物は、暗殺命令を下した者とは違ちがいます。こちらに陛下がいらっしゃることは、誰にも申しておりません。こちらから突き出すことも絶対にありません。ただ、長いこと匿うのは、無理があるかもしれない──あまりにも陛下とネロス殿が見つからなければ、ここが怪あやしまれる。正直、それまでに出て行って欲ほしいところなのですが、それでは死ねと言っているようなもの。そのようなことも致いたしません」

「……その言葉を信じる。友情の証あかしを」

　手の甲を差し出すクリム。彼は頷うなずき、口付けた。

「私のことはナルブと呼よんで下さい」

「ナルブ。カルロのこともよろしく頼たのむ。貴殿は医者なのであろう？」

「セレオズゆえ、正式な免めん許きよはいただけませんでしたが」

「免許など関係ない。腕うでがいいか否いなかだけだ」

　老人は微ほほ笑えみ、頷く。

「全力で治ち療りようにあたっています」

「なら、私にも何か手伝わせてくれないか」

「陛下も病人なのですから、ゆっくりお休み下さい」

「こんなの病気のうちに入らぬ……カルロの苦く痛つうはこんなものではない……」

　クリムは寝台を出た。まっすぐに歩けない体で、カルロのいる部屋へ行く。

　椅い子すを置いて座すわり、カルロの手を握にぎる。それしか出来ない。カルロがどこかへ行ってしまわないように、ずっと摑んでいよう──クリムはそう思うのだった。
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　眠ねむり続けているカルロの手を、クリムは握って離はなさなかった。

　──私は、もうすっかり元気になってしまったというのに、カルロはまだ生死をさ迷まよっている──カルロがこんなことになるなんて……来なければよかった……。

　来なければよかった──クリムはそれしか考えられなくなった。自分の勝手のせいで、こんなことになった。これが、カルロのように、国こく防ぼう対たい策さくのために偵てい察さつをしようという思いで起こした行動なら、まだ救いようもある。国を思う女王と共に偵察し、その女王の護ご衛えいをやり切ったのだから、カルロもその栄えい誉よをたたえられよう……が、女王といえば、ただ単にカルロを追ってきただけの軽けい率そつな女──いや、小こ娘むすめなのだ。旅の間もカルロは、バルシア国内の事情を収しゆう集しゆうし、国力を把は握あくしようとしたり、バルシアの抱かかえる問題を見つけようとしたりしていた。共にいた小娘は、カルロとの旅行を単に楽しんでいただけ。そんな女王らしからぬ女王のために重じゆう傷しようを負って目覚めないなど、カルロがかわいそうすぎた。

　──リーファンから逃にげてきたから……。

　国にいれば、リーファンを見ていなければならない。カルロとの婚こん約やくが決まって、表立って嬉うれしそうにはしていないけれど、クリムには浮うき足あし立だった様子が見て取れた。務つとめを疎おろそかにはしていない──今まで通り。でも違うのだ。リーファンは男のようだとか、男に生まれるべきだったと、ずっと思っていた。けれど、彼女もやはり女だった。カルロに恋こいして華はなやいでいる気持ちは、彼女から女の魅み力りよくとして溢あふれ出ていた。そこに、他の女にはない高い教養と知ち識しきが備そなわっているのだから、どんな女だって勝ち目などない。カルロは頭のいい女が好きなのだ。お似に合あいだと誰もが言うように、クリムもまたそれを認みとめていた。

　エルシアも、リーファンのように賢かしこい女じよ性せいなのだろうか──カルロの恋人なら素す敵てきな人に違いない。エルシアを呼ぶカルロが、少しは特別な感情を垣かい間ま見せてくれるかもしれないと期待した──けれど、エルシアの名に、そんな期待をしてしまう自分が情なさけなくなっただけ……カルロは、少しの愛情も見せてくれなかった──。

　それは違うね──クリムは微笑む。それが、愛する女性を思う気持ちではなく、主君を思う気持ちであっても、そこに何の差があるだろう……必死に守ってくれた……守ろうとするカルロの強い思いがなければ、今いま頃ごろ自分は死んでいたのだ。

　カルロの過か去こ──彼は、未来にいるエルシアという女性のことも思っているかもしれない……けれど、ここに生きると決めて、そして今は、リーファンを愛しているのだ。カルロが帰国しなかったら、リーファンがどれほど悲しむか……。

「カルロ、リーファン……ごめんなさい」

　数え切れない程ほどの追っ手から、命がけで守ってくれたカルロ──死にゆく命をいつでも必死に繫つなぎ止めようとしていた彼が、三十九人も殺した。四十人目の死者は、自分が刺さした兵士だ──病院に運ばれている途と中ちゆう、息を引き取ったらしい。

　一いち撃げきで倒たおすカルロの剣けんは、それが、彼なりの優やさしさなのだろうか──きっと本人は苦しまないで死んでいっているはずだ。生と死の狭はざ間まを苦しむこともなく──。それでも、残された周囲の人間が悲しむことを、カルロは知っている。生と死の狭間で本人がどんなに苦しむのだとしても、周囲の人間は、そこに希望を見み出いだせることを知っている。ここで、こうしてカルロの帰りを待っていることだって、カルロは絶ぜつ対たいに分かっている──。

　カルロが、相手を傷きずつける度たびに、クリムは思っていた。カルロは泣いている、と。攻こう撃げきの瞬しゆん間かん、相当な力を込こめているはずだ。生まれて初めて剣で人間を突つき刺して、すごく力のいることだと知った。それをカルロは、斬きる時、突く時、表ひよう情じよう一つ変えずにする。その無表情は、冷静さとか、冷れい酷こくさからくるものではない。カルロは泣いている……。でも、そうしなければならないのだ。中ちゆう途と半はん端ぱに攻撃して、相手の反撃に遭あうわけにはいかない。相手は怒いかりに満ちて、必死に反撃をしてくるだろう。戦場では、そうやって立ち上がった兵士が、味方の兵士を殺してしまうことにもなる。

「カルロは、そうやって苦しみながら生きていたんだね……だからこそ、強い覚かく悟ごや信念があって、それがまたカルロを強くしている。人は苦しむほど優しく強くなれる……」

　──私に何が出来るのだろう。

「カルロ。また話がしたいよ」

　涙なみだというのは枯かれないものなのか、また溢あふれ出た。カルロが死んでしまう──もう後がない──今この瞬間に心しん臓ぞうが止まってもおかしくないと言って、ナルブは脅おどしてくれた……ナルブは意地悪だ……でもそれが現げん実じつ。

「カルロ、おまえが死ぬようなことがあったら私は……」

　生きている意味などないではないか……。

「生きろ、クリム」

　小さくてはっきりしない、しわがれた低い声。でもそれは紛まぎれもなくカルロの声だった。

「カルロ！」

　返事がない。

「カルロ！　目を開けて！」

　カルロの瞼まぶたが痙けい攣れんしたように動き始める。カルロ！

　カルロの熱い手を握っていた指にも、体にも力が入る。と、わずかにその手が握り返してきた。ほんのわずかだけれど。カルロが目を開けようとする──が、開けきらないうちに閉とじてしまった。

「……クリム……ありがとう」

　何がありがとうなのかクリムには分からない──けれど確たしかにそう言った。

「カルロ、起きてよ。返事してよ」

　ふと、カルロの手に再ふたたび力が入った。しっかりと握り返す。

　カルロが笑った気がした。微かすかに口元が動いて。でも、あとは苦しい呼こ吸きゆうを繰くり返すばかりで──。

　その翌よく日じつ──クリムは喜びに泣いた。カルロはちゃんと起きてくれた──。

「そのおもしろい顔は何だ、クリム」

　笑い声は出さなかったけれど、微ほほ笑えんでいた──カルロはいつものカルロだった。それから自力で起き上がった。

　動いちゃ駄だ目めだとクリムが止めるのも聞かず、脂あぶら汗あせを噴ふき出しながらカルロは、無理に体を起こした。血を吐はいても慌あわてることなく、気にとめるふうもなく、ただ息を整えることに集中している。クリムがその血を濡ぬれた布ぬのでそっと落とす。

「ありがとう。ずっといてくれたんだろう」

「……うん」

「ありがとう」

「……カルロ、元気になる？」

「ああ。こうして生きているのが不思議だが……生きているからには、まだ君との約束を守れるかもしれないということだ。すぐに元気になって、まずは安全に国に連れ帰るさ」

「そんな約束はどうでもいい。ただおまえが元気になるなら」

　ふっと笑い、それから苦痛に顔を歪ゆがめると、カルロはいつもの冷静な口調で言った。

「状じよう況きようを説明してくれないか。ここはどこだ」

　クリムの説明を黙だまって聞いていたカルロは頷うなずき、ナルブを呼よんでくれと言う。

　クリムは頷いて呼びに行く。彼が来ると、

「陛へい下か、ナルブ殿どのと二人にして下さい」

　カルロに言われて、何か嫌いやな感じが胸むねをよぎった。クリムは、留とどまりたい気持ちを抑おさえて立ち上がる。いつも逆さからってわがまま言って……そのせいでカルロをこんな目に遭わせてしまっている。もうわがままは言えない──今のカルロに、わがままを受け止めてくれるだけの余よ裕ゆうがないことを、理り解かいしていた。

　クリムが出て行くのを待って、カルロはナルブに挨あい拶さつをする。

「お助け下さったこと、まず感かん謝しや申し上げる」

「そのようなことはよい。このように起きていられる体ではなかろう。横になりなさい」

　頷きながらも、横になることはせず、カルロは続けた。

「率そつ直ちよくにお願い申し上げる。どうか私の命を救って下さい。すぐ目の前に死が迫せまっているのはよく分かる。ですが、どうか」

「もうしゃべるな」

　ナルブは言葉を遮さえぎった。こうして彼がまともに思考し話しているのも、起きているのも奇き跡せきだった。

「心配しないで休みなさい。あの子のことも大だい丈じよう夫ぶ」

　カルロは頷き、横になった。体の感覚がない──どうにか動けているが、それはただの意地に過すぎない──いつ死んでもいいと思って生きてきたのに……。

　初対面の男に頭を下げ、命を救ってくれと懇こん願がんし、なんとみっともないことか。以前なら、こんな真ま似ねなど出来るはずもなかった。けれど今は、みっともないという感覚さえ麻ま痺ひしていた。かつてなら死んでもしなかったであろうことが出来てしまうことを、カルロは誇ほこらしく感じた。人は変われるものだ。

　そして、変えてくれたのは、クリムだ。こんなに死にそうなのに、今初めて生きている感覚を味わっていた。今まで何のために生きてきたのか、そんなことはもう忘わすれてしまったけれど、間ま違ちがいなく言えることは、今ここに生きていて、クリムのために生きたいと願っている自分がいるということ。

　異い国こくの地で、女王という肩かた書がきを持った彼女が、どんな危き険けんに遭あうかもしれないのに、死んでいる場合ではない。ナルブがクリムに何かするとは思えない。ここは安全かもしれない。でもそれは今がそうであるということで、状況はいくらでも変化する。早く動けるようにならないといけない。

　彼女を一人にするわけにはいかないのだ……一人にされたと思ったのに、彼女はずっといてくれた。手を握にぎって命を繫つなぎとめてくれたのは、彼女だ──今度は私が彼女を離はなさないでいてあげないといけない。
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　これから、女王クリムエラに、忍しのんで会いに来るという男がいる。

　ナルブが用意してくれた正せい装そうに着き替がえてクリムは、その男を待った。

『申し訳わけありません。これ以上、アレッサ殿に隠かくし立てすることは出来ません。しかし、これだけは信じて下さい。アレッサ殿は、話し合いをしたいと仰おおせなのであって、兄上であるカーレル皇こう帝ていに突つき出そうとしているわけではありません。身の安全は確たしかです。どうか、アレッサ殿との面会、お考え下さい』

　クリムは、やむをえず了りよう承しようした。断ことわれば、それなりの報ほう復ふくをされよう。アレッサが、兄である皇帝にこの場所を告げるかもしれない。暗殺命令を下した本人──カーレル皇帝は、喜んでここに攻せめ込むはずだ。しかもここはセレオズの隠れ家にもなっているのだ。

　カルロが元気なら──そう思わずにはいられない。相手がどんなふうに出ようと、そこにカルロがいたら、適てき切せつに対たい応おうしてくれるだろう。相手の真意もきちんと読み取るはずだ。

　でも、カルロには頼たよれない。面会の場に出て来てもらえるような状況ではなかった。意い識しきがしっかりしているのも、常つねにではない……。

　──一人で何とかしないと……。

　アレッサが到とう着ちやくしたということで、クリムは、その部屋へと行く。部屋には二人だけ。

　アレッサは、むくむくとした髭ひげを鼻息で揺ゆらしながら、笑え顔がおを浮うかべ、挨あい拶さつの常じよう套とう句くを述のべた。クリムも、失礼のない程てい度どに挨拶をする。互たがいに卓子テーブルを挟はさんで向かい合う。

　カルロとクリムの年を足した年ねん齢れい──そんな男を相手に、一人でどう話を進めたらよいのか……クリムは緊きん張ちようした。ここには、補ほ佐さをしてくれるカルロもリーファンもいない。

「クリムエラ女王陛下。端たん的てきにお話ししましょう。私は非ひ合ごう理り的なことが嫌きらいなのでね」

　初対面の時にカルロに感じた恐おそろしいまでのキレを、クリムは彼にも感じていた。逆さからおうものならすぐさま嚙かみ殺されるか、切り裂さかれるか──そんな空気を纏まとっている。

　それでも、クリムも女王である。貫かん禄ろく負まけなどはしていなかった。

「こちらもつまらぬ話をする気はない。話とは何であろう、アレッサ殿どの」

「陛へい下かが、お困こまりではないかと存ぞんじまして、手助けをしたいと申し出に参ったのです」

「それは有り難がたい。して、何が望みなのだ。条じよう件けんを申されよ」

「これは話が早くていい」

　豪ごう快かいに笑うとアレッサは、すぐさま険けわしく鋭するどい顔つきになって、クリムを見み据すえた。

「バルシアが憎にくいであろう。しつこく攻め入られ、うっとうしくて仕方あるまい」

　低い声。鋭い眼がん光こうが宿っている。

「そんなにも欲ほしいものが我わが国にはあるのかと、毎回祖そ国こくを自じ慢まんに思うているだけだ」

「それは頼たのもしい……が、いざ戦いくさを始めれば、我われらバルシアの方が常に優ゆう勢せい」

　バルシアの狙ねらいは、南の地の資し源げん──火ひ種だね石いし。特に厳きびしい冬の季節を送らなければならないバルシアには、必要不ふ可か欠けつの資源だ。

「アレッサ殿、話が回りくどいのではないか」

「そうでしたな。実は、兄を討うちたいと思っているのだ。そこであなたの力を借りたい。次なる戦で、シュラトスの全軍と、私の配下にある軍で、バルシアの国軍を討ち果たし、兄を失しつ脚きやくさせる。我が軍が寝ね返がえることで、必ずやバルシアの足あし並なみは崩くずれる。いい話だとお思いになりませんか、クリムエラ女王陛下」

「その申し出を断れば、ここで私の首を刎はねるのであろうが」

　クリムの忍ぶような笑い声。

「その後、アレッサ殿はどうなさるおつもりか。バルシアの皇帝に？　それとも……」

　アレッサを静かに見据えるクリムの瞳ひとみに、冷ややかな光が浮かぶ。

「それとも、さらに寝返り、シュラトスを滅ほろぼし、自らの国とするおつもりか」

「あなたと婚こん姻いんを結びたい」

　アレッサの回答に、クリムの心しん臓ぞうは跳はね上がった。動どう揺ようを態たい度どには出さない。

「シュラトスの全軍と我が軍とで、バルシアを占せん領りようする。私は、あなたと婚姻を結び、共同統とう治ち者しやとして、バルシアの地の統治を担になう。そういうことです。共同統治とはいえ、現げんシュラトスの領りよう土どは、みなあなたのものだ。そして将しよう来らい的に、我らの息子むすこが、シュラトス領とバルシア領を支し配はいしよう。よい話だと思うが」

「アレッサ殿の望みはよく分かった。それで、困っているであろう我らを助けたいとは、具体的にどういうことか」

「あなたを、サルバーク市国まで、無事に送り届とどけましょう。迎むかえの者が陛下をお待ち出来るように、書しよ簡かんの手配も致いたします」

「ネロスも共に送り届けていただけるのか」

　負ふ傷しようしていることをいいことに、ここに留とどめさせられて、人ひと質じちにされでもしたら困る。万全のカルロなら、『ここに残り、アレッサに取り入り監かん視ししながら、引き続き偵てい察さつを行なう』と言い出しそうだが。

「重傷を負っていると聞く。彼には、ここで静養していただくつもりだが、陛下は、病人をサルバークまでの供ともにつけるおつもりか。代わりの従じゆう者しやなら、私がいくらでも用意致す」

　カルロの代わりになる者などいるわけがないというのに──余よ計けいな人間に付きまとわれては、却かえって迷めい惑わくだ。アレッサに監視されるということではないか……。

「従者はネロスだけで十分だ。私を無事に国まで送り届けるのは、ネロスの役目。最後まで責せき任にんを果たしてもらわねばならぬ」

　冷たく言い切った。アレッサが、クリムを見やる。周りのことなど考えぬ、噂うわさ通どおりのわがまま娘むすめ──それとも……。

　考えを巡めぐらせる──本来なら、瀕ひん死しの男など、取引の材料になるはずがない。だから、彼女が、彼を連れ帰ろうとする意味もない。ただの女王のわがままに見える──たとえ、ネロスという男が人質にされるようなことがあっても、無む視しすればいいことだ。とはいえ、四十人斬ぎりをした腕うで前まえは凄すさまじいものがある。それも、守るべき女王を無傷で済すませた。何より、彼の優ゆう秀しゆう性せいを示しめしているのは、四十人を斬ったことではなく、その五倍以上いた部隊から、それもリッカーナの町をよく知っている人間から、見事に逃にげ遂おおせたことだ。かなりの知ち略りやくの持ち主と窺うかがえる。噂では、女王自らが取り立てた男で、急速に力をつけ、権けん力りよくを握にぎりつつあるという話。女王にそこまで必要とされている男なのか──だとしたら、ますますこちらに置いておく必要がある。いや、死んでもらうべきだ……本当に国を動かすほどの大物なら、消えてもらわなければならない。女王のために命がけで尽つくすような男なら、簡単に忠ちゆう誠せい心しんを覆くつがえすはずもない。自分には扱あつかいにくい男だ──。

　アレッサは、そう判はん断だんした。

　ならば──このまま出発してもらえば、彼は勝手に死ぬ……。死なないなら死なないでも、船に誰だれかを潜もぐり込こませ、彼を殺すのは簡単だ。瀕死の状態にあるのだから。

「では、共にお送り致す。ネロス殿には、こちらでゆっくりしてもらい、今後の作戦を話し合いたいと思っていたのだが残念だ。今後内ない密みつに話を進めねばならぬ。クリムエラ陛下が国に到着なさる頃ころ、私の使者を遣つかわします」

　そう言った後、交こう渉しよう者しやとしてのアレッサの表ひよう情じようが、みるみるうちに変わった。

「妻つまとなるあなたと、しばし別れるのは忍しのびないが、これも未来のためだ」

　言いながらゆっくりと、クリムの背はい後ごへ忍び寄よる。そして腕を回して抱だき寄せた。

「何をする。無礼は許ゆるさぬ」

　アレッサの手は、既すでにクリムの胸むねを弄もてあそんでいた。クリムは、凍こおりついたように動けなくなった。いかなる時も慌あわてない女王の貫かん禄ろくだと思ってくれればいいのだけれど……クリムはそんなことを思いながら、ひたすら言葉でやめさせようとした。

「やめぬか」

　女タラシという噂通りの男だ──クリムは、ふんわりと体が浮ういたかと思うと、もう床ゆかに押おし倒たおされていた。やめろ、と叫さけぶ。

「威い勢せいのいいことだ」

「やめろ！」

　力一いつ杯ぱい逆さからうが、男の力に敵かなうはずもない。

　──この男、どうあっても女王の私を手に入れるつもりだ……。

　カルロ……助けて……。彼なら、こんな時に必ずや現あらわれて、助けてくれる気がした──来られるはずもないのに。カルロを信じて頼たよりきっていることを感じて自じ嘲ちようした。

　これが国のためになるなら……この男が味方となる可か能のう性せいがあるなら……それでバルシアの脅きよう威いから解かい放ほうされるなら……アレッサを怒おこらせてはいけない。何より、カルロを連れて国に帰るまでは、この男を怒らせてはならない……。クリムは、鬚ひげ面づらのアレッサのおぞましい顔を見ていたくなくて、目を瞑つぶった。国のために……そして、カルロのために……。















「アレッサ殿どの。我わが主君に無礼を働き、ただで済すむとお思いか」

　降ふり注ぐ愛いとしい声に、クリムは涙なみだが出そうになった。カルロ……本当に助けに来てくれた。アレッサの体が、退のいて、クリムは逃げるようにして起き上がった。

　アレッサが、驚おどろいてカルロを見上げ、それから立ち上がる。

　──死にかけていたのではなかったのか？　アレッサは、扉とびらの間に転がっている部下を見た──誰も入れるなと強く言ってあったのだ。となれば、彼が、部下を倒して強ごう引いんに入ってきたことになる。まさかこの場で殺してはいないだろうが……。

「きさまこそ、私の部下に手を出すとはどういうつもりだ」

「主君を守るのが私の役目。当然のことをしたまでです。それより、陛へい下かへの無礼をどう説明するおつもりか」

「妻となる女性への挨あい拶さつだ。これは礼れい儀ぎと心得ているが」

　カルロの登場に、初めは慌てていたアレッサも、今はもう、しれっとして言っている。

「今この場で勝手に決められることではないことを、ご自覚なされていないのか。仮かりにも貴き殿でんはカーレル皇こう帝てい陛下の弟君であらせられる。そして、我が主君は、シュラトス王国国王陛下。お二方の意思だけで実じつ現げんするものではありません。その件けんに関しては、話し合いの後、正式にご返答申し上げる。無む論ろん、ご希望通り、貴殿の使者に内密にお伝え致いたす」

「……どこで話を聞いていた」

　アレッサの声が怒いかりに震ふるえる──。話が漏もれているはずはない。少なくとも扉からは。何か仕し掛かけでもあるというのか……ナルブが仕掛けを……？

「貴殿がクリムエラ陛下に面会を求められる理由は、ただ一つ。少なくとも私に想そう像ぞうできた、ただ一つのことを想定してお話を進めさせていただいているまで」

「どういうことだ」

　カルロは、アレッサの計画をまるでずっと聞いていたかのように正せい確かくに説明する。

「やはり隠かくれて聞いていたのだな」

「そのような真ま似ねをせずとも分かりましょう。貴殿が国に、兄君に、謀む反ほんを企たくらんでいることも、こうしてセレオズを保ほ護ごし、見返りに潤じゆん沢たくな資し金きんを得ているのであろう理由が、謀反にあることも。貴殿がシュラトス王に面会を求めるなら、その野望に、我が国を巻まき込みたい狙ねらいがあるからです。私が勝手に、このような想像をしても、問題はありますまい」

「噂うわさ通どおりの頭ず脳のうというわけか」

　苦笑いを浮かべるアレッサ。

「お褒ほめに預あずかり光栄です」

　皮肉って不ふ敵てきに笑うカルロ。のんびりと話している体力的余よ裕ゆうはない──それでも、アレッサに綽しやく々しやくとした笑えみを向け、けれど、鋭するどく強く畳たたみ掛かけた。

「陛下をサルバークへお送りするというお話になっているのではないかということを考えるに、シュラトスの頭脳としては、お受けするわけには参らないこと、ここでお伝え申し上げる。貴殿の好意を蔑ないがしろにするわけではないことは先に断ことわっておきましょう。カーレル皇帝陛下の命令に背そむくような行こう為いを今ここでなさるのは、早急すぎはしませんか？　我われらの帰国に、アレッサ殿がお力ちから添ぞえ下さったことが、カーレル皇帝陛下のお耳に届とどくようなことがあれば、貴殿もお困こまりになるはず。貴殿には、もっと慎しん重ちようであって欲ほしいと願うゆえの申し出です。幸いにも、我らがここに滞たい在ざいしていることをご存ぞん知じなのは、貴殿だけでありましょう。ならば、我らはここを急ぎ動く必要などありません。ご心配下さらずとも、我らはのんびりと祖そ国こくへ帰ります。陛下への無礼に関しては、ここで責せめ立てても仕方のないことゆえ、いずれ謝しや罪ざいしていただく。その前に、シュラトスとアレッサ殿との友好が深まり、取るに足らないことと、陛下自身がお許ゆるしになることもあるかもしれませんが」

　アレッサは鼻で笑い、肩かたをすくめた。

「では後にシュラトスへ使者を遣つかわす」

　踵きびすを返すと、唇くちびるを震わせ、部屋を出る。

　──何という頭のいい男だ……死に損ぞこないが！　アレッサは、扉の間と廊ろう下かで伸のびている二人の部下を叩たたき起こして帰って行った。

「カルロ。大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　カルロの汗あせを拭ふきながら、見上げるクリム。

「私は出すぎたことをしたか」

　カルロの声が震えている。体もだ。よくなっているわけではない……無理している……。

　威い圧あつするような彼の口調は、単に声を強く出すことで震えを隠したかったからだ……。

「ありがとうカルロ。カルロが来てくれてよかった」

「アレッサの野や郎ろう……」

　搾しぼり出すように言う。怒りの瞳ひとみ。こんなふうに感かん情じようを出すのを、クリムは初めて見た。続く言葉は──。

「クリム、大丈夫か」

　痛いたみを堪こらえているのか、潤うるんだカルロの瞳──クリムは、今まで一番優やさしい瞳で見つめられているような気がした。

「うん。カルロ、部屋に戻もどろう」

　クリムは、カルロに肩を貸かし、寝しん台だいへと連れて行く。

「近いうちにシュラトスへ帰ろう。バルシアまで乗り込んで来た目的は達した」

　クリムは、カルロを見つめた。目的を達したと言われても分からない。まだ目的のアウソーレに辿たどり着いていない。本来偵てい察さつすべき軍船も見ていない。

「歴史を変えてやる」

　その言葉の意味に、クリムの中で、忘わすれようとしていた不安が蘇よみがえった。カルロはやはり知っている。シュラトスの未来を……。

　言葉の真意を確たしかめようとしたけれど、クリムは、カルロの体重に押しつぶされて──けれど、しっかりとカルロを抱かかえ込みながら倒たおれた。きっと、朦もう朧ろうとした意い識しきの中で、強く思っているその言葉を言ってしまったのに違ちがいない。シュラトスを守るのに、歴史を変えなければならないということは──クリムは唇を嚙かみ締しめた。
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　一生分を楽しんだ──クリムはそう思った。カルロが死にそうになってからは、楽しいことだけではなかったけれど、それでも楽しかった──。もうすぐ、その旅も終わる。目的は達した、のだから。

　今、手元には、バルシアの海軍の主戦力となる新しい軍船の設せつ計けい図ずがある。持っていたのは、ナルブだ。大陸の東の果てで作られ、そこから盗ぬすみ出した技ぎ術じゆつ。セレオズの情じよう報ほう網もうは、強力だ。その技術をアレッサに売り込んだのが、ナルブだった。それが、彼らの闇やみ商しよう売ばい。ナルブは、そうしたことを含ふくめた様々な積み重ねによる見返りで、暗あん黙もくの下、迫はく害がいを受けずに済すんでいる。その軍船の設計図の写しが、ここにあるということは──。

　クリムは達成感に浸ひたっていた。設計図を手に入れたのも、交こう渉しようをしたのも、カルロだけれど。セレオズの有力者であるナルブ──セレオズが、カルロと、シュラトスと手を組んだのだ。

　明日には、この町を出て、船で海かい峡きようを渡わたり、シュラトスへ帰る。

『のんびりと祖国へ帰ります』

　カルロは、アレッサにそう言ったけれど、決してのんびりなどではなく、急ぎ手配し、急ぎ帰る、という感じだ。そして、手配したのも、ナルブと、彼の仲間だ。迫害されながらも生き残ってきた知ち恵えのある者たち。多くは商人として生き、ゆえに商船もたくさん保ほ有ゆうしている。その中の一いつ隻せきに紛まぎれ込んで、シュラトスへ向かう。

「ねぇ、どうして設計図を手に入れることが出来たの？」

　詳くわしいことは、まだ聞かされていなかった。いい土産みやげが出来たよ、と渡されただけ。

「またカルロお得意のはったり？」

「詐さ欺ぎ師しみたいに言うんだな……今度も法案が通らなければ、はったりになってしまうが」

　まるで『詐欺師』であることを認みとめるような発言をして微ほほ笑えんでから、説明する。

　ナルブに、匿かくまってもらい、国まで送ってもらい、さらにバルシアの軍事機き密みつ情報を提てい供きようしてもらい──では、その報ほう酬しゆう、返礼は何なのか。それは、カルロ自身の所しよ領りようだった。

「君が、ネロスを名乗るにあたって授さずけてくれた土地だ」

　カルロが与あたえられたのは中央の直ちよつ轄かつ領で、非ひ常じように支し配はい力りよくの強い土地だった。

　中央貴き族ぞくは、中央直轄領の支配を任まかされている。そこを、委い託たくされる形で治めているのが領主だ。この直轄領には、王家の所領もある。ここは、中央官かん吏りが、任にん期きごとに交代で領土を治めているが、彼らは「領主」とは呼よばれない。一方、シュラトス直轄地でないところでは、「領主」が中央に従したがっている──だが、どんな場合であれ、土地そのものは、正せい確かくには、シュラトス王家から預あずかっている、管理を任されているというだけで、そこに「所しよ有ゆう権けん」というものは存そん在ざいしない。土地の売買は許ゆるされていないのだ。土地はみな国家の財ざい産さんだ。けれど、ここに「所有権」という個こ人じんの財産権を認めようとしたのが、カルロだ。このことは、法ほう改かい革かく案あんの中にある。

「土地の一部の『所有権』との交こう換かんで、ナルブから、女王の安全と帰き還かん、そして軍事機密を手に入れた。つまり今回も、法として発はつ布ぷされないとなると、彼との契けい約やくは成り立たなくなってしまう。が、土地を売るにあたって、多た額がくの収しゆう入にゆうが領有貴族に入ってくるから、理り解かいを得られると確信している。所有権付きの土地として売買可か能のうなのは『三割わり』までという制せい限げんを設もうけている。その数字の安心さも手伝ってくれるだろう」

「カルロって強ごう引いんだよね……うん、強引だ……」

　そんなカルロを、クリムは、すごく頼たのもしいと思う。反はん乱らんを鎮ちん圧あつしに出向いた時もそうだった。すべて、約束した通りに事を運んでいる。今回のことも、必ずそうなるだろう。

「二千年後の世界では、セレオズは幻まぼろしの民たみだ。闇に生きた優ゆう秀しゆうな種族と言い伝えられてはいるが、その実じつ態たいは知られていない。セレオズのセレオズたる所以ゆえんが滅ほろびてゆくという時代の流れ──だとしたら、それが何な故ぜなのか。これからも続くであろうバルシアの迫害によって潰つぶれていったのか、これからシュラトスの地に移うつり住み、シュラトスが滅めつ亡ぼうしたゆえに滅んだのか。その真相は知らない」

　──二千年後の世界。歴史が語っている、これからの未来。

　カルロがそれを話してくれるようになったことを、クリムは嬉うれしく思う。これまで以上の絆きずなが築きずけたからこそと感じるからだ。こうして未来のことを話す前、クリムは、歴史を変えるって言ったこと、ちゃんと説明して──そう問いただした。

『ねぇ、カルロ。一人で抱え込こまないで。シュラトスは滅びるんでしょう？　バルシアに負けるのね。でも、カルロはそれを食い止めようとしている。分かっているのだから、隠かくさなくていい』

　カルロは観念したように静かに微笑むと、そうだなと頷うなずき、認めたのである。

『二千年後に残されている多くの歴史書が、シュラトス滅亡の年を、来年だと言っている』

　──ああ、やっぱり……でも来年なんてあまりにも早いね……。

　言われたその時は、絶ぜつ望ぼう的な気分になって何も言えなかったけれど──今は違ちがう……クリムは明るい未来を信じて言葉にする。

「カルロが手に入れてくれたこの設せつ計けい図ずがあれば……歴史は変わるよね……」

「変わるさ。というより、最初から来年が滅亡の年だというのが誤ご解かいなのかもしれない」

　歴史書は真実を語っているわけではない──史書を記した人間、記すように命じた人間や国の恣し意いで塗ぬり固められているものだ。

「この時代について書かれたものがあまりなくて、私は、ほとんど知らない。ただ、滅亡の年号だけが記録にあって……けれど、それが本当に正しいのか判はん断だんするだけの史料はない。たとえ年号が真実だったとしても、それは今から未来のことだ。私が歴史を変えてみせる。いや、共に変えよう、クリム。君の望みは……魔ま術じゆつにすがってまで願ったことは、外がい敵てきであるバルシアの脅きよう威いから国を守り、国の内部での災わざわいを消し去ること……外敵とも内敵とも戦い勝利する戦士を召しよう喚かんしたかったのだな？」

　──カルロは、ちゃんと分かってくれている……それは、カルロがいつでも見つめてくれていて、思いやってくれているということではないのか……。

　涙なみだが滲にじんで、カルロをよく見ることが出来なくなる。その通りだと、何度も頷いてみせた。共に変えよう──そう言ってくれたこともまた、嬉しくて胸むねが一いつ杯ぱいになる。

「君の願いは、私の願いだ……シュラトスを守ろう。設計図があるからといって、それだけでどうこうなるものではないが、君という女王がいるのに、そう簡かん単たんにシュラトスが滅亡などするものか。大だい丈じよう夫ぶだ、シュラトスの時代は、まだまだ続いていく──」

　クリムは、カルロがいてくれれば、未来は変わると思うことが出来た。カルロがいるからこそ、歴史は変わる──あまり未来を悲観せずにいられるのは彼がいるからだ。カルロが言うように、クリムエラという女王がいるからではなくて──。

　未来のことを一度話してからのカルロは、自分のいた時代の話や、その過か去この歴史、国の話、家族の話、自分のしてきたこと、何でも隠さず話すようになった。おもしろかったこと、悲しかったこと──。

『エルシアと別れてこっち来ちゃって、寂さびしい？』

『彼女は、私が殺した部下の愛あい妻さいだ』

　カルロがミオとエルシアのことを語ってくれたから、クリムは、胸の奥おくでつかえていたものから解放された。

　カルロは、起きている間のほとんどの時間を、そうして過すごし、クリムも、これまでのことをあれもこれもと話してきた──それは出会う前の時間も共に過ごしてきたようでもあって……。クリムは、にやけがちになってしまう顔を引き締しめるのが大変だった。カルロの顔色も少しずつではあるけれど、よくなっていたし、話している時の彼も同じように楽しんでいるのを感じて、嬉しい気持ちも増ましてゆくばかりだった。そして──一つの欲よく望ぼうに駆かられ、胸を焦こがすようになる。

「明日、船に乗るんだね。カルロ、また酔よう？」

「せいぜい酔っていない振ふりをして、君に笑われないようにするさ」

「カルロが、いつも私のことを笑うからお返し。カルロは、私のこと子こ供どもだと思っていつだって笑っているし、わがままを何でも許ゆるしてくれる。でも、笑われている方は、辛つらく思う時もあるのよ」

　言ってもいいのだろうか、好きだ、と。リーファンと婚こん約やくしたことも、辛くて辛くて、嫉しつ妬としているのだという気持ちを──婚約を解消しろとは言えないけれど。カルロはこれからリーファンのところに帰る──そして自分は女王に戻もどる──だから、今みたいにカルロと楽しんでいられるのは……きっとこれで最後……。好きだと言える時があるとしたら、今しかないような気がした。でも、好きだと告げれば、カルロは困こまるに違いない。それとも、やはり子供の戯ざれ言ごとだと笑うのだろうか。

「君のこと、子供だと思って笑っているわけでも、子供だからわがままを許しているわけでもない。君がわがままだとは思わないが、この程てい度どのことをわがままと言うのであれば、私はそのわがままを聞いたり叶かなえたりすることが嬉うれしくてならないからそうしている」

　何か特別な意味でもあるのか──クリムは確たしかめたかったけれど、期待する返事を得られるとは思えなくて、聞き返せずにいた。ただ、カルロが優やさしく微ほほ笑えんでくれていたから、クリムも微笑み返した。そしてカルロが何でも言うことを聞いてくれているという事実に突つき当たる──まるで神に願った従じゆう順じゆんな戦士そのもの……主君に忠ちゆう実じつで決して裏うら切ぎらず、思い通りに動いてくれる戦士そのものではないか……。

　主君の願いを自らの願いとし、それを遂とげようとしてくれているのも、国の平和を脅おびやかす内外のものを打ち砕くだこうと心血を注いで働いているのも、まさにカルロではないか──。

　シュラトスの滅めつ亡ぼうという未来をも打ち砕こうとしている。カルロが、明るい未来をもたらしてくれる──けれど、それはシュラトスの未来に関してのこと。カルロの未来は？　私の未来は？　今でも、カルロが召喚された戦士なのだとは思えないけれど、もしそうなら、私はいつかサブマルド神によって契けい約やく儀ぎ式しきの生いけ贄にえになり、カルロは役目を終えて未来へ帰ってしまうかもしれない──。神サブマルドによって運命が翻ほん弄ろうされてしまうような気がしてならない。私は死ぬのだからいいけれど、リーファンが悲しむことになる。そうじゃない……私が死ぬのだってよくない……カルロとずっと一いつ緒しよにいたい……。未来のことは分からない。でも今、カルロはここにいてくれていて──だから……今の時間を大切に……。

「カルロ、まだ話していていい？　やっぱりもう休んだ方がいいかな」

「いや、まだ君と話していたい……」

　彼らしい思いやりだとクリムは思った。もう少しだけ付き合ってね、カルロ……。
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「陛へい下か！　ネロス殿どの！」

　二人の帰き還かんに宮きゆう廷ていは歓かん喜きの色に包まれた。バルシアから帰還した二人の無事に胸をなでおろした者はごく一部──多くの者は、国内の視し察さつに出かけていたネロスの帰還と、病に臥ふせっていた女王の、ネロスを出で迎むかえに行った元気な姿すがたに安堵している。

　視察がそれほどに苦しいものだったのか、一体何があったのか──まさに満まん身しん創そう痍いといった姿で歩くカルロに、自然と視線は集まった。右足を引きずり、左ひだり腕うでを首から吊つるし、右の手で杖つえをついて歩いてはいるが、女王が支ささえていなければまともに歩ける様子もない。

　今一番彼を苦しめているのが、実は船ふな酔よいだということを知っているのは、クリムだけだ。部屋に連れて行きカルロを横にさせるとクリムは、労ねぎらいの言葉を向けた。

「おまえは約束通り、私を無事、連れ帰ってくれた。今度こそゆっくり休め。よいな」

　クリムは、カルロの部屋を出ると、そこにリーファンがいた。

「あとで、カルロの様子を見に行ってやれ」

「はい。クリム様はこれから……」

「大臣たちを集めよ。ネロスに代わって報ほう告こくすべきことが山とある。だがその前に、ダルターニだけ、執しつ務む室しつへ呼よべ」

　リーファンが驚おどろいたように自分を見ていることに気づくが、クリムは無視することにして歩き出した──どうせリーファンは、突とつ然ぜんの真ま面じ目めな態たい度どに面めん食くらっているのだ……。

　──クリム様がご立りつ派ぱにおなりになってお帰りあそばした……。

　リーファンは、どんなに言っても女王らしい女王にならなかった彼女が、女王になって帰ってきたことに、感かん激げきした──と同時に、自分には出来なかったそれを、カルロ・ネロスがやり遂げたことに、嫉しつ妬とを覚えずにはいられなかった。付き合いの長さなら比くらべものにならないというのに、彼女の心との距きよ離りは、彼の方がずっと近いようだ──いや、近いというより、もはや同じところにあるのではないだろうか。それはつまり……。思わぬ胸むねの痛いたみにリーファンは戸と惑まどった──クリム様がご立派になられて、嬉うれしいはずなのに……。

　クリムに命じられた通り、リーファンは大臣たちに召しよう集しゆうをかけ、ダルターニを連れて執務室へと行く。そこでクリムは、ダルターニに、ガルフィのことを報ほう告こくさせた。ダルターニは、ガルフィがカーレル皇こう帝ていと通じている現げん場ばを押おさえ、ガルフィを投とう獄ごくすることに成功していた。今は、拷ごう問もんによって、ガルフィの自白を得ようとしているところ。彼はまだ何も語っていないという──それならば……。

　クリムは、リーファンとダルターニと共に、ガルフィのいる地ち下か牢ろうへと行った。ガルフィは、拷問室で取調べを受けているところだった。リーファンが震ふるえ、拷問室に足を踏ふみ入れたがらないのを見て、クリムが笑う──女らしいね……美しく平和に育ったお嬢じよう様さまには、耐たえられない光景に違ちがいなかった。両親がいて弟がいて──あの頃ころの自分だったら、やっぱり拷問室などには入れなかっただろうとクリムは思う。カルロの看かん病びようをしているようにリーファンに言うと、彼女は、ほっとした表ひよう情じようをして足早にいなくなった。

　クリムは、ガルフィを見た。鉄の輪が、ガルフィの胸を押さえつけている。その鉄の輪に取り付けられている紐ひもが四方に伸のび、彼を空中で静止させていた。尻しりを突つき出すような格かつ好こうで宙ちゆうに浮ういている彼の両足首は、棒ぼうに括くくられ、股またを開いた形になっていて、両手も棒で固定されている。そんな彼の下には、四し角かく錐すいの形をした先せん端たんの尖とがった鉄があり、少しでも筋きん肉にくの力を抜ぬこうものなら、尖せん頭とうが陰いん茎けいに当たるように調整されていた。

　この拷問方法は、拷問官にとっては楽な方法となっている。気を抜いても、死ぬことはないからだ。もっと辛つらい拷問になると、死の危き険けんが伴ともなうため、拷問官も気を抜けない。自白させるのが、拷問の目的であり、死なせることは、拷問官にとって不ふ名めい誉よなこととなる。拷問官は、専せん門もん性せいの高い上級官かん吏り──厳きびしい守しゆ秘ひ義ぎ務むも課せられている。

「ガルフィ。元気そうだな」

　聞くことのないはずだったその声に驚いて、彼は顔を上げた。

「生きている私に会えて、そんなに嬉しいか」

　信じられないものでも見ているかのようだ。口をぱくぱくさせている。

「私の暗殺には失敗したのだ。残念だったな」

　まだ、ぱくぱくとするばかりだ。

「弟を毒殺したのもおまえだな」

　無む視しするように頭を下げるガルフィ。

「何な故ぜ黙だまっておるのだ。どんなに時を待ってもおまえの天下はやってこない。おまえにはもう、真実を話して共きよう謀ぼう者しやを道連れにすることくらいしか出来ないのだ」

　クリムは、壁かべに立てかけてある棒を手にした。ガルフィを棒で一度、思い切り打つ。ガルフィの悲鳴。クリムに打たれた痛みに加え、陰茎に鉄の尖せん頭とうが突き刺ささった痛みが、彼を苦しめた。筋肉の疲ひ労ろうも、痛みを感じやすくさせている。

「ご老体には、さぞかし堪こたえているであろう」

　クリムが静かに笑って言う──憐あわれなり、ガルフィ、と。

　二度目を打つことはせず、強く握にぎっていた棒を床ゆかに転がす。金きん属ぞく音おんが部屋に響ひびいた。

「おまえを排はい除じよし、我われらは一体となりバルシアに立ち向かう。敵てき国こくの情じよう報ほうを持ち帰り、秘ひ策さくを手にした私を、みなが喜んで迎むかえてくれている。尊そん敬けいを捧ささげられる女王というのも、なかなかよいものだ。みなネロスのお陰かげだ。今回のネロスの働きに対して恩おん賞しようも用意しないといけないな。おまえの所しよ領りようはすべてネロスのものだ。ガルフィ一族は僻へき地ちにて幽ゆう閉へいする。そこで一族みな滅ほろぶがいい。女王からの最後の命令だ」

　身を翻ひるがえすクリムに、ダルターニも続く。クリムは、大臣たちの待つ部屋へ向かった。ガルフィに「尊敬を捧げられる女王」と言ったのは、追い詰つめて口を割わらせるため。尊敬を得られるなど考えてもいなかった。が、それは現げん実じつとなる──。

　軍船の設せつ計けい図ずを示しめし、女王が、力強い弁べんで今後の展望を語った時は、みな圧あつ倒とうされて、女王から目を離はなせなくなった──そこには、敬意の念が、確たしかに存そん在ざいした。

　クリムの語ったことはこうだ──。

　直ちに、この設計図通りに、我わが国でも造ぞう船せんを開始する。昼夜を問わず、交こう代たい制せいで作業をし、通つう常じようの工期の四分の一から五分の一で完成させること。それが出来なかった時は、給料を支し払はらえないが、完成した折には、通常の給料の四倍から五倍を出すことを契けい約やくする。競きよう争そうによる意い欲よくを高めるため、複ふく数すうの船を同時に作らせる。最も早く完かん璧ぺきに作り上げたところには、さらに特別報ほう酬しようを与あたえる。これを基き本ほんとして、専門家を交えて、三日以内に、計画表を作成すること。その計画に基もとづき、十日以内には、作業に入れるよう、人員を募ぼ集しゆう、相そう応おうの人数を集めること。大量の資し材ざいの確かく保ほに関しては、セレオズの商人が資材の調達に既すでに入っているから、滞とどこおりなく連れん携けいすること。

「セレオズの情報収しゆう集しゆう能のう力りよく、伝達能力は、非常に優すぐれている。セレオズ同士の繫つながりも深く、情報網もうや物の流通経けい路ろがしっかりと構こう築ちくされている。今回の軍船の建造に関しても、資材調達の問題があったが、セレオズがそれを解かい決けつしてくれた。私はセレオズをこのシュラトスに招まねきたい。知っての通り、セレオズは、バルシアで弾だん圧あつされている異い教きよう徒とだ。だが、このシュラトスは、元々多民族国家。民族間の差別や紛ふん争そうの問題は、いまだに頭の痛いたいところではあるが、ネロスの法案によって解決の糸口は見えている。シュラトスが、多民族によって成り立っていることは紛れもない事実だ。ここでセレオズを受け入れ、ネロスの法を実行することで、彼らを差別することなく治めることは、我らリアトス人以外の民族に、発はつ布ぷされた法が偽いつわりではないのだという安心を与えることにもなるだろう。さらに、シュラトスは多神教国である。セレの神が加わっても、仲良くやっていけよう」

　反対はあるまい──と一同を見み渡わたすクリムを、みなが息を吞んで見つめる。女王の隣となりにカルロやリーファンがいないことがまた、彼らを黙らせていた。女王が一人で発している言葉だ。その裏うらでカルロの入れ知ぢ恵えがあるにせよ、女王が本物の女王となって帰国したことには違ちがいない。驚おどろきのあまり言葉も出ない。

　さらに、クリムは畳たたみ掛かける。いまだに揉もめていて決定されない事案──それを掲かかげては強い口調で諭さとし、論ろん理りを推おし進めて法案を通つう過かさせた。クリムの言葉は、みなカルロの受け売りだったが、やはりそこは、カルロが言うのと女王が言うのとでは、大臣たちに与える威い圧あつ感に違いが出る。夜が更ふけるまで、クリムを中心に、いくつもの取り決め、あるいは取り決めたことを進めるための担たん当とうなどが、次々と捌さばかれていく。

　こんなに充じゆう実じつした話し合いがなされたのは初めてだね──クリムは深しん呼こ吸きゆうをした。

「遅おそくまで悪かった。忙いそがしくなって大変だと思うが、協力してくれ。疲つかれたであろう。ゆっくりと休め。部屋に酒でも届とどけさせよう。明日もまた集まってもらうが、よろしく頼たのむ」

　クリムの労いたわりの言葉に、みな、深々と敬けい礼れいをする。涙なみだを流す者もいた。

　解散後、クリムは、外で待っていた女官を引き連れて、カルロの部屋へ行こうとした。そうして自室を通り越こした時だった。陛へい下かと呼よぶ声に振ふり返る。ダルターニが走ってくる。

「ガルフィ殿どのがかなり詳くわしく自じ供きようを始めたそうです。現げん在ざいも続いておりますので、詳しよう細さいは、明日、まとめてご報告に上がります」

　クリムは、そうか、とだけ答えた。早く聞きたい気持ちはあったが、疲れていたので、そういう気分になれなかった。内ない容ようは、耳を塞ふさぎたくなるようなものに決まっているのだから。それよりも、カルロの姿すがたを見た方が、どれだけいいだろう。

　カルロの部屋の前で警けい護ごしている兵に訊たずねると、中にはまだリーファンがいるという──クリムの足が止まる。胸むねが痛い──今、カルロは眠ねむっているのだろうか、リーファンに手を握られて……それとも、起きてリーファンと話をしているのだろうか──見たくなどなかった。クリムは部屋で眠ることにした。
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「ネロス様、どうかお戻もどり下さい。ネロス様！　どうか！」

　さっさと着き替がえて部屋を出て行くカルロを必死で止めようとするリーファン。力ずくで寝ね床どこに押し留とどめるわけにもいかず、ただただ言葉で願うしかなかった。

　騒さわぎに気づいてクリムは、部屋から出て様子を窺うかがった。カルロは、既すでにクリムの部屋の前を通り越して行ってしまっている。

「カルロ。止まれ」

　クリムの声には反はん応のうして立ち止まり、カルロは痛みを堪こらえて跪ひざまずいた。

「何をしているのだ。おまえには長期の休きゆう暇かを与あたえた。ゆっくり寝ていられないのか」

「帰国の挨あい拶さつをするだけのことです、陛下」

「誰だれに……」

「これからオルガート殿を訪ねるところです。陛下にお願いがございます。私の看かん病びようで、リーファンは一いつ睡すいもしておりません。これから部屋で休むよう、どうか彼女にお言葉を」

　リーファンを思いやるカルロの態たい度どに触ふれて、クリムは泣きたくなった。本当は、そうではなかったのだが、クリムには分からない。

「リーファン。部屋で休め」

「私なら、休まずとも大だい丈じよう夫ぶです」

「口くち応ごたえするのか」

「……いいえ。ありがとうございます」

　それでもカルロに付き添そおうとする彼女に、

「リーファン。陛下のお心こころ遣づかいだ」

　リーファンは、涙を浮うかべて頷うなずき、自室へと帰る。二人に、一いつ緒しよになって遠ざけられた気分だった。けれど、代わりに付き添おうとしたクリムも、カルロは拒こばんだ。そんな会話が背せ中なかの方で微かすかに聞こえ、リーファンは少し安心した。

　カルロは一人で、オルガートのところへと行った。同行者がいては困こまるのだ。

　彼はまだ医い務む室しつへは出しゆつ勤きんしておらず、同じ王宮内にある彼の私し室しつを訪ねた。オルガートはまだ眠っていた。応おう接せつ室しつでしばらく待っていると、彼が奥おくの部屋から出てきた。

「本当にネロス殿でしたか……私が往おう診しんに伺うことになっていたはず。その体で何をお考えになっているのです！　もっとご自分の体を大事になされよ！」

　最初寝ね惚ぼけた様子だったのだが、次し第だいに口調が速くなる。

「のんびり休んでいるわけにもいかない事じ情じようが出来ましてね。お話ししたいことが」

　深しん刻こくな顔つきになるカルロを見て、オルガートは緊きん張ちようした。来るべき時が来たか──ガルフィが拷ごう問もんを受けているその経けい緯いを大臣の一人に聞いてから、いつかこの時が来ると思っていた。ガルフィの容よう疑ぎは、バルシアに通じて女王とネロスの暗殺を企くわだてた、というもの。バルシアの密みつ使しとの面会の現げん場ばを押さえられたガルフィは、内通の現げん行こう犯はんで地下牢ろう獄ごくに連れて行かれたという。証しよう拠この密書も押おう収しゆうされているらしい。彼を拷問しなければならないとしたら、内通以外のことだ。すべてを知られていることを確かく信しんした──。
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　オルガートのところから、地下牢獄へ行き、ガルフィ及および拷問官と直ちよく接せつ話をしたカルロは、そこで取調べに参加していたダルターニと共に、王宮とはだいぶ離はなれたところにある、リーファンの父が勤きん務むしているところまで出向いた。

「ご令れい嬢じようとの婚こん約やくを解かい消しようしていただきたい」

　突とつ然ぜんのカルロの一方的な物言いに、コーカスが面めん食くらう。次し第だいに青あお筋すじを立てて、カルロを睨にらむコーカス。カルロは冷れい笑しようして、言い放った。

「地に落ちたコーカスの名など、もはや足あし枷かせにしかならない。縁えんを断たち切りたい」

　挑ちよう発はつ的なカルロの態たい度ど──怪我人とは思えない威い圧あつ感。だが、万が一、コーカスが怒いかりに任まかせて摑つかみかかろうものなら、その場で気き絶ぜつしかねない病びよう状じようにある──ダルターニは、コーカスから彼を守るために、随ずい分ぶんと神しん経けいを払はらわなければならなかった。

「王位にある者と王位継けい承しよう者しや。二人も殺した貴き殿でんを、義ち父ちと呼よぶのは気が進みませんので」

　コーカスの目が見開かれ、顔色がまた変わった。

　──もっと早く気づくべきだった……。カルロは、ガルフィの口からコーカスの名が出てくるまで、そんな可か能のう性せいなど、まるで考えていなかった。コーカスの名を聞いて初めて、彼の娘むすめを思う気持ちと一連の経けい過かが一気に繫つながった。それまで彼を、リーファンの父を信じきっていた。いや、暗殺をしたのが彼であっても、それで信じられない男と判はん断だんしようというわけではない。優すぐれた政せい治じ家かや役人は、時に悪に染そまらねばならない時もある──コーカスを優ゆう秀しゆうな男として認みとめよう──少なくともこれまでならそう思っていたに違ちがいない。以前なら、目的のために彼を許ゆるし、手を組み続けていただろう。けれど……。

　──今の私には、許すことなんて出来ない……。暗殺した相手はクリムの父と弟だ。彼女の大切なものを奪うばった男を、許せようはずがない。そう、彼女の父親までもが殺されていた……。だが──いつから、許せないと思うようになったのだろうか……。

「弟君の時は、即そつ効こう性せいのある毒が使用された。ゆえに毒殺だと大おお騒さわぎになったが、前国王崩ほう御ぎよの折は、病死と診しん断だんされた。病びよう症しよう録ろくを見ても、実じつ際さい、見事に病状が出ている。前王が臥ふせられた時、オルガート殿どのを班はん長ちように、医い療りよう班を組んで治療にあたっていた。他の医い師しが気づいていないところを見ると、やはりオルガート殿が巧たくみに毒薬を扱あつかっていたとしか思えません。前国王の毒殺に使ったものは、素人しろうとには扱えない代しろ物ものです」

　カルロは、自分がジェイオンに盛もり続けていた薬のことを思った。それと同じような毒を、この辺りに生息する植物から抽出することが出来る。

「そして、二つの暗殺を裏うらで命じていたのが、貴殿だ。その職しよつ権けんを濫らん用ようして、医療品の購こう入にゆう金きん額がくを改かい竄ざんしていましたね。それによってオルガート殿は不正に金を得ていた」

　弟君暗殺に加か担たんしていることを予よ測そくしていながら、今までオルガートを許し、手を組んできたのは、脅おどされていただけと思っていたからか？　カルロは自問した。主犯と睨んでいたガルフィから、この時、彼は何の見返りも受けていない──それを理由に許していたのか？　それは違う──医師としての彼の技ぎ術じゆつが、暗殺に利用されていることに、同どう情じようしたからだ。それは、自分がジェイオンに対してしでかしたことを医師としての立場のせいにしようという、自分自身の逃にげに他ほかならない。

　──私は、いつでも逃げてきた。

　部下が自分の命令で死んでいけば、それは神が彼に与あたえた運命だと思い、自分の命令で死んでいった敵てき兵へいの命も、自分が直接手をかけて死んでいった命も、みなそれが神の決めたことだ、と──自分が生き残っているのは、神に選ばれた人間だからだ、と──そう思うことで、自分の行こう為いを、みな「神」のせいにしていた。何もかも責せき任にん転てん嫁かしてきたのだ。

　──私はもう逃げない。

　人を殺しているのは、紛まぎれもなくこの私だ──ジェイオンに毒を盛ったのも私だ──医学の知ち識しきをルシドに利用されたからなんかではなく、自分の意思でやったことだ。

「弟君の暗殺に、即効性のある毒を選んだのは、即そく位い前に手っ取り早く片かた付づけてしまいたかったからですか。それともガルフィという扱いやすい捨すて駒ごまをちょうど見つけたからですか。あるいは、国王の死が不ふ審しんがられることのないよう、弟君の死には毒殺を強く印象づけようとして即効性のものを選んだのか。いずれにしても貴殿の指し示じだったのでしょう」

　ガルフィの背はい後ごにコーカスがいた。何な故ぜコーカスが？　そう思った時、前王の死に関して不審を抱いだかずにはいられなくなった。調べた結果がこれだ──。

「私はただリーファンに活かつ躍やくの場を与えたかっただけなのだ……」

　やはりそうか、とカルロは思う。

「前王は、娘の才さい能のうを認めながら、女性というだけで、政治の場に出ることを許さなかった。今のように、大臣たちと席を同じくして意見することなど、あり得なかったのです。学者たちの集まりに呼ばれ、意見を求められることはあったとしても。女というだけで軽かろんじられる娘が不ふ憫びんで……」

　力を、思いを込こめるコーカスの言葉を、カルロは容よう赦しやなく遮さえぎった。

「女性蔑べつ視しの風ふう潮ちようには賛さん同どうしかねるが、彼女を不憫と思うのは、貴殿の自意識過か剰じようというものでしょう。彼女は、活躍して目立つことを望んでいたわけではない。ただ陛下が立りつ派ぱに務つとめを果たすことだけを願い、陛下の側近としての立場を弁わきまえて行動をしてきました。出来ることは何かを的てき確かくに考えて。貴殿がどうこうしなくても彼女は立派にやっています」

「それでも、娘の晴れやかな姿を見たいと願うのが親です。いいえ、それはきっと貴殿の仰おつしやるように、自意識の問題かもしれない……私はずっと、リーファンが男に生まれるべきだと思い、息子むすこであればと思ってきました。ことあるごとにそれが悔くやまれてならなかった。娘が大臣として活躍することを期待した──そうなった時、これまでの悔くやしさから私自身が解とき放たれるとでも思っていたのでしょう。身勝手な親とお笑い下さい」

「だとしても、娘を思う気持ちを盾たてに、陛へい下かに、そして弟君にまで暗殺の手を広げたのは、どういうことなのです？　リーファンを大臣にしたいと思うのに、前王はあるいは邪じや魔まな存そん在ざいだったのかもしれない。けれど……」

「どうしても、クリムエラ様に王となっていただきたかった……。弟君が王になられたのでは、その側近が力を持つことになる……。クリムエラ女王の治世になりさえすれば、娘の立場も一変すると思っていました。だから、ガルフィがカーレル皇こう帝ていと通じて弟君を暗殺しようとしていることを知り、彼を利用しようと接せつ触しよくして知ち恵えを貸かした。彼はいずれクリムエラ様をも殺し、カーレル皇帝の力で自分が王位に就つく気でいた。クリムエラ様を殺そうとする点は許せなかったが、弟君に、即位前に消えてもらいたいという点では利害関係が一いつ致ちした。喪もに服す期間、正式に即位は出来ない。が、ここで弟君に即位されたら、クリムエラ様の即位がまた遠のくことになる。それでガルフィには、即効性の毒を渡わたしました。喪が明けて即位するのはクリムエラ様だ……王の側近とあれば、今度こそ娘も政せい治じの場に立てる……クリムエラ様も同じ女性だから、娘を重んじるはずだ……そう思っていました。ですが、話し合いの場には出られても、立場は何も変わらなかった……」

「それは、陛下がリーファンを軽んじたわけではない。リーファンが出て行かなかっただけです。陛下は、彼女が政治の大おお舞ぶ台たいで活躍できるような機会を与えてこなかったし、大臣にしようともしなかったが、それは彼女を混こん迷めいする政治の世界から、汚きたないことの横おう行こうする日にち常じようから守りたいと思っていたからだ。そんな気き遣づかいをなさるクリムエラ女王陛下のことも恨うらんでいたのですか。それでバルシアに連れん絡らくして暗殺しようと？」

「ち、違ちがいます。陛下を暗殺しようなどと考えたことはない……いいえ、そうではないのかもしれない……私は、陛下は死んでも、貴き殿でんさえ帰ってくればいいと思っていた……」

　コーカスは疲つかれきった顔で、深い息を吐ついた。

「ガルフィがいくら、ネロス殿どのという密みつ偵ていの存在をバルシアに教えたところで、ネロス殿本人を特定するのは難むずかしい。貴殿がそのような失敗をするはずもない。そう思っていた。だが、女王がバルシアへ向かったことを知ったガルフィが、この時ぞとばかりに動き出した時には、ひどく焦あせりました。娘の婚こん約やくが決まって以来、私はずっと満足していた──貴殿がシュラトスの中心となる人物であることは明らか──どう転ぼうと、妻つまである娘は安あん泰たいだ。何よりも貴殿が、娘の才能を誰よりも分かって重んじて下さっているだけで、私の心は穏おだやかでした。娘の真しん価かをこんなにも理り解かいしてくれる人がいる……娘にとっても私にとっても、貴殿はなくてはならない存在。私はすぐにガルフィを止めました。だが結局……野望に負けたのです。貴殿という養子に恵めぐまれた……それが、王おう座ざへの欲よくを生んだ。陛下が亡なくなれば、一体誰がこのシュラトス王家を引き継つぐのか。貴殿以外には考えられないし、コーカス家の力で貴殿を推おし上げることが出来ると計算していた……だから、貴殿だけは殺さぬようにとガルフィに言い、彼もそれを受け入れ、バルシアに書しよ簡かんを……」















「コーカス殿の判はん断だんとは思えませんね。私だけを生かす？　バルシアがそれで素す直なおに応おうじるわけがない。たまたま矢が当たって死んだでも、何とでも言い訳わけのしようがある。バルシアはバルシアの事じ情じようで動いているんだ。ガルフィだって踊おどらされているだけでしょう」

「……いいえ、ネロス殿。私の判断が間違っていたとしたら、それは別のところでだ……私は、貴殿なら、一人で無事に帰ってくると思っていました……女王が無む傷きずで、貴殿が重傷で……少なくとも私には想そう像ぞうできないことでした。私は、帰き還かんした貴殿に王位についていただく心づもりで準じゆん備びしていたのです」

　思わぬ言葉に、カルロは息がつまり、何も言えなくなった。クリムに生しよう涯がい仕えると決めた時も、それは主君をクリムとして忠ちゆう誠せいを誓ちかい、彼女の側近としてシュラトスの統とう治ちに携たずさわって、国家のために生きることを決めたのであって、基き本ほん的にイリアーラでの自分と変わってなかったのだ──人心を操あやつり、思い通りに動かして、望む結果を得る。それは、イリアーラの時のように、出世や名めい誉よのためにしてきたことではなく、国や主君のためにしてきたことではあるのだけれど……。

　このシュラトスで出世など望んでいなかった。目指すべき地位もなかった。それこそコーカスが睨にらんでいたように、王位を狙ねらうくらいしか高みはないのだから……だからこそ彼は、そうするであろう行動を読んでいた──そういう人間に思われていたということだ。

　なるほどな……。シュラトスを祖そ国こくとすると決めたところで、仕える主君と国家が代わったに過すぎなかったのだ。本当に自分が変わったのは、クリムと旅をしている時だったのかもしれない──バルシアへ行く前の自分だったら、主君であるクリムの父と弟の暗殺に関かん与よしている者であっても、何らかの利用価か値ちがあると判断すれば、暗殺の罪つみには目を瞑つぶっていたに違いないのだから……。

「国を強くしたいと願う同どう志しとして、貴殿もオルガート殿も力を貸して下さった。何の力もない私に。そのことは感かん謝しや申し上げる……しかし……」

　心しん痛つうに歪ゆがんでゆく顔を、カルロはどうにかして、無む表ひよう情じように装よそおおうとした。そして──。

「リーファン・コーカス個こ人じんの所しよ領りよう以外、代々のコーカス家の所領はすべて王家が召めし上げます。正せい確かくには、コーカス家から王家への自主返へん還かんという形をとっていただく。代わりに、隠いん遁とんの地と生活、安全を保ほ障しようする。リーファンには、これまで通り陛下の側近として仕えていただく。貴殿のかくも恐おそるべき犯はん行こうを、彼女に伝えることはなりません」

　リーファンに知られないようにするためには、また、彼女がこれまで通り、クリムの側近として仕えられるようにするためには、コーカスの犯行を隠いん蔽ぺいしなければならなかった。

　前王の暗殺については闇やみに葬ほうむり、このまま病死したということにしておく──そのためには、念には念を入れて、当時のコーカスとオルガートの接せつ点てんを隠かくす必要がある。弟君暗殺のみ、犯人を挙げればいい。犯人はガルフィ一人で十分だ。代わりに、コーカスが長年に亘わたって行なってきた書類改かい竄ざんによる横領・背はい任にん──今まで目を瞑ってきた彼の不正──の罪を問う。もちろん、オルガートとは繫つながらない部分に限かぎっての罪だ。調ちよう査さを経へて、コーカスはいずれ逮たい捕ほされることになるが、所領をみな王家に返すことで免めん罪ざいとし、一族共に隠遁生活に入る、という流れを辿たどることが、カルロの組み立てた筋すじ書がきだった。オルガートに関しても、ガルフィに脅おどされて弟君暗殺のための毒を用意したことに関してのみを自白し、都から遠く離はなれた地に隠いん居きよする手て筈はずになっている。

「私は貴殿らを、どうしても許ゆるせなくなってしまった……」

　カルロは、ますます重くなっていく頭を抱かかえた。考えることさえ疲つかれてくるようだった。

　コーカスは、娘リーファンの地位を守るため、カルロの提てい案あんに頷うなずかざるを得なくなる。脱だつ力りよくし、すべてカルロに任まかせると口にした。婚約解消も仕方のないこと──但ただし、リーファンの地位だけは、必ずや守ってくれ、と彼はそれだけを何度も念を押おした。

　カルロは、沈しずみそうな体をもがくように起こし、歩き出した。コーカスの執しつ務む室しつを出たところで、

「ダルターニ……」

　名を呼よび、彼を見ると、カルロは儚はかなげな笑えみを浮うかべた。杖つえをつき歩き出す。

「これからどちらへ？　部屋へお戻もどりになりますよね、もちろん」

　ダルターニは不安になって言った。ここで彼が無理して万が一のことにでもなれば、さらに混こん乱らんが起こる。下げ賤せんの者だと、カルロ・ネロスは蔑さげすまれてきたが、今では、みなの深い信しん頼らいと期待を集めている。みなが心の中で抱いているカルロ・ネロスへの気持ちを、昨日はわざわざ口にして頷き合っていたのを、ダルターニは見ていた。大臣たちの間では、女王の急変に驚おどろき、あのリーファン・コーカスでも成せなかったことを、カルロ・ネロスが成し、女王を更こう生せいさせたと讃たたえ、その女王を二百人以上の敵てき部ぶ隊たいから守り切って生還したことを讃え、みな昂こう揚ようしていたのだ。暗殺事じ件けんのことを知らない者たちでさえ、カルロの負ふ傷しようを見て、名誉の負傷に違ちがいないと言っているほどである。

　それに──。ダルターニにとって、カルロ・ネロスは大事な師しであり友だった。

「ダルターニ……」

「はい」

「私が信頼した者たちは、いつしか信頼できぬ者へと変わっていく。私が勝手なのだろうか。私の一人よがりなのだろうか。私に人を見み抜ぬく力が足りないのだろうか。君もいつか……そうなってしまうのだろうか……」

　弱々しいその口調に、ダルターニの胸むねが苦しくなった。ネロスの瞳ひとみから涙なみだが溢あふれていた。ダルターニは咽むせんで言う。

「そんなことありません！」

　言って、カルロより激はげしく泣き出した。

「ネロス殿どの、何を弱気になっているのです！　とにかく早く元気になって、いつものネロス殿になって下さい」

　カルロが、ダルターニを見て微ほほ笑えむ。

「いつもの私……か。それはさぞかし自信過か剰じようで傲ごう慢まんで、嫌いや味みな奴やつなのだろうな」

　自じ嘲ちよう的に笑い、カルロは手巾ハンカチを出し、ダルターニに渡わたす。

「私のために泣くなどもったいない」

　──どうしてそんなふうに言うのだろう。ダルターニはますます悲しくなって泣き続けた。周囲の視し線せんに気づいていたけれど、ダルターニは込み上げてくる苦しさに、涙を止めることが出来なかった。
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　コーカスの執しつ務む室しつからカルロの部屋まで、かなり遠い。途と中ちゆうから自力で歩けなくなったカルロを、ダルターニは、寝しん台だいまで連れていった──肉体的にも精せい神しん的にも相当疲つかれているのだろうと心配する。顔色も明らかに悪い。この体で朝から働き詰づめだ。昨さく晩ばん、女王にガルフィが弟君暗殺の件を認みとめたことを報ほう告こくしようとした──その後、再ふたたび足を運んだ拷ごう問もん室しつで、コーカスの名を聞くことになった。対たい応おうに困こまって彼の部屋を訪たずねると、そこにリーファン・コーカスがいて慌あわてたが、彼がすぐに彼女を部屋から出した。コーカスのことを報告し、相談した。結果、こうして彼に無理をさせることになってしまったのだが、彼でないと事をうまく運ぶことは出来ない。頼たよれるのは、彼しかいないのだ。

　ダルターニは、早く休んで欲ほしいと思いながらも、どうしても知りたいことを訊たずねた。

「あの……どうして陛へい下かに、コーカス殿とオルガート殿のことを言わないのですか」

　弟君暗殺の黒くろ幕まくとしてコーカスの名が出た──暗殺の真相を知っている二人の拷問官に、カルロは、陛下に対しても真実を漏ろう洩えいすることはならないと強く言い渡した。今をときめくカルロ・ネロスの言葉だ。拷問官たちも、逆さからえるはずもない。そんな彼と言葉を交かわせて喜んだ拷問官たちは、彼から直々に、特別給金が与あたえられることになってなお興こう奮ふんすると、漏洩は拷問官の恥はじだからあり得ないと、秘ひ密みつ厳げん守しゆを固く誓ちかったのである。

「混乱を避さけるためですか？　でも陛下にお伝えすることに、問題はないのでは……」

　リーファンは父親のしてきたことを何も知らないから──知らないままで、クリムに仕えて欲しいというのが、カルロの思いだ。国王暗殺や弟君暗殺をコーカスが行なったとなれば、知らなかったでは済すまされない。彼女の進しん退たい問題にもなる。そうなった時、誰だれが一番傷きずつくか──彼女もだが、クリムが辛つらい思いをすることになる。最も信頼し、常つねに傍そばに置いてきた彼女の家族が、父と弟を殺害したのだ。リーファンが罪つみを負う結果にでもなれば、クリムにとっては、彼女が大事な家族を奪うばったことと同じことになってしまう──。

『人間って、本当はいい人ばかりなんだね』

　バルシアで旅をする中、そんなふうに言って心から笑え顔がおを見せてくれた彼女の心は、きっとまた傷つき、人を信じられなくなってしまうのではないだろうか──カルロはそれを案じた。人に裏うら切ぎられた時の引きちぎられるような絶ぜつ望ぼう的な感覚を、クリムには味わって欲しくない。女王を、クリムを守るということは、その体を守ることだけではない。心も守ってこそ、使命を果たせるというものだ。それはひどく難むずかしいことだけれど……。

　カルロが選んだ道は、クリムに父の死の真相を隠かくすこと。クリムにとって、それは一番望まないことだということは、カルロも承しよう知ちしていた。何でも話して欲しいというのが彼女の願い。だから、この選せん択たくが、彼女の心を守ることにはならないかもしれない──それでも、リーファンが咎とがめられれば、必然的にクリムは、腹ふく心しんに裏切られたことになる。それでは、クリムの面目だけでなく、心までも潰つぶれてしまうだろう。

「陛下には、リーファンが必要だからだ。私がいつまでも陛下の傍にいられるとは……」

　ダルターニの前で、カルロはそう口走ってしまっていた。頭の先から足の先まで、これでもかというほどに付きまとっている痛いたみと熱さに、意い識しきも混こん濁だくしてきていた。

「どういうことですか……」

　ダルターニは肩かたで泣いた──。目の前の友が、今にも死んでしまいそうで。この体で帰国したのも無む謀ぼうだというのに、一晩ばん明ければ、この働きようである。自分が相談してしまったことで、余よ計けいに命を縮ちぢめさせたように思えてならない。深い自じ責せきの念に襲おそわれた。

「深い意味はない。私の体のことなら大だい丈じよう夫ぶだ。そんなに私を殺したいのか」

　カルロが声を出して笑う。

「……私の力が至いたらないばかりにご苦労おかけします」

「頼られているうちが花だ。気にするな。陛下に召しよう集しゆうをかけられているのだろう。私に付き合っていたせいで遅ち刻こくだな。行きながら、リーファンを呼よんでくれないか」

　ダルターニは不安げな表ひよう情じようをして何かを言いかけたが、これ以上の負ふ担たんはかけまいと、返事だけをして出て行く。

　カルロは、すまない、とダルターニの背せ中なかに謝あやまった。彼には余計な心労をかけてしまった。いつまでも陛下の傍にいられるとは限かぎらない──それは、死を予感していたのではない。ひょっこり死にそうな感じがしないでもないが、それよりも強く感じるのは、眠ねむってしまって、目覚めたらイリアーラにいるのではないかという恐きよう怖ふだった。

　眠ったら、明日は目覚めないかもしれない──そんな危あやうい病びよう状じようが、そう思わせているのかもしれない。明日目覚めないことよりも、明日ここにいないことの方が恐おそろしい。

　──クリムにとっては、私がここで死んでいた方が……。もし消えてしまったら、置き去りにされた気分になるだろうから……。私は、クリムを一人にしないと決めたのだ。

　そしてカルロには、他ほかにもしっかりとつけておかなければならないけじめがあった──。
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　ダルターニに呼よんでもらったリーファンがやって来ると、カルロは起き上がって迎むかえた。

「本来なら、私から伺うかがわなければならないのですが、申し訳わけない」

「何を仰おつしやるのですか。一体今までどちらで……どうして死に急ぐような真ま似ねをなさるのです。どうか、どうかご静養下さいませ」

「そのつもりです。あなたとの大事なお話が済すんだ後には」

　リーファンは胸むな騒さわぎを覚えた。話──それが、自分にとって好ましくないものである気がしてならない。

「率そつ直ちよくに申し上げます。私との婚こん約やくを解かい消しようして下さい」

「……何な故ぜ、何故ですか、ネロス様」

　これからコーカス一族が失しつ脚きやくすることなど、リーファンは考えてもみないことだった。名門コーカスとの婚こん姻いんは、彼にとって必要不ふ可か欠けつのものであり、彼はそれを望んでいた。たとえ彼の思い人が、女王クリムエラであっても──。いや、そうではない……間ま違ちがいなく彼は、自分に好意を寄よせていてくれたのだ。それは決して熱い思いではないけれど、結婚してもいい相手とは思ってくれていた。でも旅から帰った彼は、違っていた。自分に対してはこれまで通りだったけれど、別の女じよ性せいを──女王を、明らかに特とく別べつ視ししていたのだ。

　──行動負け……。どうして、女王が彼を追っていなくなった時、自分も追いかけなかったのか。女王を引き戻もどすという名目でも行くことが出来た。けれど、そうしなかった。

　──クリム様を好きになるはずはないと思っていた……のかも。彼の期待に応こたえられる教養と家いえ柄がらに頼たよりきってしまっていた。それで彼を繫つなぎとめられると信じて疑うたがわなかった。クリム様はまだわがままな子こ供ども──そう思っていた。これが一番の誤ご算さん──彼が、女王陛へい下かを引き連れて旅を続けるなど、どうして想そう像ぞうし得ただろう。

　バルシアに忍しのび込こんでいるシュラトス側の役人の滞たい在ざい場所を、彼はしっかり押さえていた。彼らは、書しよ簡かんを届とどけるためだけの存そん在ざいだ。国の内部のことに関知せず、言われたものを言われた人に届けるだけの役人──表向きは、バルシアの一いつ般ぱんの庶しよ民みん。

　バルシアに迎むかえをよこすようにと、彼が書簡をしたためるものとばかり思っていた──その書簡が届くのをずっと待っていた。事じ故こで届かないのではないかと心配しながら──。

「あなたのこと、心から尊そん敬けいしています。女性でありながら、と差別をしているわけではありませんが、もしあなたが男性に生まれていたのなら、する必要もなかった苦労を、たくさんしてきたことでしょう。それを乗り越こえて、なおこれだけの教養を身につけ、愛情深い人間になられたこと、素す晴ばらしいことだと思っています。そんなあなたと過すごし、話をしている間、心から楽しんでいました。あなたが、私を尊敬していると仰って下さることも、嬉うれしく思っています。婚約の話を持ちかけられた時も、あなたとならばと思ったのです。コーカスの後ろ盾だてが欲ほしかったのも確たしかです。正直、そういう思いが結婚の決けつ断だんをさせたと言っても過か言ごんではありません。ただ、たとえ強力な後ろ盾を目的にしているのであっても、それがあなたでなかったら、結婚を望むことはなかった……。ですが、あなたを尊敬し、好意を寄せるのとは違う感情に出会ってしまいました。今は、その感情を私に教えてくれたその人のために出来ることをしたいと思っています。その人は、私に色々なことを教えてくれました。大事なことをたくさん。あなたと婚約したまま、その人のために何かが出来るとは思えないのです。どうか私の勝手をお許ゆるし下さい」















　カルロは、頭を下げた。息が詰つまって窒ちつ息そくしそうになっても、頭を上げることなく、詫わびる気持ちを込めた。

「とても誠せい実じつな方なのですね……私が初めて愛した男性が、そのような方でよかったと……心からそう思います。ネロス様は、その女性を愛していらっしゃるのですね」

　カルロは、リーファンを真まっ直すぐに見つめて、「はい」とはっきり答えた。

「クリム様ですね」

　カルロが微かすかに笑い、言う。

「その人に愛していると告げてもいないのに、名を出し、他の人に気持ちを告げるわけには参りません。ご勘かん弁べん下さい」

　リーファンも笑えみを浮うかべた。けれど涙なみだが流れ出る。

「ネロス様の大事な方は、私にとっても、家族よりもずっと大事な方。ネロス様が、その方に思いをお伝えになるのかどうかは分かりませんが、私の愛するお二人が、お幸せになることを、心からお祈いのり申し上げます」

「……ありがとう」

　カルロは目を伏ふせ、そして頭を伏せた。

「ネロス様。たった今、婚約は解消されました。ですがこれからも、同じ女王陛下の側近です。陛下のために、共に働きましょう」

　リーファンは頭を下げ、退たい室しつした──どうしてこんなに涙が溢あふれるのか──早く部屋で一人になりたかった。こんなにも好きだったのかと改めて思い知らされる──私が、こんな思いをするようになるなんて……考えてもみなかった……。

　泣いて出て行く彼女を見ながら、追うわけにもいかず、掛かける言葉もなく、それ以上動く余よ裕ゆうも考える余力もなく、カルロは寝しん台だいに倒たおれ込んだ。眠ねむりたくはなかったのだけれど──倒れると同時に眠ってしまっていた。






　第六章　流動
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「アレッサ殿どのの言う通りにすれば、本当にシュラトスが守られるのだとしたら、考える価か値ちはありますが、私は、アレッサという男を最初から信じていません」

　カルロは迷まよわず言った。

　クリムは、ガルフィ一族が都を去るのを見計らって、アレッサからの極ごく秘ひの申し出を審しん議ぎにかけた。アレッサとの婚こん約やくと、カーレルへの謀む反ほんに加か担たんするよう言われている件けんだ。裏うら切ぎり者のガルフィがいなくなるのを待った甲か斐いもあり、女王の下で、みなが一体になっていく空気がそこにはあった──大臣たちは、充じゆう実じつした顔つきで議ぎ論ろんに参加している。

　実じつ際さいにアレッサに会っているカルロを交えて話し合いたくて、クリムは、彼に出て来てもらって意見させた。まだ仕事復ふつ帰きできないで休んでいるカルロを呼よび出すのは気が進まないが、彼がいないことには話がまとまらない。

「セレオズと通じて裏うら資し金きんを得ているのはアレッサ殿ですが、それがカーレル殿に流れていないとは限かぎらない。表向き弾だん圧あつしているのがカーレル殿なら、裏で支し援えんしているのがアレッサ殿。しかし、それが、セレオズに対する二人の選せん択たくした懐かい柔じゆう策さくなのかもしれない。宮廷内部の人間を騙だますための演えん出しゆつと考えることも出来ます。敵てき対たいしているように見える者同士が、実は、互たがいの利り益えきのために取引しているというのは、往おう々おうにしてあることです。その裏の部分の仕事を、アレッサ殿が行なっているとしたらどうでしょう。謀反を起こすなら、我われらの後援があるに越こしたことはありませんが、彼ほどの頭のいい人物なら、今の今まで謀反を実行に移うつしていないのはおかしい。機会はいくらでもあったはずです。

　これは、私の憶おく測そくに過すぎないことですが、アレッサ殿の申し出には何かあると思われます。条じよう件けんも、あまりにもこちらに不利すぎる。結局、こちらでアレッサ殿のバルシアでの地位を確かく保ほしてやるために軍を出す、ということになりはしませんか。それによってアレッサ殿は、シュラトスの火ひ種だね石いしを、制せい約やくなしに手に入れることが出来るようにもなる。都合のよすぎる話です。あの状じよう況きようでは、陛へい下かの命を握にぎられていたゆえに、交こう渉しようはこちらに不利なものでした。このくらいの取引は可か能のうなのだと、彼が考えたのも事実でしょう。しかし、周知の通り、バルシアの新戦力となる軍船では、一部の動どう力りよく源げんに、火種石を使う技ぎ術じゆつが採さい用ようされています。これまでの、漕そう帆はん併へい用よう型の動力に加えて、火種石を使うとなれば、ますますシュラトスを支し配はい下かに治めたいはず。執しつ拗ように攻せめてきていた理由も、実はここにあったのかもしれない。であるにも拘かかわらず、彼は、そのような話を一いつ切さいしていない。婚約して、という話においては、直ちよく接せつ関係のない細かい話であり、いずれは話題になったことかもしれないが、秘ひ密みつにしていた可か能のう性せいが高い。最初から、カーレル殿との話し合いの上で、陛下に接せつ触しよくしてきた──私はそう見ています。

　よって、この条件を飲むのは、シュラトスにとっては大いなる損そん害がいだと考えます。同時に、いざ戦いくさが始まれば、土ど壇たん場ばでアレッサ殿の裏切りに遭あい、シュラトスが一気に攻め込まれる危き険けんを孕はらんでいることを、ここで改めて主しゆ張ちようさせていただきたい」

　カルロの言葉は、いつも説得力を持っている。みなが納なつ得とくし、頷うなずいた。アレッサには、取引をしないと告げることとなる。ただ、大臣の中には、取引に応おうじる振ふりをしてはどうかと言う者もいた。が、カルロは主張する。

「私としては、彼のような不ふ確かく定てい要よう素そを戦せん略りやくの一部として考えていくことを、好ましく思いません。不確定な部分のせいで、他のすべてが狂くるわされては堪たまらない。完全に敵として扱あつかい、アレッサ殿にも、我らのことを敵としてみなしていただくのがよろしい」

　これにもまた、みなが納得の上で頷く。クリムは、女王としてではなく、クリムとして嬉うれしかった。国のためであっても、彼の口から、婚約すべきだという言葉が出てきたら、立ち直れないほどの打だ撃げきを受けていたに違ちがいない。それでも、彼の婚約者が自分ではないという事実は変わらないのだ──彼の婚約者は、彼を特別に慕したっている女性の分も幸せな顔をしていなければならないというのに……でもリーファンの様子は、おかしかった。

　話し合いが終わってクリムは、思い切って相談してみようかとカルロを呼んだ。リーファンの元気がないことを言おうとして──言えなかった。元気がないというなら、カルロの方なのだ。部屋に戻もどろうと杖つえで歩き出したカルロの息は、既すでに乱みだれている。

「カルロ、ゆっくり休んで……」

　彼に掛かけてもいい言葉があるとしたら、それくらいだった。

　そんな病状だというのに、まもなくしてカルロは、休きゆう暇か中ちゆうであるにも拘わらず城しろを出て、造ぞう船せん現げん場ばへと向かった。まだまともに動ける体ではない。熱が下がったくらいで何を考えているのだ、とクリムが怒ど鳴なるのも聞かずに、寝ねてばかりの方が体に悪いと言っていなくなる。そろそろ調整に取りかからないと、戦の準じゆん備びが間に合わなくなるというのだ。

　カルロの頭の中では、綿めん密みつな戦略が練られているようだった──船の建設の進行を見ながら、計画に修しゆう正せいを加えていかなければならないという。さらに、奇き襲しゆう作戦なども行なうようで、そのための予よ備び訓練も必要とした。今回臨のぞむ戦の大きな目的は、敵の捕ほ虜りよをなるべく大おお勢ぜい確保すること──和平会談を実現するために。いくら悪名高いバルシアでも、捕虜を見み捨すてるような真ま似ねはしないだろう、会談に応じてくるだろう、という読みがある。

　これまでの戦の結果からは、シュラトスは到とう底てい、和平を言い出せる立場にはない。バルシアは、シュラトスを攻め切れずにいたとはいえ、海で戦をすれば船を破は壊かいしまくり、陸に戦場を移せば簡かん単たんに町に攻め入り占せん領りようしてきたのだ。陸では、占領された町を包囲して次々と大軍を送って攻こう撃げきし続けるとか、海では、船団を送り続けて、バルシア船を地道に沈しずめていくとか──敵の補ほ給きゆう路ろを断たつという方向でしか、防ぼう衛えいできなかった。つまり、占領された土地を封ふう鎖さし、彼らに補給する船を叩たたき潰つぶすということ──バルシア船からの支援がなければ、陸に居い座すわって戦を続けることは出来なくなる──結果、彼らはシュラトスの地から去っていく。だが、その繰くり返しは、人的にも財ざい政せい的にも多くの犠ぎ牲せいを伴ともなってきた。これまで支配されずに済すんでいるのは、敵が海からしか攻撃をしかけられないからに他ほかならない。過か去こには、バルシアがシュラトス領主を買ばい収しゆうして、広こう範はん囲いの陸地を一気に占領したこともあった。同じ封鎖作戦でどうにか切り抜ぬけたが、その時ほど、降こう伏ふくすべし、の声が一いつ斉せいに上がったことはなかった。先代の王は、断だん固ことして頷かなかったが。バルシアの知ち将しようにやり込められるばかりで、敵国よりもはるかに大きな打撃を受け続ける中、降伏の危き機きが何度も訪おとずれている。

　このような戦況から抜け出さない限り、和平を口にしたところで、敵が応じるはずもないのだ──だが、もし、戦に圧勝して、捕虜の安全を確約して和平会談を申し込めば──。

　カルロにそう説明されては、クリムとしても、やはり彼に任まかせるしかなかった。他の誰だれに彼の代わりが務つとまるだろう。寝ていろ、とだけ言うことは出来ない──国を預かる女王としては……。

　そして、カルロが城を出てからのこと──もしかしてリーファンの様子がおかしいのは、これを察知していたからなのかなと思う事じ件けんが起こった。コーカスに背はい任にん・横おう領りようの容よう疑ぎがかかり、取調べが始まったのだ。カルロはいない。リーファンを元気付けられるのは自分だけだ……そう思ってクリムは、彼女を訪たずねた。

「本当に父君は、悪いことをしたのか？　カルロに相談するといい。造船現場を視し察さつしたら、すぐに帰ってくるだろうから。リーファンの父君が困こまっているのに、見捨てるはずがない。リーファンが困っているのに、無視するはずがない。だから大丈夫だ」

　そこで逆ぎやくに泣かせてしまって、もしかしたら父親のことで気を病やんでいるわけではないのかもしれないということに気づく。問いただして、彼女の言葉に耳を疑うたがう──婚こん約やくは解かい消しようしてある、というのだ。

「きっとネロス様は、父の不正のこと、調べが入る前に、ご存ぞん知じだったのかもしれません」

「それで婚約解消なのか？　リーファンは何も悪いことをしていないだろう」

「よろしいのです、クリム様。ネロス様は、本当にお優やさしい方です。父のことを知りながら、それを理由に解消するとは仰おおせになりませんでした。そのように言えば、それが正せい当とうな事由となって一方的に破は棄きできるというのに、わざわざ私に許ゆるしを乞こうたのです。なかなか出来ることではありません。そんなネロス様に、何を相談すればよいのでしょう。父のことは、もうご承しよう知ちなさっているはずです。私が何か言えば、ネロス様はお困りになります。そのようなこと、私にはとても……」

　クリムはかける言葉を失い、リーファンの部屋を出た──どうして？　もうコーカス家の後ろ盾だてがなくても、十分にやっていけると考えたから？　けれど、カルロがリーファンをそれだけの理由で突つき離はなすような真ま似ねをするとは考えられなかった。

　──カルロが婚約を解消した……もうカルロは、リーファンのものじゃない……。

　心の中の靄もやが晴れていくのを感じると同時に、また別の澱よどみが生まれて気持ち悪くなる。婚約解消を喜んでしまう自分自身をすごく嫌いやらしく思って、惨みじめだった。

「カルロ……早く帰ってきて……話を……」

　夜になるとカルロの部屋に忍しのび込こんで──カルロを待った。カルロは元気なのだろうか……傷きずは悪化していないだろうか……。

「カルロ……」

　結局……カルロは出て行ったきり、まともに帰ることはなかった──帰っても、丸一日いることはない状じよう況きようで、代わりにどこにいるかの報ほう告こく書しよだけが城しろに届とどくばかりで──個こ人じん的な話は何も出来なかった……それでも、たまに見る彼が、だんだんと元気になっていくのが分かって、ほっとして──それで満足しなければならないのだと自分に言い聞かせた。
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　バルシアの冬は明けた。戦いくさが始まり、そして──。

　──ああ、信じられない。

　クリムは報告を受け、興こう奮ふんのあまり力一いつ杯ぱい叫さけびたい気持ちになった。戦というのは、こんなにも計算通りに行くものなのか──結局それは、情じよう報ほう収しゆう集しゆう能のう力りよくが勝ったということなのかもしれないけれど……。不思議なほど、みなカルロの言葉通り、作戦通りに進んだ。

　都から南西に位置する海かい岸がん沿ぞいに現あらわれたバルシアの軍船。海から攻せめ込んできたバルシアの大軍を、砦とりでを盾に迎むかえ撃うつ。バルシアが元々攻める予定だったキリアの地──キリアの砦が、カルロの命令で強化されてしまったことで、その情報を得ていたバルシアは、別の地を攻めることとなった。だがそこは、陸での戦いにおいて、シュラトスに有利に働く。

　敵てきに押おされている振ふりをしながら、バルシア軍を誘ゆう導どう。そこで誘導隊のシュラトス兵は一気に退しりぞき、別の陣じんが、バルシア兵に攻撃を仕し掛かける。地形的に、高い場所を陣取ることが、勝利の鍵かぎとなる。その鍵を手に入れたシュラトス軍は、バルシアを追い詰つめる。さらにそうやって渓けい谷こくに誘さそい込んだバルシア軍を、待機していたシュラトス軍が攻こう撃げき。囲い込んで、大おお勢ぜいの捕ほ虜りよを一気に確かく保ほ。周しゆう到とうな作戦もさることながら、これまでと違ちがい、兵士の統とう制せいがうまく行き届いて、陸地での戦いを最さい小しよう限げんの被ひ害がいで大勝した。

　さらにその間、南より──キリアより、新たに建けん造ぞうした軍船を本船とし、副船二隻せきも新しい軍船を投入して、シュラトス海軍が出発。新しい船は、武ぶ器き搭とう載さいの点でまだ完かん璧ぺきではなかったのだが、敵の新戦力と同じものを見せつけるだけで、心理的な攻撃としてはかなりの効こう果かを生んだ。シュラトスの残りの船は全部、使い慣なれた実じつ質しつ的戦力となるものだ。

　バルシアの総そう大だい将しようがいる本船や、陸戦のための兵士を運んできた多くの軍船を、シュラトスの軍船が取り囲み、海から攻撃を仕掛ける。ここでも、シュラトス海軍が大勝する。遠えん征せいに疲つかれ切った敵船の漕こぎ手よりも、シュラトスの漕ぎ手の方が、動きもよく統とう率そつされている。また、不意を突つかれてバルシアの軍船は、早くに陣を崩くずした。

　バルシアにとっては、これまでと同じ敵と戦っているとはとても思えなかっただろう──陸でも海でも勝利し、敵総大将までもを捕虜とする。カルロ一人がいるだけで、こうも戦は様変わりをする。捕虜は、いくつかに分けて移い動どうを開始。カーレル皇こう帝ていには、シュラトスの勝利を打だ診しんした。話し合いによって、長年の戦に終しゆう止し符ふを打とうと提てい案あん──今回の戦での大敗に恐おそれをなしたのか、和平会談の席を設もうけることに快かい諾だくするカーレルの親書が届く頃ころ、陸の戦の総指し揮きをしていたゼアンが、都へと凱がい旋せんした。

　海軍は、海での防衛を続けながら、総大将だけが、都の北に隣りん接せつする港町へ入り、そこから馬で、ゼアンよりも一足早く都入りをしていたが、陸軍の総大将を務つとめたゼアン将軍の帰き還かんの日──都では、海軍総大将の凱旋の時よりもずっと沸わき立っていた。みなが凱歌を歌い、奏かなで、祭一色となる。それは、城じよう内ないでも同じだった。あまりにも鮮あざやかな大勝に、みなが酔よいしれている。

「ゼアン、よくやった」

　クリムが、ゼアンを出で迎むかえる。先の戦の負けを彼のせいにし、モウロクジジイは隠いん居きよしろと言った過か去こを、クリムは思い出しながら、それを詫わびるかのように、何度も大おお袈げ裟さに労ねぎらった。出発前にも一度、激げき励れいしながら謝あやまっている。そして、ゼアンの隣となりにいる男を見る。

「名軍医のお陰かげで戦死者も少なくて済すんだ。ご苦労であった」

　悠ゆう然ぜんと敬けい礼れいする男こそ、都の民たみが最も讃たたえ、歓かん迎げいした英えい雄ゆうである。名めい誉よの負ふ傷しようで左ひだり腕うでに不自由が残ってしまったものの、カルロは自ら戦地へと赴おもむいた。大臣たちを含ふくめた軍議において、みながカルロを総大将にと推おす中、カルロはゼアンを推すい挙きよ。ならば、海軍の総大将になってくれというみなの期待にも、苦く笑しようしながら首を振ふり、陸軍医として赴きたいと言った。結局、カルロも行くという部分に関しては、みなが大いに歓迎、期待し、軍医兼けん軍事参さん謀ぼうということで出向くこととなったのだ。その役目を見事果たし、ここにカルロも無事の帰還を果たした。

　クリムは、早くカルロと話をしたかった。

　ガルフィが都を離はなれ、コーカスの逮たい捕ほ、取調べが行なわれている時期に、オルガートは隠居をし、城を出て行った。続いて、横おう領りよう・背はい任にんの罪つみで、コーカスの一族も、僻へき地ちに引っ込んだ。たくさんの人々がいなくなった。

　リーファンは、物も食べられずにやつれ、部屋にこもりっきりになった。主君が会ってももらえないほど、彼女は憔しよう悴すいしている。病気による休養ということにしているが、実じつ際さい、実家がそういうことになってリーファンの立場はよくなく、表に出づらい状況が続いていた。彼女の世話になり、彼女を尊そん敬けいし、慕したっていたはずの女官たちでさえも、罪ざい人にんとして一族が都を離れたのに、一人だけ残り、三等位として女王に仕えているのは図ずう々ずうしい、と陰口を叩たたいている。他の人たちも当然のように彼女の辞じ任にんを訴うつたえていた。

　コーカス一族が去ってから、城中に婚こん約やく解かい消しようの話が広まった。その状況から自然と広まった噂うわさなのか、都を離れる前にコーカスがそれを口にしたのか、ともあれ、その内ない容ようは、失しつ墜ついを理由に、カルロがリーファンを捨すてた、というものだった。そんな彼は、みなに非ひ難なんされそうなものなのに、顰ひん蹙しゆくを買ったのはリーファンの方だった。クリムが思っていた以上に、カルロはみなに認みとめられ、崇すう拝はいされるほどの人物になっていた──だから、落ちぶれた罪家の人間でありながら、婚約を解消されてもなお、カルロに付きまとうようにして城しろに残っているリーファンが、批ひ判はんの対象となった。けれど、彼女に傍そばにいて欲ほしくて、今まで通りの任にん務むを言い渡わたしているのは、クリム自身なのだ。さすがに、家族や一族が僻地へと去ってからは、起きられないほどに臥ふせってしまって、部屋で療りよう養ようするように言うしかなくなってしまったけれど。

　リーファンがみんなに会いたくないと思う気持ちは、クリムにもよく分かった。どうしていいか分からなかった──だから、すぐにでもカルロに相談したかった。

　しかし──凱旋した英雄に、そんな暇ひまはなかった。あちこちに顔を出しては熱ねつ烈れつな歓迎と賛さん辞じを受けている。催もよおされている宴うたげでも、当然のように、主役は軍事参謀のカルロだった。あっちでもこっちでも酒を飲まされ、彼は笑え顔がおで対たい応おうしていた。そんなカルロを見ていると、戦いくさに勝って嬉うれしいという気持ちが、ますます膨ふくらんで、溢あふれ出てくる──眩まぶしい彼を見ているだけでクリムは幸せだった。

　クリム自身も凱旋した者たちに声をかけるのに忙いそがしく、彼ばかりを見ている余よ裕ゆうはなかった。気がつくと彼はいなくなっていた。カルロを探さがした。女官たちにも探させるが、見つからない。部屋に戻もどっているのだろうか──。

　カルロの部屋へ向かった。そして、久ひさしぶりに、表おもて扉とびらの前へ立った。

「カルロはここか」

　衛えい兵へいに訊たずねる。

「さきほどお戻りになりました。湯ゆ舟ぶねに浸つかり、疲つかれを取りたいと仰おおせでしたので、今しばらくは……」

　頷うなずいてクリムは、自分の部屋へ入る。

「少し休む」

　寝しん室しつから女官たちを追い出して鍵かぎをかけると、クリムは秘ひ密みつの扉からカルロの部屋へ侵しん入にゆうした。ここは、久しぶりではない。恋こいしくて、ほとんど毎まい晩ばん来ている。カルロのいないその部屋に。眠ねむれない夜でも、カルロの布ふ団とんの中だと、眠れそうな気になれた。それでも、いざ戦が始まってしまうと、逆ぎやくに心配で眠れなくなったのだけれど。カルロのことだから、前線で傷きずを負って倒たおれている兵士を助けに行って、カルロの方が怪け我がを負うのではないか──そんなことを思っていた。

　カルロの寝室を抜ぬけて、湯舟のある別部屋へ行く。湯気の立ち昇のぼっている衝つい立たての向こう──そこにカルロがいる。

「陛へい下か……ですか」

　カルロの緊きん張ちようした声。

「そうだ。そっちに行ってよいか」

「それは困こまる」

「女王自らが背せ中なかを流してやるぞ。今回の戦の英えい雄ゆうに」

　クリムはゆっくりと進んだ。クリムが来たのを見てカルロは、

「本当にこっちに来てしまったのか、君は」

　苦く笑しようする。怒おこっている感じはない──クリムは、カルロの背に回った。別べつ段だん覗のぞこうというわけではない──戦で怪我でもしたのではないか、それを確たしかめたかっただけだ。訊きいても、怪我なんてしていないと答えるに決まっているのだから……。

　近づいて行く中、目頭が熱くなり涙なみだが滲にじんだ──怪我ならしているに決まってる……。

「ごめんね……ごめんね、カルロ」

　クリムは堪たまらなくなって、背はい後ごから首に抱だきついた。

「カルロ……傷だらけ。カルロの体、初めて見たね……バルシアで負った傷、まだ痛いたむ？」

　まだ新しく、生々しい傷だ。傷口が赤あか紫むらさきに腫はれている。それは化か膿のうしているというのとは違ちがうから、よくはなっているのかもしれないけれど、痛くないわけがなかった。他にも大小問わず、古傷はたくさんあった。

「頼たのむからクリム、向こうで待っていてくれないか。女王ともあろう人が、はしたないだろう。頼む、クリム」

　どこか慌あわてたように言う。

「早く行ってくれ、お願いだ」

　クリムは仕方なく寝室へ行った。カルロの寝台で横になって待つ。そんなに突つき放さなくてもいいのに……。後になってクリムも、随ずい分ぶんと大だい胆たんなことをしていたことに気づいて真っ赤になったのだったが……。

　着き替がえ終えてカルロは、寝台に転がって待つクリムに苦笑交じりに微ほほ笑えむと、冗じよう談だんっぽく跪ひざまずいた。

「御ご用ようの向きは？　おてんばのクリムさん」

　何だかいつものカルロで、クリムは安心した。いつものカルロが、ここに帰って来たのだ。クリムはにっこりとして言う。

「カルロがいない間、色々あったの。だから話をしたくて」

　それからクリムはリーファンのことを中心に話して聞かせた。















「だから、リーファンを元気付けてあげて。誰にも会わないってこもっているの。具合がよくないって、ヨーゼルが言っている」

　ヨーゼルは、オルガートの後こう任にん者しやだ。

「それは出来ない。私が行っても、彼女は元気にならないだろう。だが出来る限かぎりのことはしたい。せめて食しよく欲よくが出て、体力がつくように、私なりに何か献こん立だてを作ろう。あとはノルジェが何とかするだろうから」

「リーファンと何かあったの？　リーファン、婚こん約やくが解かい消しようされて辛つらいのだと思う。リーファンは、カルロのこと好きだから……。カルロは、どうして婚約を解消した？　コーカスは悪いことしたけど、リーファンには関係ない。何か理由があるんでしょう？　カルロが、リーファンの父親のことを理由に婚約解消するなんておかしい。今は、カルロじゃなくちゃ、リーファンを守ってあげられない。だからリーファンのこと……」

　クリムは言いながら、下を向いてしまっていた。リーファンがカルロを思っているよりもずっとずっと好き──そう言い切る自信はある……でも今、リーファンは大変な時で……だから誰だれかが助けてあげないと……。

「彼女なら、きっと大だい丈じよう夫ぶ。難むずかしいことが重なりすぎて、それで力を落としているんだ」

　カルロとしても胸むねの痛いところだった。けれど、コーカスに罪つみ人びとの烙らく印いんを押おして追放したのも、リーファンが孤こ立りつするであろうことを承しよう知ちしながらクリムのために残って欲ほしいと願ったのも自分だ。他の女じよ性せいを愛しているから婚約を解消して欲しいと言ったのも自分だった。彼女を苦しめるだけの結果になろうとは思ってなかったけれど──。

　彼女は仕事の出来る人だ──女官としての仕事というよりも、クリムの、女王の相談役としての仕事──。彼女はクリムのことを愛している。クリムの側近として働くことが、彼女にとっての生き甲斐になると信じていた。けれど、それは違うというのか？

「君は、リーファンにどうして欲しい？　やはり側近としていつまでも傍そばにいて欲しいのだろう？」

　頷うなずくクリム。

「だから、カルロがリーファンを支ささえてあげたらいいのに。それで、二人揃そろってずっと傍にいてくれたらいいのに」

　言いながら、クリムの目から大おお粒つぶの涙なみだが落ちる──それでいいと思っているのに、どうして涙が出てしまうのだろう……。

　寝しん台だいに座すわって涙を落としているクリムを、カルロは膝ひざをついて見上げ、涙を拭ふいた。

「クリム。私が支えたいと思っているのは、君だけだ。守りたいと思っているのは君だけだ。その君でさえ、私は守れないでいる。どうして泣くのだろう。君がいつも笑っていられるように守りたいと思っているのに……それさえも叶かなわない。それなのに、リーファンまで守るなんて、私には無理な話だ。私も君と同じようにリーファンを慕したい、大事に思っている。だから、私に出来ることなら、何でもしたい。けれど、私が心から愛しているのは、リーファンではなく、君だから……そう言って婚約を解消した私が、彼女の下もとを訪たずねても、彼女にとっては負ふ担たんになるだけだ」

　──愛しているのは君だから？　愛している？　私を？

「からかってる？」

　だってカルロはいつだって……いや違ちがう。カルロは変わった──ナルブの屋や敷しきで目覚めた時から。いつも優やさしかったけれど、格かく別べつ優しい瞳ひとみで見つめてくれるようになった。

「君って、からかわれてくれるような人だったか？」

　カルロは、くすりと笑った。

「カルロっ」

　クリムは嬉うれしくて、床ゆかに片かた膝ひざをついているカルロに思い切り飛びついた。カルロが右腕と胸で抱だきとめる──体たい勢せいを崩くずしてカルロは、左手で体を支えようする。が、力のうまく入らない左腕では支えきれずに、体ごと転がった。それでもクリムは構かまわず抱きついていた──カルロがしっかりと抱いてくれているから。

「私、すっごく幸せ……カルロも幸せ？」

　胸に顔を摺すり寄よせながら、泣きながら……クリムは訊きいた。

「幸せだ」

　愛していると言われて、これ以上の幸せなんてないだろうと思っていたのに、クリムはカルロの返事を聞いて、さらに幸せに思った。けれど同時に、今までの中で最大級の不安が巡めぐって、それが幸せをどこかに追いやってしまいそうにもなっていた──。




　　　　３




　サルバーク市国で、シュラトスとバルシアとの和平会談が開かれる。和平というのは語ご弊へいがあるかもしれない。シュラトスでは、バルシアの捕ほ虜りよを一万人近く確かく保ほしている──会談後、全員を無事に帰国させるつもりでいるが……会談の内ない容ようによっては、それも難むずかしくなりかねない。そして話し合いが終わる頃ころには、バルシアは再ふたたび厳げん冬とうを迎むかえる。そうなれば、今年、シュラトスがバルシアによって滅ほろぼされるという歴史は、打ち砕くだかれることになる。そもそもイリアーラの時代にある史料自体が年号を誤あやまっているのかもしれないが。

　シュラトスの全ぜん権けん大使としてカルロは、明日、サルバーク市国へ出発──そしてバルシアからは、アレッサが代表としてやってくることになっている。

　歴史は変わるのか──今年を乗り切れば、クリムエラ女王治世のシュラトスは、これからも栄えて行くかもしれない──今年が運命の分かれ道なのだ。そう思うゆえにカルロは、日ごとに暴あばれ出す不安を、抑おさえ切れないでいた。

　──もし私が、クリムによって召しよう喚かんされた戦士だとしたら？

　クリムは内外の脅きよう威いを打ち砕くことを願っていた──内に関しては既すでに、法ほう改かい革かくも進んで、様々なことが解かい決けつ、もしくは解決に向かっていると言っていい……大臣たちも今は女王を崇あがめて従したがい、一つにまとまっている。裏うら切ぎり者などいない。外の脅威であるバルシアとの問題は、これから取り除のぞく──だがしかし……。

　──このまま、会談が無事に終わって和平交こう渉しようがうまくいってしまったら……。

　クリムはどうなるのだ？　願いが叶ったら血をすべて捧ささげる──つまり死ぬということか？　私はどうなる？　イリアーラへ戻もどされてしまうのではないのか……役目を終えて。

　──このままシュラトスが滅ぼされ、歴史が変わらなければ？

　彼女の願いが叶わず、歴史通りにシュラトスが滅べば、彼女は最後の女王だ。彼女は死ぬ──いや、彼女の命を守ることだけなら可か能のうではないのか……バルシアを砕く役目は果たせなくても、彼女は生きられるのではないか──ひっそりと……。最後の女王クリムエラは自害し、シュラトス王家は滅びた──史書の事実が本物とは限かぎらない。彼女は生きていたのではないか──私と共に……。自害などさせはしない。私が彼女の命を守る……。

　イリアーラの歴史文ぶん献けんが正しくて、同じ歴史の流れの中に身をおいているなら──何か起こるとしたら、この会談でだ。悪名高いバルシア──セレオズ迫はく害がいのことだけでなく、理り不ふ尽じんな奴ど隷れい制せい度どにしても何にしても、何かと周辺諸しよ国こくの反発を買うような強きよう硬こう政せい策さくをとっている国──今回も、会談でどんな態たい度どをとってくるのか、警けい戒かいせざるを得ない。

　──会談を破は棄きして攻せめ込こんできたら？

　バルシアだって、国家の威信にかけて、そんな卑ひ劣れつで卑ひ怯きような真ま似ねが出来るはずもない。だからこそ思う──そんな真似をしてシュラトスを支し配はいしたからこそ、その卑劣な行こう為いを闇やみに封ふうじたのではないか、と。だから、この地には、シュラトス滅めつ亡ぼうに関する史料がほとんど残っていないのではないか、と。

　既にカルロの所しよ領りように移うつり住んでいるナルブたち、セレオズ。バルシアに潜ひそんでいる仲間が、大量に武ぶ器きを製せい造ぞう、輸ゆ入にゆうしているという情じよう報ほうをくれた──カルロとしては見み過すごせない。それは内ない乱らんに対するためのものかもしれないし、シュラトス以外の国への侵しん略りやくに必要なものなのかもしれない。けれどそんな情報を得る前から、カルロは、嫌いやな感じがしてならなかったのだ。

　──会談を放ほう棄きして敵てきが攻せめて来るとしたら、おそらく今度はシュラトスの首都。海かい峡きようを渡わたって、北の港町を押さえ、都へと大軍で一気に押し寄よせる──何な故ぜそう思ったのだろう。史実は知らないはずだった。記き憶おくの片かた隅すみにあるはずもない。この時代のことは知られていないのだから。

　カルロがこの件について口にすると、大臣たちはみな、首を捻ひねった──そのような横暴があるだろうか、と。だが悪い可能性がある限り、どんな小さなことにも対処していかなければならない。祖そ国こくを、シュラトスを守らなければならない。歴史が簡かん単たんに変わるものとも思っていない──この会談には十分な注意が必要だ。もしもの時の事態も考えて、カルロは対策を講こうじた──。

「都の守りは完かん璧ぺきだろうな」

　カルロはカルロらしからぬ苛いら立だった様子で、ダルターニに問う。今この時の行動が、クリムと自分の運命を決定づけているように思えてならない。どう動いたらいいのか、カルロは自信を持って決めることが出来なくて、手て探さぐりで──。

　──私はどうしたらいいのだ……。

「万が一に備そなえ、兵が早急に動けるように各地で準じゆん備びをし、待機しています」

　ダルターニの報告。シュラトスとしても、国こく防ぼうのためとはいえ、大っぴらに軍を動かせない。これから和平会談に臨のぞもうというのに、軍を動かすのは言ってみれば反はん則そく行為だ。会談で、そこを突つかれれば、強く正せい当とう性せいを訴うつたえるのは難むずかしくなる。

「港の守りは弱い。だが、上陸を阻そ止ししなければならない。武器の搬はん入にゆうが出来るように、倉庫にあった荷の運び出しは終えているのだろうな。確かく認にんを怠おこたるな」

　次々と落ち着かない様子で訊たずねるカルロに、ダルターニは首を傾かしげて言う。

「一体どうなされたのですか。国の行く末を担になう会談に、全ぜん権けんを委ゆだねられて向かうのには、それなりの荷になりましょうが、ネロス殿どのなら、うまくやり遂とげるでしょう」

　言ってから、より精せい神しん的圧あつ迫ぱくを与あたえてしまったのではないかと後こう悔かいするが、ダルターニにしてみれば、カルロがいちいちこの程てい度どのことで圧迫を受けているとは思えなかった。いつも沈ちん着ちやくで、危き機きを危機とも思わず乗り越こえてきた人だ。会談の場に慣なれていないとも思えない。彼の得意とするところではないのか。一体どうしてしまったのだろう──ダルターニは、カルロを案じ、暇ひまを見て女王を訪ねた。

「ネロス殿が、どうも気が立っていらっしゃるようなので、気分転てん換かんに、散歩にでも誘さそわれてみてはと思い、お伝えに参りました」

　クリムは頷うなずき、カルロを散歩に誘うが、

「今忙いそがしいからそれどころではない」

　にべもなく断ことわられる。カルロは明日には出発する──彼の不ふ在ざいを埋うめるのに十分な前準備をしなければならない──それは、クリムにもよく分かっていた。みながカルロに頼たよっている。国がカルロに寄りかかっているのだ。彼がいなくなると、寄りかかっている国が傾かたむきかねない。だから、それなりの準備がいる。

　カルロに頼ろうとする空気、程度は、戦いくさで大勝をおさめてから、ますます激はげしくなった。というより、カルロがシュラトスに来てから、日に日にカルロはみなの信しん頼らいを集め、同時に国の中ちゆう核かくとなっていったのだ。彼の国の中核をなす割わり合あいが、どんどんと大きくなる。クリムは、それを恐おそろしく感じた。カルロの功こう績せきで、確実に国は強くなっている。基き盤ばんがしっかりしてきている。民たみも、カルロという優すぐれた指し導どう者しやがいることを心から喜び、誇ほこりとし、国中が活気づいているのも確か──悪いことではない。明るい未来しか感じられない状じよう況きようではある。だけれど、だからこそ、彼がいなくなった時、その反動は大きいように思うのだ──カルロがいなくなる？　どうして？

　カルロの祖国はシュラトスだ。彼は、会談に出向こうと、どこへ行こうと、必ず帰ってくるはず……。なのに……どうして不安なのだろう。サブマルド神の呪のろいに違ちがいなかった。

　クリムは、不安を取り除のぞきたくて、何度も散歩に誘った。

「話なら、今夜いくらでも出来るだろう」

　やはり何かに取り憑つかれたかのように、カルロは仕事をしていた。不備が見つかると、神しん経けい質しつなまでに、解かい決けつ策さくの指し示じを出している。

　いつものカルロではない。クリムは、それ以上は声を掛かけづらくて、部屋に引っ込んだ。そこで──机つくえの引き出しから光が漏もれているのを見る。

「まさか……嫌いやだ……」

　控ひかえていた女官たちを追い払はらってから引き出しを開けると、儀ぎ式しきに使った鏡の面が光を発していた。光の向こうに何かを見ることは出来ない──魔ま術じゆつを行なった時のように……。ここに、未来の世界が映うつったら最後──カルロは未来へ行ってしまう、ここからいなくなってしまう。そんなふうに感じてクリムは、引き出しを勢いきおいよく閉しめた。

「やっぱりカルロは、私が呼よんだ戦士だったの？」

　最後には泣き声になって、寝しん台だいに俯うつぶす。涙なみだが止らない。カルロがいなくなる……。自分が死んでしまうかもしれないことは、どうでもよかった。もうカルロに会えなくなることが苦しい。

　しばらく泣いていて、とんでもないことをしていることに気づく。今この時にもカルロが消えてしまうかもしれないのに、一人で泣いている場合ではないのだ。カルロを離はなさない。カルロと一いつ緒しよにいたら、カルロだけ消えることはないかもしれない。出来ることなら何でもしてみようと思った。もしバルシアによってシュラトスが滅ほろぼされるなら──それが一緒にいるためには一番確実な方法かもしれないけれど……それは出来ないから……。いや出来てしまう……。

「私、出来ちゃうよ……カルロ……」

　国が滅んでも、歴史通りにシュラトスがなくなってしまっても、私の願いが叶かなわないなら……カルロと一緒にいられる……。もし国が滅びて、女王が自害しなくてはならないようなことになっても……バルシアでカルロが守ってくれたように、カルロさえいてくれたら、生き延のびられるような気がする。国のことよりも、彼と一緒にいたい欲よく望ぼうの方に心は支し配はいされる──。

　でも……そんな選せん択たくをしたら、カルロはどう思うのだろう……今まで彼は何のために命を張はって尽つくしてきたのか──それを無む駄だには出来ない……。

「私は女王で、国を預あずかっている身で……でもカルロ、私はただ……カルロと共にいたいだけだ……」

　クリムは涙を拭ふいて部屋を飛び出した。カルロを探さがす。相手にされなくても何でも、今話さなければ一生後こう悔かいすることになってしまうかもしれない。

　部屋を出て、どちらへ？　と問いながらついて来る女官を無む視しし、すれ違う人、すれ違う人に、カルロの居い場ば所しよを訊たずねてやっと探し出す。

「カルロ！」

「……陛へい下か、どうなされました」

　顔を見て感じ取ってくれたのだろう──カルロの顔を見て、同じ気持ちになっていることがすぐに分かった。彼も置かれている状況を感じているのだ。鏡が光っていることを知らなくても。クリムは、カルロの腕うでに自分の腕を回して引っ張った。

「話がある……」

「外へ出ようか」

　カルロは、外がい套とうを脱ぬいだ。クリムも真ま似ねる。外套を脱ぐだけで、城じよう下かに出ても目立たない程てい度どの格かつ好こうにはなる。カルロがクリムの手を取り歩き出す。

「私が消えると……思っているのか？」

「うん。だって……。カルロは……消えそうだからそんなこと言うの？」

「それを心配して泣いていたのか」

「だって鏡が……鏡が光っていた……今まで何も変化なかったのに。歴史が変わるかもしれない大きな流れが目の前に迫せまっている時に鏡が光り出すなんて、そうとしか思えない」

「正直私も……気がかりでならない」

　けれど、とカルロは続けた。

「私がここで君と出会って過すごしてきたのは、魔術によって引き起こされたことなのだろうか……違ちがうように思う。きっかけはもしかしたら魔術だったのかもしれない。でも、出会うべくして出会ったと信じている。歴史の流れよりもずっと強力なもので繫つながっていて、そうして出会ったのだと感じている」

　それからカルロは、いつものカルロらしくないはっきりしない調子で続けた。

「ただ、歴史の流れに左右なんてされないと思いたいだけかもしれない……けれど、なら、どうしたらいい──明日が来ないことを祈いのったところで、明日は来てしまう……」

　クリムの手を握るカルロの指に力が入る。

「君は、どうしたい？」

　カルロの足が止まる。真まっ直すぐに見つめられてクリムは、泣きそうになった。何でも自信満々に決めて突つき進んできたカルロに、こんな重大な判はん断だんに関して意見を求められるとは意外だった──そうではない、これまでもカルロは、何でも思うように動いてくれた──どうしたいのか答えたら、カルロはきっと、その通りにしてくれる……。

「カルロとずっと一いつ緒しよにいたい……それだけだよ……」

　でも──。これまでずっと、わがままを通してカルロに迷めい惑わくを掛かけ続けてきた。でもこれは、わがままに決めてしまっていいことではない……。それにカルロの気持ちも──。

「でも、でもね、そのためにシュラトスのことを考えないというのは、カルロがいいって言ってくれるとは思えなくて……だからカルロの気持ちを……」

「私は願っている──君と生しよう涯がいを共にしたい。神サブマルドなどに振ふりまわされるのはごめんだ。君に出会ったお陰かげで、私は国に寄き生せいせずとも生きていく術すべを知った。一人の人間として君を守り、共に幸せな一生を送る自信がある。けれど、国が滅んだら、君と一緒にいられるのか？　そうではない。たとえ国が滅び、一緒にいられるのだとしても、だからと言って君と生涯を幸せに暮くらせるわけではない。お互たがいの思いがなければそれは叶わないだろう。となれば、やっぱり私たちが出会ったのは、私たちの思いだったんだと思う……強い思いがなければこうして一緒にいない……ああ、分かりづらいな」

　カルロが額ひたいに手をやり、空を仰あおぐ。困こまった顔をしていた。いつも明めい瞭りような彼が、ひどく混こん乱らんしているのが見て取れて、クリムは、意味分かるよ、と言った。

「魔ま術じゆつの儀ぎ式しきの時であれ、それとは関係ない時であれ、君はいつも何を願っていた？　バルシアを叩たたければそれでよかったのか？　国くに内部の不安要よう素そを取り除のぞければそれでよかったのか？　そうではないはずだ……君が本当に願っていたのは、王としてうまく国をまとめて、外がい敵てきからも内敵からも守り、平和な国にしたいということ。今ある脅きよう威いを打ち消せばよかったのではなく……今、平和を守れればそれでよかったのではなく……君は、女王として、国の平和を、民たみの平和を守っていくことの出来る力を欲ほつしたのではないのか？」

「うん……そうだね……みんなお見通しだ。でも、立りつ派ぱな女王になって国を統とう治ちしたいって思っても、具体的にどういうのが立派な女王なのか分からなかったから……想そう像ぞうなんて出来なくて、だからそれは魔術の時にはお願い出来なかった。でも、今なら分かる。カルロが教えてくれたから。私は、女王として国を守りたい……でも、女王の顔を捨すてなければカルロと一緒にいられないのなら私は……」

　カルロはクリムを抱だき締しめた。

「最初に君に会った時から、私は君が名王になることを知っていた──こうして素す晴ばらしい王になった君を誇ほこらしく思うし、そんな王と共にあることも幸せでならない。もちろん君が王でなくても、その思いは変わらないが。私たちの繫がりは歴史の流れにも神意にも勝まさると信じている。だから──」

　見上げるクリムに、カルロは微かすかに口元を緩ゆるませ、再ふたたび手を引いて歩き出す。行き着いた先は、神しん殿でん前の広場──人々が集まり憩いこっている場所。

　カルロは、神殿の入り口の左右にある大きな柱の一本を背せにして座すわり込こんだ。柱には、多神教信しん仰こうの神殿だけあって、たくさんの神々が彫ちよう刻こくされている。その中には、サブマルド神もいる。クリムも隣となりに座った。大きな柱だから、それを背にして並ならべた。

「私がここに来た時、気づいたらこの広場にいた──だから、イリアーラに戻もどされる時も、ここからのような気がする」

「な、何言っているのよ！　帰ろ、ね、帰ろ。嫌いやだよ」

　慌あわてて立ち上がるクリムの腕うでを取って引っ張ぱり、カルロは腕にクリムを抱だき込んだ。

「私は戻されない。この時代に生きる。君がここにいる限かぎり、私はここにいる。明日は出発するから……ここへは来られない。私がやってきたこの場所で……君に誓ちかう。私はこのシュラトスにいる、ずっと……。だから、また一緒にここへ来よう。約束だ」

　腕の中で小こ刻きざみに震ふるえているクリムの頭を撫なでる。

「私は会談を終えて帰ってくる。歴史も変わる。そうしたら二人でまたここへ来ようじゃないか。サブマルドのことも魔術のことも、笑える思い出話になっているさ」

「……そうかな……本当に？」

「大だい丈じよう夫ぶ。何も恐おそれることはない。約束は守るためにあるのだから」

　クリムの震えが止まる──。約束だよ、と呟つぶやく。

「会談から戻るまでしばらく会えない。たまには二人で、こうして過すごすのもいいだろう」

　言われてクリムは、賛さん成せいした。カルロがいなくなってしまうことばかり考えていると、本当にそうなってしまいかねないから。大丈夫……約束なのだから……今までの約束だって、カルロは守ってくれているのだから……。

　長いこと、無言のままで二人は、広場の様子を見ていた。

　──好きだな……この町、この都……そしてこのシュラトス。

　みんな元気に笑っている。平和だ──クリムは、いつまでもこんなふうな光景が続けばいいと思った。もしも、カルロが警けい戒かいしているように、バルシアが会談を破は棄きして、隙すきをついて攻せめて来るようなことがあれば、こんな光景は見ることが出来なくなってしまう。

「やっぱり……歴史を変えないとね、カルロ。シュラトスが滅ほろぶってことは、この都が瓦が礫れきになってしまうってことだもの……そうしたらみんなこんなふうに笑っていられない」

　カルロが微ほほ笑えむ。

「それでこそクリムだと、そう思う」

　空が赤く染そまって行く──美しい夕日の空になっていくのを眺ながめていた。カルロと出会った日、カルロとダルターニが試合をした時も、こんなふうに、夕日の映はえる、美しい色をした空だったことを思い出して、クリムは懐なつかしく思った。

「カルロ、また一緒に旅したいね。バルシアでの旅、すごく楽しかった……でも今度は、あんなふうに危あぶなくない旅がしたい」

「バルシアの脅きよう威いから解かい放ほうされれば、それもすぐに叶かなう。長いこと国を留る守すにすることは出来ないだろうが……今、君を支ささえている人たちが国を守っている限かぎり、いつでも旅に行ける。家臣はみんな君の下もとに一つになって、国のことを、君のことを思っている。民たみもまた、活気に満ちて元気に笑って前向きで──シュラトスは、いい国だな」

「カルロのお陰かげだね、みんな」

　カルロに出会えてよかった──改めて今、気持ちを込めて言おうとして、やめた。言わなくても通じている──それに、そんなことを言うのは、二度と会えないからみたいだから……もう、その話は終わったのだ。歴史を変えることだけを、私たちの祖そ国こくを守ることだけを考えればいいのだから──。
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　クリムは、秘ひ密みつの扉とびらでカルロのところへ行った。カルロと一いつ緒しよに星空を眺めながら城しろへ帰り、その後雑ざつ用ように追われた。もう遅おそいから寝ねているかもしれないと思っていたのに、

「待っていたよ」

　笑え顔がおで出で迎むかえられて、カルロと叫さけんで飛びつく。

　カルロは相変わらずの忙いそがしさに疲つかれているようで、寝しん台だいの中で上半身を起こした状じよう態たいで、眠ねむそうな顔をしていた。やっと起きて待っていたという様子。自分のために無理しても待っていてくれたというのは嬉うれしいものだ。クリムはカルロの隣となりにもぐって横になり、カルロにも横になっていいよ、と言った。

「すぐに眠ってしまいそうだ……何でこんなに眠いのだろう。会談を前に緊きん張ちようして眠れなくなってもよさそうなものなのに」

　カルロが笑う。

「それってあり得ない」

　クリムも笑った。

「眠っていいんだよ、カルロ。話ならいつでも出来る」

　カルロは頷うなずき目を閉とじると、すぐに寝息を立て始めた。クリムはカルロの頰ほおに触ふれてみた。ひんやりとして気持ちいい。朝までカルロの寝顔を見ているのもいいかもしれないと思ったのに、クリムも疲れていて、いつも通り眠ってしまっていた。

　それが神の悪戯いたずらだったのか、気まぐれだったのか──。

　明け方を前に目覚めたのはカルロだった──クリム……。

　声を出そうとしても出せない。呼よび起こしたくても呼び起こせない──カルロは、どうにかクリムを抱だき寄よせた。

　──熱い……。

　視し界かいが歪ゆがむ。クリムを抱いているのかどうかもよく分からない。サブマルドか！　卑ひ怯きようだぞ！　寝ているところを襲おそうような真ま似ねなどして！　それが神のすることか！

　カルロは声にならない叫びを上げる──クリム！　クリム！

　どうして今この時でなければならない！　会談だって終えていないのだぞ！

　涙なみだが頰を流れるのだけは分かった。体が発光する。あの時と同じ──。

　どうして！　クリムを抱く腕うでに力を込めるが、力が入っているのか、まるで感覚がない──クリム、君の顔が見えない……。






　終章　そして、約束の柱







　カルロは、空を見上げた。壁かべに囲まれたその場所からは、小さな空に星が数えるほどしか見えない。しかも雲がかかっていた。まるで心に立ち籠こめている、取り除のぞくことの出来ない暗雲そのものだ。

　夢ゆめだとは言うまい──私はシュラトスの服に身を包んでいる……。

　ああ、クリム……どうして私はここにいるのだ……。どうして君のところではなく、このイリアーラにいるのだ……。カルロは地に俯うつぶし、嗚お咽えつした。

　君と約束してたのに……何があっても君を守る、君を一人にしない、君よりも長く生きる……と。

　ああそうか……。カルロは笑い、笑いながら、さらに涙を流し、しゃくり上げた。君よりも長く生きる、この約束は果たしたんだ──私は、君よりも二千年も長生きしたよ……。

　どうして私はここにいる！　責せき任にん転てん嫁かの長ちよう物ぶつとしていただけの神が、今さら願いを叶えてくれるとは思えないけれど、それでも──。神よ！　似え非せ神がみなどではない、本物の神よ！

「私を戻もどしてくれ！　祖そ国こくへ！」

　会談の場ばへ行かなければ。もし卑ひ怯きようにも攻こう撃げきしてくるなら、戦わなければ！

　歴史を変えなければ！　歴史が変わるのも見ずに戻されるとはどういうことだ！

「クリム！」

　聞こえるか、クリム……。二千年というのは、こんなにも遠い……。

「カルネロス殿どの？」

　カルネロス？　私はネロスだ……。顔を上げると、イリアーラの軍服を着た男がいた。

「このようなところで何をなさっているのですか。それにその格かつ好こうは……。とにかくここから出ましょう。呪のろわれてしまいます」

　呪い？　ああ、そうか。ここは呪いの神しん殿でんだったな。

　カルロは、警けい備び兵へいに連れられてそこを出た。抵てい抗こうする力もなく、これからどうしていいのかも分からず、ただ引っ張ぱられるままに歩むしかなかった。
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「カルロは会談には出られない。代わりに、リーファン、おまえが行ってくれ。カルロも、それを願うと思う」

　カルロの作った献こん立だての料理を口にするようになって、やっと顔色のよくなってきたリーファンに、クリムは無理に面会した。

「どういうことなのでしょうか、クリム様」

　リーファンも、政せい治じの状じよう況きようを細かに把は握あくしているわけではなかったが、ノルジェを通じて、ある程てい度どの情じよう報ほうは得ていた。

「カルロは、もういないのだ。リーファン、おまえが政治家になりたかったということを聞いたわけではないが、おまえは政治家向きだと思っている。カルロと同じで、多角的に捉とらえて深く洞どう察さつし、展てん望ぼうすることが出来る。おまえの才さい能のうを、カルロも買っていたではないか。おまえが仕事に復ふつ帰きして、共に国のために働くことを、カルロは望んでいたではないか。カルロは会談には行けない──さぞかし無念であろう……その無念を、おまえがしっかり受け止めて、彼の代わりに会談へ行ってくれ。会談では、国交のこと、特に火ひ種だね石いしの取引のことが中心となろう、それから捕ほ虜りよのことなど、話し合うべきことは山とある。ダルターニから詳くわしく聞いてくれ。カルロが念入りに戦せん略りやくを立てていた。譲ゆずれる部分と譲れない部分もしっかり区別してあるようだ。おまえなら、その意図を理り解かいし、カルロの代わりを務つとめられるはずだ。大臣たちなら、私が説得する。私は女だが国王だ。おまえが女だからと言って政治の舞ぶ台たいに立つことが非ひ難なんされるのは、どう考えてもおかしい。大だい丈じよう夫ぶだ、おまえが会談へ行くことは、カルロの思いだ。カルロは、おまえのことを心配しているのだ。元気になって、今までのように、仕事に励はげんでくれ。カルロも喜ぶ」















　一気に言って、クリムは頭を下げた。

「ク、クリム様！　そのような……」

　リーファンは黙だまって考える。ネロス様の思い？　ネロス様がいないということがよく分からないけれど……。何か深い事じ情じようがあることは窺うかがえた。それからしばらくして、リーファンは決意した──私は、クリム様の側近……。クリム様がそう望まれるなら……。

「分かりました。私に行かせて下さい。ありがとうございます、クリム様」
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　職しよくを辞じした──無官で宮きゆう廷ていに出入りすることは出来ないのだが、カルロには、幸いなことに代々の侯こう爵しやく位いがあった。忍しのぶようにひっそりと宮廷に入り込こんでは、その奥おくにある呪いの神殿に侵しん入にゆうした。そこでカルロは、自分の血で、記き憶おくにある通りの図ず柄がらを鏡に描えがいた。クリムと一いつ緒しよに一度だけ目を通した魔ま術じゆつ書しよの通りに。手鏡を睨にらみ続ける──記憶力に自信はあった──描いた図が、唱えている文言が、間ま違ちがっているとは思えない──なのに、何の反はん応のうもなかった。神によって出会いと別れが決められていたなど信じない。サブマルドなる神に弄もてあそばれたとも思わない。弄ばれていたわけがない。それでも出来る限かぎりのことはしたかった。だからクリムがそうしたように、カルロもサブマルドとの契約魔術を実じつ践せんした。

　どうして何も起こらないんだ！

　何度も何度もやり直した。クリムは目覚めた時に一人になっていて、どう思っているのだろう──私がいなくなって……どんな思いがしただろう。

「サブマルド！」

　クリムのところへ！　手のひらを見る。光ることはない。魔術などくだらない──そう思っても、それにすがってしまっている。他に手立てが思いつかないから──。

「カルネロス殿……またこちらに？　いけませんよ、こちらにおいでになっては」

　イリアーラの宮廷を警けい護ごしている兵士だ。声をかけられても、カルロは振ふり返ることはしなかった。引っ張られれば、抵抗はしない。そんな力はなかった。引っ張られたせいで体たい勢せいを崩くずすカルロを、兵士が支ささえて引きずるようにして離はなれる。

「カルネロス殿。お送り致いたしましょうか。あの、みなが話していたのですが、本日は、ルシド殿と会うことになっているのでは？」

　ああ、そうだったか、と呟つぶやくように発し、心ここにあらずといった様子でふらふらしているカルロを、兵士は自じ宅たくまで送った──。

　その頃ころ、ルシドは、自宅にいるカルロの屋や敷しきを訪たずねていた。宮廷では、呪のろいの神殿で呪いを受け、彼が彼でなくなったのだという噂が立っている。みながカルロの奇き行こうに恐きよう怖ふを覚える一方で、彼のことを案じていた。呪いにかかったというのがもっぱらの見解で、ほぼ一いつ致ちしているにしても、ルシドがカルロを虐しいたげてきたことが原げん因いんで精せい神しん的に不安定になっているのではないか──カルロがそもそも神しん殿でんに入ったのはルシドの罠わなだったのではないか──ルシドへの不信感が高まるようになっていた。ルシドとしても、放ほうってはおけなくなった。最初は、彼が呪われた芝しば居いをして嫌がらせをしているのだと思っていたが、そうではないと感じ、こうして訪ねることにした。部屋で長いこと待たされていたルシドは、彼が入ってきたのを見て息を吞んだ──一体ネロスはどうしたというのか……。

「私は、おまえの才能を恐おそれ、ひどい仕打ちをしてきた。だが、おまえは、この程てい度どで逃にげ去るというのか。どうしたのだ、ネロス」

　ネロス──カルロにとっては、掛かけ替がえのない呼よび名だ。ネロスの言葉に、堪こらえていたものがまた堰せきを切ったように溢あふれ出ようとしている──カルロの視し界かいには、ルシドの姿すがたはなく、クリムの、シュラトスの光景があるばかりだ。

「おまえには才能がある。私など足元にも及およばぬものに恵めぐまれている。それを利用することで、私はおまえの上を進んだ。おまえの父──アゲルの友である顔をしながら、内心では優ゆう秀しゆうだったアゲルを羨うらやんでいた。常つねに私を引っ張ぱってくれていたアゲルに、感かん謝しやしなければならぬというのに、優秀でない私は、アゲルに見下されていると、勝手に意固地になったものだ。今度は私が、息子むすこのおまえを引っ張り上げて、見下してやろうと思っていた。が、そんなことが出来る相手ではなかったのだ。おまえは父親以上に優秀な男だった」

　ルシドが何を語っても、カルロの耳を通り抜ぬけるだけ──。

「おまえを利用し、苦労かけるだけかけた。見返りを与えてやっていないというのに、おまえはいつも涼すずしい顔をしていた。それがまた憎にくかった。何な故ぜ私を虐げるのかと、無様に食ってかかればよいものを、おまえは何でも悟さとった顔をして、上官の私を許ゆるしている。私はそれでまた惨みじめになるのだ。だがネロス」

　ネロスの言葉にだけ、カルロはぴくりと反はん応のうした。

「どうして私が、おまえをネロスと呼よぶか、教えてやろう。私の家に伝えられている伝説の名めい将しよう──その名は、カルロ・ネロス。カーレルに仕えていた名将だ。私の祖そ先せんは、バルシア帝てい国こくの皇こう帝ていカーレル」

　カルロが、その意味するところを探さぐろうとした。バルシアの名将の名がカルロ・ネロス？　それが自分ならば、仕えていたのはシュラトスの王であって、カーレルなんかではない。どう歪ゆがめられたら、こういう伝説になるのだろう……。皮肉なことだ……。

「我わが一族にとってカルロ・ネロスの名は特別な意味を持つ。カルロ・ネロスは一族の恩おん人じんであり、守り神だ。その名だけは、ずっと守られ言い伝えられてきた。無む論ろん、このルシド家が、バルシア皇族の末まつ裔えいだということは公おおやけになっていない。したところでいいことがあるわけでもないが、私の一族に二千年の歴史があること、それだけが、アゲルに勝まさるものだったのだ。イリアーラでの爵しやく位いはカルネロス家に劣おとるがな。私は唯ゆい一いつ勝っていたそれを自じ慢まんした。アゲルは伝説の名将の話に感動し、それを聞かせた私に感謝した。そして生まれたおまえにカルロの名を付けたのだ。カルロ・カルネロス。確たしかにカルロ・ネロスだ」

　ルシドが高らかに大きな笑い声を上げた。

「おまえは、我が一族の守護神だ。だから、ネロスと呼ばせてもらっていた。その通り、これまでよく私を守ってくれた。感謝している。もし気が変わって、再ふたたび仕官を希望するなら、私に声を掛けろ。私は、守護神のカルロ・ネロスを取り立て、今度こそ、おまえへの羨せん望ぼうや嫉しつ妬とを捨すて、おまえに、私の出来る限かぎりのことをしてやろう」

　嫌味な調子で語ったルシドだが、それから力なく笑った。

「今のおまえを見ていると、そういう気になるよ……」

　カルロが何も答えないから、その間、ルシドの吐と息いきが繰くり返されるばかりとなる。

「ルシド殿。仕官することはないと思います。お気持ち感謝します。お世話になりました」

　カルロは、思い出したようにそう言った。ここでルシドと対面しているのさえ、忘わすれそうになる──。
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「何なに故ゆえバルシアが……」

「ネロス殿の心配が的中しましたな。まさか和平会談を無視して攻せめてくるとは……」

「恐ろしく冴さえている男でしたね。それにしてもバルシアの暴ぼう挙きよはひどすぎる」

「さて、誰だれが軍を統とう率そつするのかね」

「この奇き襲しゆうに冷静に立ち向かえるのは、ネロス殿どのしかいないでしょう」

「だから彼はもう……」

「そうでしたな」

「だが、ネロス殿の指示で準じゆん備びは整っている」

「そうだ。何を慌あわてる必要があろう。まず、どうすればよいのでしたかな」

　顔を見合わせるばかりで誰も何も言わなくなる。沈ちん黙もくを破やぶったのは、ダルターニだった。

「私が……私が行きます。ネロス殿の第一の門弟ですから。文もん句くはありませんね。もちろん、ゼアン殿と共に。総そう大だい将しようはゼアン殿と決まっている。ネロス殿の残された今回の作戦は、みな私の頭に入っています」

　クリムは頷うなずき、大臣たちもみな同意した。

「カルロはいなくなったが、我われらのために尽つくしてくれた彼の思いは継つがなければならぬ。そして彼の残してくれたものに、彼と築きずき上げてきたものに、自信を持とうではないか。一丸となった我らシュラトス軍の強さを、バルシアに思い知らせてやるのだ」

　クリムの覇は気きは、そこに彼らの望む男がいなくても、まるでその場にいるように、空気を引き締しめ、力を与あたえてくれていた──。
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　カルロは宮きゆう廷てい図書館へと向かった──ルシドの話が気になった。カルロ・ネロスの名は、彼の一族が伝えている名であって歴史書が伝えているものではないにしても、カルロ・ネロスは間ま違ちがいなくあの時代に生きていた──その証あかしを示しめされてカルロは、わずかながらも光を感じた。過か去こに光を感じた。開く本が震ふるえる。涙なみだが落ちた。

　──シュラトス王国最後の女王の名は……。

　クリムエラではなかった。シュラトスの滅めつ亡ぼうは、さらに三百年の後──。

「クリム……君は会談を乗り切って、無事に生きて……」

　クリムと別れてから初めての嬉うれし涙が止め処どなく溢あふれた。

「よかった……」

　クリムは望んだ通り、立りつ派ぱな女王として国を統とう治ちしたのだ。民たみの平和を、笑え顔がおを守ったのだ。後世に続くシュラトスの礎いしずえとなったのだ。名王と讃たたえられる存そん在ざいとなったのだ。

　しかし調べているうちに、カルロは、クリムエラに関するある史実に突つき当たる。シュラトス王家の血はクリムエラで途と絶だえていた。シュラトス王国は、クリムが養子とした男が王となって、以後の王国の祖そとなっていく。クリムの代でシュラトス王家の血は……。サブマルドよ、おまえの仕し業わざか！

　サブマルドは、生いけ贄にえとなったクリムの血をすべて奪うばったのだ。クリムは──クリムは、それでよかったのか……結けつ婚こんもせず、子こ供どもも生まず、そうして養子をとって、女王としての役目を果たして生きたのだろう──養子となった男の名は、カルロの記き憶おくにはないものだった。それは、あれからクリムが生きた時の長さを物語っている。クリム自身が、その男を選んで養子に迎むかえたのだ……クリムは名王として生きた。王としての責せき務むを果たして生きて……けれど、それでよかったのか？　自うぬ惚ぼれかもしれないけれど、私を待って、信じて、それでずっと一人でいたのではないのか……私のせいではないのか……。

　すまない、クリム……君を一人にしてしまって、すまない……。
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　カルロ、バルシアは本当に攻めて来たよ……カルロの予感が当たったね……。

　クリムは一人、神しん殿でんに足を運んだ。バルシアが会談を破は棄きして攻め込こんできて、混こん乱らんした──けれど、みんな、気持ちを一つにして戦った。カルロが残したのは、対バルシアの戦せん略りやくだけではなかった──心強い仲間を残してくれていた。女王と認みとめて力を貸かしてくれる心強い仲間──。本当に欲ほしかったものを、カルロは残してくれていた……。

　カルロが残してくれたものを、無む駄だにはしない。立派な女王として生きていくために必要なものを、残してくれた──だから……。

「でも、カルロがいないのは辛つらい……」

　クリムは柱を背せに座すわった。膝ひざを抱かかえて座り、顔を膝に埋うずめた。溢れる涙を止めたかった。

　国が滅ほろぶことを選んで、神サブマルドに願ったことが叶かなわなかったら、一いつ緒しよにいられたのだろうか──そう思ってしまうと、これでよかったのだと完全に言い切ることは出来なかった。けれどもし……二人で一緒にいるためだけに国を見殺しにするようなことをしたら、二人で後こう悔かいし続けていたはずだ。二人で一緒にいても、そのことを気にして、触ふれないようにしてわざとらしくなったり、視し線せんを逸そらし合ったり──そう想そう像ぞうすると、そこに幸せがあるようには思えなかった。

　──カルロは堂々としていなければ、カルロじゃないから……。私もカルロを真まっ直すぐ見ていられなくなるから……それはすごく悲しいこと。だから、選せん択たくはこれしかあり得なかった。

「カルロは……どうしている？」

　クリムは、持ってきた鏡を覗のぞき込んだ。いつからこうなったのか、鏡にはクリム自身の姿すがたが、はっきりとそこに映うつるようになっていた──明らかに、この時代の鏡ではなかった。カルロが話してくれたことがある──彼の時代の鏡は、濁にごったりぼやけていたりしないで、そのままの姿が映るのだという。透とう明めいな硝子ガラスを製せい作さくする技ぎ術じゆつがあって、板いた状じようにしたそれに金きん属ぞくの膜まくを塗ぬるらしい。この時代の鏡は、金属を研けん磨ましたものだ。でも今ここにあるのは、カルロの時代のものと思われる鏡の面をしている。だからクリムは、鏡がカルロと繫つないでくれるような気がしていた。もしかしたら、いつかこの鏡に、カルロの時代が、カルロの生きている様子が映るのではないかという期待も出来た。そうでなくても、こうしてこの場所に鏡を持ってくれば──ひょっこり彼が帰ってくるかもしれない。クリムは希望を捨すてないことを決めた。カルロを待っているのに苦などあるはずもない。いつまでだって待つ──たくさん待てば、会えた時、その分喜びが増ますだけのことだ……。

　カルロと、この場所で会おうと約束した。会談の後にと約束した。それがいつになるのか分からないけれど、彼は絶ぜつ対たいに約束を破やぶらない。約束は守るためにあるのだと彼が教えてくれた──。カルロに会って何を話そう……クリムは、それだけを、彼に会える楽しい未来だけを想そう像ぞうした。

「ああそうだ、カルロ。リーファンが、カーレル皇こう帝ていのところへ行くんだよ。盛せい大だいに結婚式やるの。国同士の友好関係も深まるね。あれからバルシアと戦って、終戦協定を結ぶのに、リーファンが代表を務つとめたの。カルロが認めた人だよ、やっぱり。バルシアの領りよう土どの一部もシュラトスが手に入れたし、貿ぼう易えきのこととか、有利に決めてきて──あ、詳くわしいことは訊きかないでね、私に分かるわけないし……でもこれからもっと勉強しないとね。そこでリーファン、バルシア皇帝の妃きさきになることも決めてきた……。リーファンは強いよ。立ち直ったよ。シュラトスのために頑がん張ばってくれているよ……。あ、空がこんなに暗くなってきちゃった。明日も、この鏡を持ってここに来るからね、待っているからね、カルロ」
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「クリム」

　いくら呼よんでも、カルロとは呼んでくれない。それでも、ここに来ることしか、やることはない。これで何日目だろう。ここへ来ているのは。それを数えることも出来なくなっていた。時間的な感覚など、とうに失っている。

　ここに残っている神殿──それは、あの日、二人で座って寄よりかかっていたあの柱だけだ。その柱を囲むように、封ふう印いんのための祭さい壇だんが並ならんでいる。

　カルロは、いつものように、その柱に身を寄せた。

　──私は、また一いつ緒しよにここへ来ようと約束したことも果たせずにいる……。

　四角い空を見上げる──夕焼け空か……。

　ふと目の前に、あの日の空が広がった気がした。似にている……。カルロは咄とつ嗟さに起き上がった。何か違ちがう……空気の質しつ感かんと言えばいいのだろうか。

「クリム！」

　──カルロ。

　カルロは、寄りかかっていた柱を見た。クリムと一緒にこの柱のところで過すごしたあの日──あの時と同じようにクリムがそこに座っているような気がした。カルロは、一歩ずつ柱から離はなれた。そこにクリムが……クリム！

　そこにいた。同じように夕日を浴びた彼女が座っていた。

　高い塀へいに囲まれているはずなのに、辺りはあの時と同じように広場があって──シュラトスの民たみが行き交かっている。

「カルロ」

　クリムは立ち上がって、尻しりの土つち埃ぼこりを払はらう仕草をした。

「クリム……」

　私は帰れたのか？

「やっと会えた。私、ずっと待っていた」

「今はいつだ……」

「カルロがいるべき時代だよ……カルロの時代……」

　クリムは笑え顔がおで言った。

「待っていてくれたのか、ここで……ずっと……」

　カルロから涙なみだが溢あふれる。どうして今まで気づかなかったのだろう。これが呪のろいの神しん殿でんの一部と言われてきたこの柱の真実だったのだ。クリムがここで待っていてくれて──目印になるここで待っていてくれて──そのために柱を守ってきてくれたのだ。またここで会うと約束したから……。

「カルロは、やっぱりちゃんと来てくれた。だからまた会えたね」

「君を残して……君は一人で……ずっと私を……すまないクリム……」

「待っていたよ、ずっと。会えるって信じていたから辛つらくはなかった……会えて嬉うれしいだけ。謝あやまることないんだよ。私は幽ゆう霊れいになっちゃったけど……それでもカルロも喜んでくれる？」

　元気に言って笑うクリム。

「当たり前だ……どれだけ会いたかったか……ああ、私にそんなこと言う資し格かくもないな。君は二千年も待っていてくれたのだから……本当にすまない……」

　クリムが抱だきつく──前に、カルロは咄とつ嗟さに退ひいた。

「待って！……触ふれたら消えてしまうんじゃないのか？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　クリムは平然として笑っている。カルロも、微かすかに笑う。クリムが、今度はゆっくりとカルロを抱き締しめた。

「カルロ。そんなに悲しい思いしなくていい」

「私はどうしたらずっと君といられる？」

「ずっと一緒だよ。カルロの中に私はちゃんと生きているでしょう？　カルロに色々なことを教えてもらって、素す敵てきなことを経けい験けんさせてもらった。たくさんの幸せをもらって、いつも守ってもらったから、私が、ここにいる。カルロと出会ったから、こんなに幸せな私がいる。カルロが残してくれたたくさんのものがあったから、今の幸せな私がいる。私は私らしく生きることを知って、望んだ通りに女王の職しよく務むを全まつとう出来た。カルロが私をいつも導みちびいてくれた。カルロはいつでも一緒だったよ……」

「私はここに、イリアーラにいるじゃないか……。ここは私たちの国ではない……君を残して私は……」

「どうしてあの時、カルロが消えちゃったのか、ずっと考えていた。もしカルロが召しよう喚かんされた戦士で、いずれは消えちゃうのだったとしたら、それはバルシアの脅きよう威いを払ってからで──会談が終わって本当の平和が訪おとずれてからでなくてはならなかったはず……そう思うよね？」

「ああ……なのに私は……」

「いいの。それでよかったんだよ、カルロ。あの時、この柱の前で誓ちかってくれた──シュラトスにずっといるって、必ず帰ってくるって。またここに一緒に来ようって。私は完全に満たされた……私の中でカルロの存そん在ざいは、揺ゆるぎないものになった。カルロは、私を女王としても、一人の人間としても、いつだって真まっ直すぐに見つめてくれて、認みとめてくれた。なにもかも未み熟じゆくで弱かった私が、あの時、女王としても人としても満たされた──未来への自信に繫つながった。カルロの存在が私の中で確たしかなものになって、そうして──カルロはいつでも私と一緒にいてくれた。常つねに傍そばで私を支ささえて導いてくれた。それがどんなに幸せなことか、カルロにも分かるよね？　だからカルロ、そんな顔しないで」

　クリムはにっこりと笑えみを浮うかべると、カルロに口付けをした。

「ありがとう、カルロ。これからもずっと一いつ緒しよだよ」

　口付け──これが、クリムの、唇くちびるの感かん触しよく……確かに今、接せつ吻ぷんをしていた──はず……。

「クリム」

　クリムの姿すがたはなかった。抱き締め合っていたその感触も、手が感じ取っていたその体温も──。

「クリム」

　カルロの腕うでが何度も空くうを切る。

「どこにいるんだ」

　君が幽霊だというなら……私も幽霊になって……。死んだら、ちゃんと幽霊になれるのだろうか。それは分からないけれど、それしか出来ないから──カルロは、剣けんを抜ぬいた。

「今一緒に行くから待って……」

　自分の体に剣先を押おし当て、一気に力を込める。……どうして。力を込めているのに、剣は動かなかった。ならばと体から剣に向かおうとしても──体も動かない。

　──クリム、なのか？

　カルロの目の前で、空中に静止している剣の刃やいばが、次し第だいに色を変え、みるみるうちに錆さび付いていく。分ぶ厚あつくこびりついている赤錆。ところどころ緑の色が、ひび割われのような模も様ようで付着している。まるで、この剣だけが、二千年の時を経へてきたようだ──こんな錆さびた剣では、体を貫つらぬくことなんて出来ない。それでも力を込こめようとして──けれど……。

「クリム……生きろというのか？」

　カルロから力が抜けて行く。涙を拭ぬぐう力さえもなくなっていた。

　──君は、私の心を救うために……生きろというために……そのために二千年もここで待っていてくれたのか……。私がシュラトスを離はなれて苦しんでいるのを思い、私を元気付けるために待ってくれていたのか……。君を置き去りにしてしまった私を、君は、あの時のクリムのままで待っていて──ここで会おうと約束した通りに……。あの時のまま止まってしまっていた私の時間を、動かしてくれたかのようではないか……。幸せだったと、わざわざ伝えるために、二千年もここに留とどまっていてくれたのか……。

　私は君の最さい期ごを見み届とどけてやれなかった……約束を果たせなかった。でも今は、ここで君が最期まで笑っているのを見届けた──そういうことなのか？　私に君の笑え顔がおを見せてくれるために、そのために二千年も待ち続けてくれたのか……。















　そしてこれからも君は、私の中で生き続ける……そう告げるために……。

　君は本当に幸せだったか？　それならばいいのだけれど……。

　カルロは泣き続けた。生きろと言われてもどうしていいか分からなかった。けれど、『カルロの中に私はちゃんと生きている』という言葉が、心の中で疼うずいていて、死を望む思いと戦っているかのようだった──。もし死んだら、クリムもまた一緒に死んでしまうのか？　でもクリムは、もう、何も答えてはくれない……。

　カルロは、ただただ混こん乱らんし、泣き続けた──いつしか四角い空は、星空になっていた。雲のない空だった。

「君と……君と一緒に星を……」

　いつも傍にいて笑ってくれていたクリム──もう一緒に空を見上げることが出来なくなってしまった……いや、一緒に見上げてくれるか？　クリム……私と一緒に……。

　カルロは、錆びた剣を見つめた。剣に涙が落ち続ける。生きろ、というクリムの言葉──二千年の時を、まるでクリムと共に過すごしてきたかのような、この剣が伝えてくれている。生きろ、と。

　……生きろ、と言ってくれた……そのためにここで待っていてくれた……。

　クリムの存そん在ざいは確たしかで揺ゆるぎない……心の中にクリムはいてくれている……。

　クリム……ありがとう。いつも守られていたのは私だったのだ……今も、私を守ってくれたのだね……ありがとう、クリム。

　ここにいても、もう君には会えない……でも、どこにいても、君は私の中にいる……私と共にいる……。

　これからどうしたらいいのか分からないけれど、生きたいと思う気力があるわけでもないけれど、とりあえず生きてみようと思った。

　私が死んだら、私の中にいる君までも死んでしまうから……。




　　　　◇◇◇




　旅に出る。カルロはそう決めた。クリムは、ずっと旅をしたがっていた。バルシアでの旅を心から楽しみ、また一緒に旅をしたいと言っていた──一緒に旅に出よう、クリム。

「母上、身勝手をお許ゆるし下さい」

　突とつ然ぜん息子むすこの消息が知れなくなってから帰ってくるまで、五日だった。息子を心配していた母は、帰って来たカルロに不在の原げん因いんを問い詰つめようとして、けれど、生きた抜け殻がら状じよう態たいの息子を労いたわり、ただ強く抱だき締しめた。職しよくを辞やめると言った時も、反対しようとして、けれど、ただ頷うなずいた。今の母にとっては、息子がどこか遠くへ行ってしまうことへの寂さびしさや反対の気持ちよりも、何かをしようとしている息子の気持ちを大切にしたいと思う心の方が強かった。

「あなたの好きなようにしなさい。あなたは今までもそうしてきたのですから。でもどうかあまり無理をせず、病気や怪け我がをすることなく、帰ってきて下さい」

「ありがとうございます、母上」

　旅に出る明めい確かくな目的はない。それでも、クリムと共に、何かを見つけられたらいい。ここで無む為いに日々を過ごすよりは、ずっといいだろう。クリムも喜んでくれるはずだ。

　カルロは、ここを離れる前にと、ミオの墓はかを訪おとずれることにした。他にも、訪れたい墓はたくさんある。なるべく回って、みなに謝しや罪ざいしておきたかった。

　ミオの墓に行くと、そこに彼女がいた。エルシアが。墓ぼ石せきを抱き締めて、泣いている。カルロは、その場に立ち尽つくした。エルシアの心が痛いたいほど分かる。抗こう議ぎをしに来た時は、そんなことを察することもせずに追い返した──。カルロは、申し訳わけなさと、自分の愚おろかさに震ふるえ、悔くやしさと情なさけなさに涙なみだを流した。このまま立ち去りたくなるが、もう逃にげない──確か、遥はるか昔にそう決めたことを思い出す。カルロは、涙を拭うと、エルシアに歩み寄よった。

　エルシアが、誰だれかが来たことに気づいて振ふり返る。一いつ瞬しゆん驚おどろいた顔をして、すぐにあの時と同じ、呪のろうような冷たく強い感かん情じように支し配はいされた瞳ひとみを向けた。

「何をしに来たのです」

　恨うらみの強い口調だ。カルロは何も答えず、墓に花を添そえ、ミオの好きだった酒を置いた。

　エルシアの視し線せんが、その酒に止まる──夫の好きな酒だった。高級な酒だから、普ふ段だん飲んでいなかった──そんな酒だというのに、この男は、ミオの好きな酒を知っているというのだろうか……。共に酒場に行ったことがあったとしても、注文することもないはずの酒なのに。

「エルシア殿どの」

　言ってカルロの胸むねがまた痛んだ。共に旅をした妹の名──この名で、何度彼女を呼よんだことだろう……。

「先日は、きちんと話を伺うかがうこともせず、大変失礼を致いたしました」

　カルロは、土ど下げ座ざした。それから顔を上げて言う。

「ミオ殿は……ミオは、私が殺しました。申し訳ないことをした……謝あやまって済すむことではありませんが、彼に謝って、ミオが私の中で生き続けることを許ゆるしてもらうために、ここへ参りました」

　これまで殺してきた人たちも、ちゃんと心の中にいる。彼らが、こんな私の中でもよいと許してくれるなら、彼らを心の中に宿して生きていくつもりだった──彼らの分も生きるということにはならないかもしれないけれど、それが彼らの命を奪うばったことへの償つぐないでもあり、責せき任にんだと、カルロは思った。

「ミオを殺したと……ご自分のなさったことを認みとめるのですか」

「はい」

「職しよくを辞やめたというお噂うわさは、本当ですか」

「はい」

「何な故ぜ辞めたのです」

「私は、人一人、満足に守れず、逆ぎやくに守られるばかりの人間です。そんな人間に、国を守るなどということが出来るはずがない。私には、国を守るためと言って、戦いくさを指し揮きする資し格かくも能のう力りよくもない──職を辞したのは、私には全まつとう出来ない職だと思ったからです」

　でも……逃げたわけではない……辞めた時は、逃げただけだったかもしれないけれど、今は違ちがう。

「私は、私に出来ることを見つけ、それを全うしたいと願っています……。私にしか出来ないこともあるかもしれない。それを見つけたい……」

「……夫は、こんな腑ふ抜ぬけた男を命がけで尊そん敬けいしていた、と……。夫は、こんな男に殺されたのですか！　何のためにあなたに従したがったのです！　あなたが国を守ると、あなたが国の人々を守ると、そう信じて疑うたがわない人でした！　そのあなたが、職を放ほう棄きし、使命を放棄するなんて……。夫は、高い志こころざしを持った人でした！」

　エルシアは、涙を流して、カルロに摑つかみかかった。

「本当に申し訳ない」

　エルシアが、カルロの頰ほおを叩たたく。何度も左右の頰を叩き、それから泣き崩くずれた。

「夫に、謝って下さい」

「そのつもりです」

　カルロが、墓に向かって頭を下げるのを、エルシアは見ていた。額ひたいを土に擦すりつけて、背せを丸めて震ふるわせている男を、じっと見ていた──この上官を許せたわけでも、夫の死を悲しむ気持ちが薄うすれたわけでもないけれど、少なくとも、恨む感情からは解とき放たれていく気がした。エルシアは静かに涙を流し、カルロを残して立ち去った──。

　その日のうちにカルロは、毒を盛もって五聖士から降こう格かくさせたジェイオンのところも訪たずねた。解げ毒どくの薬を渡わたすために。

　──医者だからこそ利用されることもあります、殺すことも出来たのに生かしておいてくれてありがとう──そう言われてカルロは、どう答えていいか分からなくて胸が痛んだ。誠せい心しん誠意謝って、それしか出来ない自分を情けなく思いながらも、出来る限かぎりのことはしたと考えることにした。そうでないと旅立つことすら、かなわなくなってしまうから。

　そうして翌よく日じつ。

　カルロは旅たび支じ度たくを整え、馬に乗って屋や敷しきを出発した。母や使用人たちに、館やかたの前で見送られる。腰こしには、錆さびた剣けんを何とか鞘さやにおさめたもの。自分自身を含ふくめ、絶ぜつ対たいに誰も斬きらないと決めている。錆びていても問題はなかった。最後に、門番に見送られて屋敷を出た。

　もう振ふり返ることなく、ただ当てもなく、けれど真まっ直すぐに進んだ。夜明けの風が優やさしく吹ふき抜ける。

　太陽が昇のぼり始めていた。






　あとがき







　はじめまして。いわなぎ一かず葉はと申もうします。ファンタジア長編小説大賞で、幸こう運うんにも入にゆう選せんし、書かき綴つづったこの物語が、こうして生まれて初めて本となりました。

　作さつ家かというものは、私わたしの中ではまさに夢ゆめのようなもので、憧あこがれてはいても、漠ばく然ぜんとしていて現実味のないものでした。自分が作家になれるものとも思っていなくて、どうしたらなれるのかを深く考えたこともなく、作家になるために具ぐ体たい的てきな行動をすることもありませんでした。

　ところが、ある「出で会あい」をきっかけにして、作家になることを本ほん気きで目め指ざすようになります。作家になるための手しゆ段だんの一つとして、小説を投とう稿こうして受じゆ賞しようする方法がある──ならば、日本語で応募できる賞にはすべて挑ちよう戦せんしようという決けつ意いの下もとで、がむしゃらに小説を書くようになりました。夢を現実のものとするために、一いつ心しんに取とり組くむことになろうとは、子こ供どもの頃ころの私には思いも寄よらなかったと思います。「夢見がちな少女」と言いますが、まるで正せい反はん対たいな子供だった私が、どうして「夢見る大人」に変へん貌ぼうしたのか──そこには「出会い」が大きく影えい響きようしています。この「出会い」は、「人」とではなく「作品」とでしたが、言うなれば、リアリストからロマンチストへの転てん身しんをもたらしてくれた、そんな邂かい逅こうでした──。




　──と、いきなり自じ分ぶん語がたりをしてしまいまして……大たい変へん失しつ礼れい致いたしました。

　実は、そうした「出会い」を描えがこうと思って書き始めたのが、この物語なのです。




　おそらく人は、自分では気づいていない様さま々ざまな価か値ち観かんを眠ねむらせています。今いま目め覚ざめている価値観だけが、その人なのではなく、眠っているものも含ふくめてその人は存在している──日ひ々びの「出会い」が、隠かくれているものを目覚めさせてくれる──そうして人は自し然ぜんと少しずつ変わっていくもの──そう思います。そして転てん機きとなるような大きな出会いも、必かならず誰だれにでも用意されていて、それを信じていれば何度でも訪れてくれるものと考えています。

　物語では、主しゆ人じん公こうの男性が、ヒロインの少女と出会うことで、大きく価値観を変えていきます。二人の「出会い」は、二人を変化させ「幸せ」にする──強く影えい響きようし合う二人の恋れん愛あい──人生を変えてしまうような、そんな激はげしい「出会い」と恋愛を表ひよう現げんしたいと思い立たって書いたのが、この作品です。実じつ際さいに描けているかは別として──。




　──と、いきなり作さく品ひん語がたりをしてしまいまして……大変失礼致しました。

　実は、そうした目もく的てきの下もとで書いた作品であったお陰かげで、担たん当とう編へん集しゆう者しやさんとの最さい初しよの打うち合あわせの時、テーマのお話で楽たのしく盛もり上がることが出来たわけなのです……。本ほん心しんとしては、テーマよりも何よりも、物語そのものを楽しんでいただけることが一番で、そのように書けていることを望むばかりなのですが。




　さて、その担当編集者さんとの初はつ打ち合わせですが、こんな会かい話わから始まりました。

「『約やく束そくの柱はしら、落らく日じつの女じよ王おう』ですが、シリアスな話ですね。いつもシリアスなものを書いているんですか？」

「いえ、その……最さい近きんコメディ系けいばっかり書いていたので、読み返した時に、これを一いつ体たい誰が書いたのかと……」

「………」（担当さん、反はん応のうなし）

「あ、あの、間ま違ちがいなく私が書いたものなので受じゆ賞しようを取り消さないで下さい」（←小しよう心しん者もの）

「それで、このお話のラストなんですが……何か意い図とが？」

「二人は幸せになって、ハッピーエンドで万ばん々ばん歳ざいって感じでまとめました」

「………」（担当さん、絶ぜつ句く。もしかして呆あきれていますか？）

　何かまずい雰ふん囲い気きなのでは……と慌あわてる私。そこで、テーマは何かと問といかけられて説明させていただいたところ、会話も弾はずみ、胸を撫なで下ろした次し第だいです。

　会話は、物語のキャラクターのことにも及およびました。これまで一人で黙もく々もくと作品を書いていただけで、身み近ぢかにいる誰かに読んでもらうということがなかった私は、空くう想そうの中のキャラクターの名前を、他の誰かが親したしげに呼び、その性せい格かくまでも把は握あくしているという……なんとも不ふ思し議ぎな、未み知ちの体験をしました。そして担当編集者さんの、この言葉。

「これからは読者さんもキャラクターのことを知ってくれますよ」

　目めの前まえの新しい世界を、端たん的てきに悟さとらせて下さいました。同時に、作品に対たいする鋭するどい指し摘てきの数々にも、衝しよう撃げきを受けることになります。例えば、この部分なんですが、と問いかけると、それに対して明めい快かいな返事をいただけるという刺し激げき的てきな快かい感かん。胸がいっぱいになりました。この時の出会いもまた、格かく別べつに素す晴ばらしいものでした。

　出会いはまだまだ続きます──イラストレーターのＡＫＩＲＡさんの絵の繊せん細さいさに涙なみだし、校こう正せい者しやさんの赤の入った原稿を見て唸うなり、プロの方かた々がたの仕事に触ふれる度たびに、感動しておりました。未知の体験と出会いの連続でした。

　まだまだたくさんのプロの方が、この物語を出しゆつ版ぱんするために動いて下さっていることを思うと、未み熟じゆくな自分を思って申し訳なくなるばかりです。しかし、こうした出会いと環かん境きように恵めぐまれたことを、とても嬉うれしく思います。それもみな、賞しようの選せん考こうに携たずさわって下さった方々が、手て探さぐりで道に迷ってばかりだった投とう稿こう生せい活かつから、救すくい出して下さったお陰かげです。この場を借りて、出版にあたりお世せ話わになったすべての方々に御おん礼れい申し上げます。




　こうして、多くの方々に導みちびかれ、支ささえられて漕こぎ出したものが、今は本となって、手に取っていただける状じよう態たいにまでなりました。この物語では、主人公たちが、船で旅に出るわけですが、どうにか漕ぎ出したこの本は、一いつ体たいどんな旅をするのでしょうか。それは、手に取って下さったあなたに委ゆだねられています。願ねがわくは、どのような旅になったのか、お便たよりをいただけたらと存ぞんじます。感想レターを、お待ちしております。




　そして、この本を手にして下さったあなたに、心からの感謝を。またお会い出来る日がくることを──切せつに願っております。





いわなぎ一葉








　解説　──あるいは出会いについての一考察──





ファンタジア文庫編集部






　例たとえば目もく的てきもなく、ふらりと本屋さんに入り。

　何なんの気きなしに、ファンタジア文庫の棚たなの前に行き。

　とある本を手に取ったとして。

　その一いつ冊さつが『忘れられない物語』になる──。

　そんな夢のような〝出会い〟が、世の中には、極ごくまれにあったりします。

　──貴方あなたが、この物語を読んでくれたように。




『約束の柱、落日の女王』は、第16回ファンタジア長編小説大賞で準じゆん入にゆう選せんを獲かく得とくした作品です。審しん査さ員いんの先生方からはタイム・トラベルという題だい材ざいで、純じゆん粋すいなラブストーリーをきっちり描えがき出した点てんが評ひよう価かされ、受じゆ賞しようの運びとなりました。




　本作は主人公・カルロとヒロイン・クリムエラが、二千年の時を超こえて〝出会う〟ところから始まります。本ほん来らいなら決して同じ空間に居るはずもない、二人。けれどこの〝出会い〟が、全すべてを変かえてゆくのです。

　さまざまな困こん難なんに襲おそわれながら、お互たがいを想おもう気持ち──「ずっと一いつ緒しよにいる」という約やく束そくを貫つらぬき通すカルロとクリム。彼らはひとつ試し練れんを乗のり越こえるごとに、想いを純じゆん化かさせていきます。その姿すがたは、貴方の中にある〝何かと出会いたい〟〝純粋でありたい〟という部分に、必かならず響ひびきます。そして心の中に、ほっこりと温あたたかい、口では言えない、理り屈くつでは割わり切れない何かを残のこしてくれるはずです。




　そう。この物語は貴方にとって、『忘れられない〝出会い〟』になる可か能のう性せいを、秘ひめているのです。そんな風ふうになれることを願って、一冊の本に仕し上あげました。




　この物語を通して、一人の作家と、一人のイラストレーターが、みなさんという読どく者しやに〝出会う〟ことができました。この〝出会い〟がどんな運命を紡つむいでいくのか──それはみなさんにかかっています。作品の感かん想そう、作家への応おう援えんなどなど、たくさん編集部へお寄よせください。そうしたお手紙との〝出会い〟で、新あらたな物語は生まれていきます！









約やく束そくの柱はしら、落らく日じつの女じよ王おう







いわなぎ一かず葉は
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